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プロローグ　異世界は催眠で始まった

第　一　章　チートへの目覚め

第　二　章　忍び寄る催眠チート

第　三　章　誰もが俺を見つめている

第　四　章　催眠王国への道
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　ある日、自分がいきなりマンガやアニメのように異世界に渡ったとする。そうしたら、どんなふうになると思う？

　普通なら、異世界行きで身についたチート的な能力や知識を駆使して、英雄や賢者扱いされ、チヤホヤされることを想像するだろう。

　そしてその世界なり王国なりを救ったりして、見返りに地位や名誉、もしくは女といったことを期待するのも当然だ。

　つまり異世界に渡るというのは、まったく未知の土地に渡るという危険だけではなく、そういったメリットを享受するのが当然ということになっている。

　しかし、しかしだ。

　世の中が甘くはないように、そういう異世界への旅立ちも甘いものじゃなく、そのとき自分に何も特殊な力がついてこなかったとしたらどうか。

　そう、それはただ、何も知らない土地に無一文で放り出されるということだ。

　そして運悪く、俺──伊だ達て太た一いちも、そのパターンにぶち当たってしまった。

　つまり、剣や魔法がうまく使えるわけでもなく、とくに有用な知識を持っているわけでもなく、まさしく平凡なひとりの人間として異世界に放り込まれてしまった。

　お約束に漏れず、美女のお姫様や色っぽい女騎士もいたわけだが、平凡なままのそんな俺が受けた待遇は、最悪なものだった。

　俺を召還したこの国の姫は、勝手に呼び出したにもかかわらず、真っ先に俺を役立たずとさげすんだ。期待したような能力が無かったならだろう。

　側に控えていた女騎士などは、姫のため、そして国家のためという理由で、俺の命を奪おうとまでしたのだ。

　聖職者ならばとシスターらしき女性に助けを求めたが、結果は同じだった。俺の存在を、この国の宗派は認めなかったのだ。

　そう、孤立無援どころか、周りじゅうが敵だらけという状況だ。

　そんな世界では当然いつだって、命の危険があった。

　それでも俺は危機を何度も回避して、ついには逆転の立場を勝ち取ったのだ。







「んんっ、はあっ……んっ、あ、はあっ……あんっ……」

　そして俺は今、フカフカのベッドの上にいる。

　肉体的な快楽は絶え間なく与えられ、心地よい女の喘ぎ声が耳に届く。さらには淫乱な光景が視界のすべてで繰り広げられ、俺の知覚を刺激していた。

　そう、俺は今、複数の女とセックスをしている。

「はっ、んっ、あ、は、あああっ！　あっ、はああっ……んんっ！　も、もっと、もっと突いてぇ……」

　脚を開き、正常位で俺のチンポを受け止めているのは、この国の王女であるルナだ。

　ルナは前後に何度も突かれることで、その赤色の長い髪と巨乳をベッドの上で揺らしている。

「んふうっ！　はっ、んふうっ、きゃんっ！　は、激しいのおっ！　んっ、あっ、ひゃんっ！」

　こいつこそ、俺をこの世界に召還した張本人だった。そして同時に、俺が何の能力を持っていないことがわかると、さげずんだ女でもある。

　しかし、かつて俺を能なしとばかりに見下していた女は、このとおり俺に一番大切なところを突かれて、アヘ顔を見せつけている。

「んんふうううっ！　きゃんっ！　も、もうっ……もう私、いっぱい突かれてイッちゃいそうなのおっ」

「じゃあ俺もいっしょにイッてやる。外出しがいいか、それとも中出しがいいか？　選ばせてやるぞ」

「も、もちろんっ、はっ、あ、あんっ！　な、中にっ！　中にいっぱい熱いの……出してえええっ……出してくださいぃ」

「よし、じゃあイクぞっ！　うううっ！」

　びゅくううっ！　びゅっ、びゅびゅうっ！

「きゃううううううううっ！」

　射出した俺の精液を膣の奥、子宮で受け止めたルナも絶頂を迎え、身体をびくびくと痙攣させる。精液で満たされる感触だけで、何度もイっているようだった。

「ふぁひゃああっ……お、お腹の中、熱いっ……んふぁああっ……」

「すごいイッたみたいだな」

「んふぁあっ……うんっ……しゅごくイッちゃったああっ……」

「だろうな。お姫様にあるまじきイキ顔だ」

「らってえっ、きもひいいんらもんんっ……ふぁはああっ……」

　俺を召還した直後のような、まるで用途のない家畜を見下すような視線は、もう微塵も感じられない。

「あああっ……タイチ、私ももう……姫様とされているのを見ていたら、ここがこんなに……」

　その横から切なげな声をかけてきたのは、つり目の女性。ルナより体格がはるかによいが、同時に美しい巨乳などの女性らしさも備えている。

　この女性が女騎士であるリゼット。

「も、もういいか？　お前のそびえ立つモノを、私のなかに埋めても」

「ああ、それはもちろんいいさ。だけど出したばかりで疲れてるから、自分で動いてくれるか？」

「ああ、もちろんだ。失礼する」

　そのままリゼットは仰向けになった俺の上に跨がってくると、強すぎない力で肉棒を握る。

「では、いくぞ……んっ、ふぁっ、んっ、んふうっ……」

　まだ出したばかりの精液が付着している亀頭を膣口に導くと、そのまま思い切って、腰を下ろしてきた。

「んん、ふぁっ、んっ、はっ……あ、はああっ……」

　リゼットの膣内ももう十分に愛液で湿らされていて、二重の潤滑液で俺のモノはあっという間に膣奥まで吸い込まれる。

「んっ、ふぁああっ、んっ、ふぁっ、あ、あんっ！」

　だけどそこで動きは止まらず、巨大なおっぱいを上下にぶるぶるとさせながら騎乗位を続ける。

「ふぁっ、んっ、ひゃっ、あっ、きゃんっ！　い、いいいっ！」

「なんだ、最初から激しく動くな。そんなに俺のチンポが欲しかったのか？」

「う、うんっ！　おちんちん欲しいのっ！　もっと、はっ、んふうっ、う、動いていい……？　ふぁっ、あっ、ひゃんっ！」

「俺が言うまでもなく、どんどん激しくなってるじゃないか。いいぞそのまま続けて」

「あ、あんっ！　んっ、んふっ、ひゃくっ！」

　ベッドをギシギシと揺らす音はさらに大きくなり、俺の上でおっぱいも、ぶつかりあってぺちぺちと音が鳴っている。

「んっ、ふぁあっ、んふうっはっ、あっ……んんっ！　ひゃんっ！」

　俺のほうからも上に腕を伸ばして、ぶるぶる震えるおっぱいを掴み、その柔らかさを堪能する。

「そ、そこはっ……ひゃっ、あっ、きゃうううっ！」

「乳首こうやって摘ままれると、すごく感じるんだよな、お前は」

「んふうっ！　す、好きぃっ、じんじんしちゃうっ！　も、もっとっ、ふぁっ、んっ、ひゃううっ！」

　俺が乳首ごとおっぱいを揉み回すと、腰の動きはさらに激しくなり、水音がぐちゅぐちゅと大きく響く。

「んふぁっ、あっ、んっ、ひゃっ、あっ、あんっ！　も、もうきちゃうっ！　で、でも止まらないのおっ！」

「もうイキそうなのか。お前も女騎士なのにオチやすいなあ。いや、女騎士だからオチやすいのか？」

「ど、どんな攻撃にも耐えられるけど、タ、タイチのおちんちんだけはダメなのおっ！　もうとんじゃううっ！　とんじゃううっ!!」

「しょうがないな。イッていいぞ。俺もお前の膣内に注ぐからな」

「ちょうだいいっ！　精液いっぱい、いっぱい吹き出してえっ！　んっ、ひゃっ、あ、あんっ！」

　すると俺の精液を絞ろうとするように、膣肉がぎゅっと締まってくる。

「イクうううううううっ！　イっちゃちゃううっ！　とんじゃううううううっ！　んふうううううっ！」

「よし、イッたな……ならば、ううっ！」

　どびゅうううっ！　びゅく、びゅくっ！

「きゃうううううううううううううううっ！」

　そして、俺が合わせるように膣内で射出すると、その精液を絞り取ろうと膣が締めつけてきて、同時にリゼットの絶叫が響いた。

「ふぁあああっ……きもひいいいっ……せいし、いっぱい子宮にいっ……ふぁひゃあああっ……」

　そのまま俺の上で繫がったまま、何度もびくびくっと身体を震わせる。

「ふぁひゃああああああっ……んひいいいっ……も、もうらめっ……んふぁはあああっ……」

　そしてアヘった顔のままイキ尽くしたリゼットは、脱力して、俺の身体の上にがくっと崩れ落ちた。

「ふぁあああっ……んはあっ……ひゃあああっ……」

「おいおい、この国随一の女騎士が一発でノックダウンか？」

「ら、らってええっ……ふぁっ、おちんちんには、かなわない……んふぁあっ……」

　ま、そりゃそうだろうな。俺のチンコにこの女騎士がかなわないのは当然だ。そういう決まりになっているのだから。

「あああっ……ルナ様もリゼット様も、おちんちんでいっぱいご自分の膣を擦られて、とても気持ちよさそう……はああっ、あああっ……」

　ベッドの上で恍惚の表情のままくたっとなっているふたりを見て、息を荒くしている聖職者姿の女性。こいつの名前は、レティシアという。

　こいつもまた、俺のことを悪魔だかなんだか扱いして、排除しようとしていた。

　こいつに睨まれたときの俺は、たしかにいろいろと画策していたけど、だからといって俺に敵対してくる者を放置するわけにはいかない。

「お前もエロい空気にあてられたんじゃないか？　もうおまんことろとろになって、俺のモノを入れてほしくてたまらないんだろう」

「えっ、はあああっ……あ、あの、そのっ……」

　今でも他のふたりに比べると、レティシアはまだセックスの欲望に、わずかだけど躊躇がある。だけど俺の力の前には、問題は何もない。

「何をぐずぐずしている？　セックスは子どもを作る神聖な行為だぞ。お前もよく知っているじゃないか」

「あっ……そ、そうですよね」

「それなら、しっかり跨がって腰を振れ」

「はい、わかりました。それでは……」

　するとそれが当たり前のように衣服を脱ぎ捨て、またむくむくと大きくなっていた俺の股間の上に、背中を向ける形で跨がってくる。

「失礼します……はあっ……どうか、いっぱい子種を私の膣内にも……たくさん注ぎ込んで下さいませ……ふぁっ、んっ、はああっ……」

　いろいろな体液が渇くことなく付着して、もうびちょびちょな肉棒の上に、じっとりと濡れたおまんこをさらに下ろしてきた。

「ふぁっ、んんっ……あっ、はああっ……ふぁんっ！」

「どうだ、気持ちいいか？　俺のチンポをおまんこで咥えて。もちろん、気持ちよくないことなんてないよな？」

「ふぁあっ……はい、とっても気持ちいいですっ……んふうっ、あ、はああっ……あ、あんっ！」

「よし、じゃあそのままケツを振りまくれ」

「わ、わかりましたっ……タイチ様もいっぱい感じて下さいませ。んっ、はっ、あっ……んんっ……」

　レティシアの尻は上下に動きはじめ、俺からは肉棒が、秘所から出たり入ったりしているのがはっきりと見える。

「ふぁっ、んっ、あ、あんっ！　はあっ、い、いいいっ！」

　こうなればもう抵抗なんて欠片もなく、結合部から愛液をだらだらと垂らしながら、ひたすら腰を振りまくる。

　そして背中の裏側では、この異世界でも滅多に見られないというくらいでっかい巨乳が、まさにぶるんぶるんという感じで揺れまくっていた。

「んふうっ、きゃっ！　あっ、いいいっ！　おちんちんいいいいいっ！」

　レティシア俺のチンポを秘部に差し込んだまま、喘ぎながらも腰を振りまくる。

　だけど実は、この世界でもシスターは貞操を守ることが普通。

　先ほどの子作りのためという理由も、性欲に浸かる言い訳になってはいないのだ。

　にもかかわらず、神の教えに敬虔で真面目なレティシアが、このように俺のチンポの前では、すっかりサカリがつきまくっているのには理由がある。

「んひいいっ！　子宮にずんずんきて、ふぁっ、あ、ひゃふううっ！　しゅ、しゅごいいいっ！　ぞくぞくするうっ！」

「もうイキそうなのか？　まったく、淫乱なシスターだなあ」

「んっ、んふうっ！　そ、そうっ！　私、おまんこグヂュグヂュして欲しくてたまらない、淫乱なシスターですうっ！」

「よし、じゃあそんな淫乱シスターには、中出しで応えてやろう。孕めよ！」

「ひゃふううっ！　あ、ありがとうございますうっ！　出して、出してください！　膣内にいっぱい出してえええっ……」

　腰の上ではさらに激しく尻が振られ、俺のほうからも強く突き上げる。

「ふぁっ、あっ、あふううっ！　も、もうらめええっ！　とんでっちゃううううっ！　昇天しちゃいますううっ！」

「よし、イケっ！　うううううっ……くっ、いくぞ」

　ぼしゅううっ！　うびゅっ！

「んひゃううううううううううううううっ!!」

　一番深いところで俺の精液を受け止めた瞬間、レティシアは歓喜の声をあげて絶頂の悦びに浸る。

「ひゃふぁああっ……んふうっ……あふぁあああっ……」

　美しい顔を崩し、よだれを垂らして絶頂を味わった後、レティシアの身体は一気に脱力してベッドに倒れた。

「ふぁひゃあああっ……んっ、ふぁああっ……」

「チンポが抜けた穴から精液垂れ流しだな。だいぶ大量に、中に詰まってるだろ」

「ふぁいいいっ……いっぱい、しきゅうに、せいえきもらいましたああっ……しあわせええっ……」

　俺の精液を膣内から流しながら横になり、幸福感に打ち震えている三人を見て、俺の全身を優越感が支配する。

　この女たちは、もうすでに身も心も俺のものだった。

　いいや、この女たちだけじゃない。この世界において数多くの女が、もう俺の手中にあるといっても過言じゃなかった。

　最初に語ったように、俺にはこの世界に渡ってくるにあたり、剣技とか魔法とか頭脳とか、チート的な能力が身につくことはなかったようだ。

　ただ、俺はもともと異世界チート能力ではない、ひとつの特技を持っていた。

　元の世界では、それはささいな力だったが、この世界でのそれは、とんでもない効果を発揮する技術となっていたのだ。

　それが今、この国でもトップクラスに美しい女三人をはじめ、この異世界で好きなように女をむさぼることが可能となった、重要な要因になっている。







　それはつまり、『催眠術』だった──。
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「牢の、中に、いる……」

　思わずつぶやいてしまった、そんな独り言。

　そしてそれが俺の、いま置かれている状況だった。

　周りを見渡せば、その牢屋とおぼしき部屋の中は、ごつごつとした石で囲まれていてひんやりと冷たい。唯一、石ではない一方向だけは、鉄の棒が格子状になっている。

　もちろん、何かしでかしてお縄になり、その結果として牢屋に入っているのではない。善良かどうかはわからないけれども、俺は捕まるようなことはしてこなかった……はずだ。たぶん。

　それが、こんな監視カメラやセキュリティなんて何もない、いかにもマンガで見るような重々しい地下牢に放り込まれている。

　でも正直なところ、自分でも何でこんなことになったのか分からない。俺はまだ、頭で完全に把握しきれていないようだ。

「ふう……えっと、う～ん……」

　俺は一度深呼吸をして心を落ち着かせてから、今まで自分の身に起きたことを、一つずつ思い返すことにした。







　たしかに昨日の今頃の俺は、飯を食ってから風呂に入り、そして軽くゲームでもして……早めの時間にはもうベッドに入っていたはずだ。いつもどおりの暮らしだ。

　それが起きてみれば、目の前に広がったのは、突然の青空。

　そして温かな布団があったはずの床には、冷たくも硬い石。

　そこで慌てて身体を起こしてみると、俺のいる位置を中心としてなんか妙な線が引かれて図形になっているし、わけのわからない文字も書かれている。

　さて、目を醒ましたところでこんな光景が目の前に広がっていたとしたら、普通の人ならば思うことがあるだろう。

「なんだ、夢か」と。

　そして、俺ももちろん再び横になって、目を閉じた。

　なんか周りに人がいたような気がしたけど、夢だから気にしない。裸の女性でもいて、周りを取り囲んでいたというならそっちに浸り続けるけど、なんかオッサンとかばっかりだった感じだし、そんな夢は早く醒めたほうがいいに決まっている。

「おい、また横になったじゃないか」

「全然強くもなさそうだし、ただの人間に見えるぞ」

　しかし、そんな声が聞こえてきたかと思うと、だんだんとその音が大きくなってきて、ざわめきが耳に入ってくる。

　この声、やけに耳に響いて、まるで現実で聞こえる音のような……いや、夢の中での音なんてそんなものだろ、うん、断じて現実なんかじゃないよな。

「やっぱり、召還は失敗だったのではないか？」

　えっ……今、誰か『召還』って言ったか!?

「やはり、勇者でも何でもないのではないか!?」

　今、『勇者』って言葉も聞こえたような……。

　これ、もしかすると、もしかすると、アレか!?

　俺はがばっと起き上がって、もっとしっかりと周りを見渡す。

　するとここはやはり外、そして周りには大勢の人が俺を取り囲むように立っていた。

　俺が寝転がっている場所は、石といえば石だが、どうやらブロックのように敷き詰められているらしい。きれい並んだ石畳だった。

　なによりも俺の目を引いたのは、その上に書かれていた線や文字。これは……俺もゲームとかでよく見た、『魔方陣』ってやつじゃないか！

　そこでやっと今の状況について、ひとつの可能性が思いついたが、焦らずさらに周りを見回してみることにする。

　すると、すぐ近くにやけに荘厳な建物がある。そしてそれが『城』であるというのは、誰に教えられるまでもなく想像がついた。ここは、城壁の一角なのかもしれない。

　そして周りを取り囲んでいる人間をよく見てみると、お城にいるというのがぴったりな、鎧をまとった騎士や、なんかローブっぽいのを纏った爺さんが大半だった。

　その後ろには、ドレスやメイド服をまとった女性も何人かは混じっている

　さて、夢にしてはどうも感覚が強すぎるようだ。お約束のほっぺたつねりをやってみても、リアルな痛みしか感じない。

　夢ではないとなると、なんかのテレビ的な演出という線もないわけじゃないが、俺は芸能人でもない平凡な一市民だし、こんなとてつもなく金がかかってそうな壮大なドッキリを仕掛けられる覚えもない。

　と、なるとつまり！　これは！　あのっ！

　ラノベとかでよく見て、主人公が巻き込まれるあの展開なのか!?　俺の期待が盛り上がったそのときだった。

「鎮まりなさい！」

　すると、その場所でひときわ大きな、しかし可愛らしい声が響く。

　後ろにいた女性たちの中から、ひとりの少女が、こちらのほうに歩み寄ってきた。

　しかもただの女の子じゃないようだ。

　周りと比べても服装が一段と豪華だった。それに一声で騎士たちを黙らせたことからすると……。

「…………」

　その女の子は俺の前で立ち止まったかと思うと、こちらを見下すような感じで視線を向けてくる。どうにも威圧的だ。これはけっこうな権力者で、普段から男に対しても、このような態度なのだろうと想像できる。

　なんというか、まだ座っている俺から見ると、仁王立ちをしているような感じでさえあった。

　だけど男っぽいとか女王様的なそれじゃなくて、子どもがえっへん！　とやっている感じなのだ。この腰まで伸びる長髪の女の子から、どことなく幼げな感じを受けるせいなのかもしれない。

　だけどその少女らしさとは相反するように、胸にそびえる二つの大きなものが、下から見るとより存在感をアピールしている。

「……ちょっと」

「えっ、な、何？」

　視線が完全におっぱいに行っていたところで、いきなり声をかけられ、ドキッとしてしまう。

「あなた、異世界から来たのよね」

「えっ……」

　ここで目の前の女の子から出てきた、『異世界』という言葉！

　さっき聞こえてきた『召還』とか『勇者』という言葉。そして今の『異世界』。そして周りの状況。それを総合的に考えて導き出される答えは、やはりひとつ！

　そう、俺はきっと異世界に召還されたんだ！　それも勇者として！

「答えなさい。どうなの？　あなたはここに、召還されてきたのよね？」

「あ、はい、そうです。そうみたいです」

「聞いたか皆！　我は異世界からの召還に成功したぞ！」

　わあああああっ！

　周りを取り囲んでいる人たちから歓声があがる。

　そうだ、やっぱり俺はこの世界に勇者として召喚されたんだ！　そして、こんなに歓迎を受けている！

　ちょっとした特技こそあるものの、それで何か出来るってわけでもなく、平凡な一市民として過ごしていた俺だ。今後の人生にも明るい展望なんて、とくにはなかった。

　だけど、異世界に勇者として召還されたからには、そりゃもう、あらゆる敵に対して無双しまくってしまうのだろう。

　英雄と崇められ、そして地位、名誉、財産、さらには女も好きなだけ手に入れられる未来が約束されているではないか！　ちょっとくらいの努力はまあ、してもいい。

　元の世界に帰れるかどうかなんて、もうどうでもよかった。そんな夢みたいな状況なら、この世界にずっと居続けることを拒む道理なんてない。むしろ、はやくヒロインに会いたいぞ。もしかして、この子が……。なんてさえ、思う。

　そう、ここまでの思考は、ものすごい喜びと希望に溢れていたんだ。

　ここまではよかったんだよ……。

「しかし姫、この者が本当の勇者かは、まだわかりませぬぞ」

「えっ？」

　歓声の中、そんなオッサンの声がしたかと思うと、場は静まりかえってゆく。

　逆にすこしずつ、妙にざわざわとした騒ぎが広がった。

　……なんだか、イヤな予感が微妙にするんだけど。

「そうですな、姫が本当に勇者となるものを召還されたのか、どのような能力を持っているのか、試してみる必要がありますな」

　えっ、能力って？

「……たしかにそうね」

　すると、俺の目の前に立っていた少女は、再び俺を見下ろしてくるけど、なんだか視線がさっきよりもさらに厳しくなっている。

「おい、お前、名前は？」

「えっ、俺？」

「そうだ、名前は？」

「え、えっと……伊達太一」

「そうか。私の名前はルナ。ルナ＝テリーヌ。テリーヌ王家の血族のものよ」

　ああ、やっぱり、ほんとうにお姫様だったんだ。

　ただ、なんというか……その顔つきというか雰囲気が俺の想像するお姫様のイメージに合ってないというか。

　……もしかして俺、なんか嫌われてる？　失礼なことしたか？

　そう思い、慌てて立ち上がって背筋を伸ばす。

「…………」

　しかし、ルナという姫様の表情は変わらない。

「あ、えっと……」

「とりあえず、あなたが『勇者』だという何らかの証拠を見せてよ」

「えっ？　しょ、証拠って言ったってそんな」

　もちろん、俺のほうから証明なんて、出来るはずもなかった。







　……と、こんな感じであのルナとかいうお姫様に、いきなり無茶振りされたんだったよなあ。でも、当然俺にしてみれば、そんなこと言われてもどうすればいいのか分からない、となるに決まっているじゃないか。

　もしかしてこの世界に召還されたことで、俺も知らない間にチート的なものが身についているのかもしれないとは、少し思った。

　それでいろいろなことをしてみたけど、結果としてすべてダメだった。

　あのアニメのようなことも、あの小説のようなこともなく、あのゲームの主人公とだって、まったく俺との共通点は見いだせなかったのだ。

　この世界の剣を手渡されたけど、剣技や必殺技どころか、重くて振ることもかなわなかった。ましてや魔法を使ってみようと思っても、そもそもどうやればいいのか分からない。

　適当に呪文っぽいことを唱えてはみたものの、当然のように、恥ずかしいかけ声だけ観衆たちの間に響き渡っただけだ。

　で、そんなことをしていると、ルナをはじめとして、周りの人間の表情が厳しくなってくるのがわかる。

　次第に妙な雰囲気になってきているのはわかるのだけど、かといって俺にはどうしようもないことだ。せめて一度は、チートな見本を誰かに見せてほしい。

　そして日が暮れかけてきた頃には、とうとう周りにいる人間たちは諦めきっていた。

「おい、あいつ勇者でもなんでもないんじゃないか？」

「魔法も仕えないし、剣技も出来ない。ただの役立たずじゃないのか？」

「私は怪しいと思ったのだ。そもそもこんな簡単に勇者が呼び出せるはずなどないというのに……」

　なんか勝手なことをほざいているようだったけど、明らかに俺の立場が悪くなっているのだけは雰囲気でわかる。

　俺はふんっ！　はあっ！　と、どうにかして不思議な力なり何なりを出そうと思うけど、結局はどうしようもなかった。

「……もういい」

「えっ？」

　ちょうど日が沈もうとするそのとき、ひとりの女騎士らしき女性がこっちに向かって歩み寄ってくる。

　その衣装はやけに露出が高く、防御力はむしろマイナスなんじゃないかと、関係ないことを考えてしまう。とくに胸元だ。ものすっごくでっかいおっぱいなのに、それを覆う布面積がまるで足りていないのだ。

　この鎧を作ったやつとは、一度真剣に語り合う必要があるだろう。良い意味で。

　まあでも、一般的な日本人オタクだった俺のイメージからすると、無骨な鎧を着込んでいるおっさんたちよりは、よほど『騎士』という単語のイメージに合ってもいる。

　凛々しく、そしてなにより、ものすごい美人だ。

　もしかしてこの世界でもオークとかがいて、こんな女騎士を捕まえていろいろしちゃったりするのだろうか。そんでもって囲まれて『くっ、殺せ！』とか言っちゃったりするとか。

　胸を揺らしつつ近づいてきたその女騎士は、俺の妄想に満ちた目をじっと見つめてくるが、それはこっちの身体が冷えてきそうなくらいクールなものだった。

「お前……何者だ？」

　その言葉もクールだったので、明らかに敵意が混じっているのが分かり、でかいおっぱいの色気に向いていた意識はまた危機感へと戻される。

「えっ、俺？　いや、俺は伊達太一っていう名前の……」

　説明になっていないのはわかっているけど、それ以外に言いようがない。

「……もういい、連れてゆけ」

「えっ……わっ！」

　するといきなり屈強な男に両腕をつかまれ、俺は文字どおり連行されてしまった。







　そして、俺が連れてこられたのは、勇者様を迎える豪奢な客室ではなく、どう見てもこの牢屋にしか見えない部屋だった、というわけだ。

　さすがに異文化という言葉では説明がつかないだろう。牢屋だな、確実に。

「はあ～……」

　なんでこんなことになっちゃってるんだ？

　頼んでもいないのに、いきなり呼び出された上、この扱いか？

　異世界召還でちょっとテンション上がったのは確かだ。でも少なくとも、こんなふうに閉じ込めるために呼ばれたわけではないだろうに！

「はあ～……俺、これからどうなるんだろう……」

　逃げだそうにも、こんな頑丈なところから抜け出せそうにないしなあ……。

　それでも何かないかと、ポケットの中を探ってみる。

　あったのは、いつも携帯しているスマホに財布、そしてハンカチとペンライトだった。

　ちなみに、バックライトを点灯すれば簡易照明にさえなるスマホがあるこのご時勢に、ペンライトなんかを俺が持ち歩いているのには、ちょっとワケがある。

「はっ！　リゼット様っ！」

　そのとき、いきなり鉄格子の向こうから声が聞こえる。

　たしか牢屋番みたいなのがいたけど、そいつの声だよな。

「邪魔をする」

　そして、そこから現われたのは、なんとさっきの女騎士だ。

「たしか……タイチとか言ったな」

「ああ」

「私の名はリゼット＝アルファンという。このテリーヌ王国において、親衛隊長を務めている」

　親衛隊長ってことは、騎士としてもそれなりの地位ってことか。

「少しいいか？」

「いや、全然よくないんだけど」

　元はといえば、このリゼットという女が俺をこんなところに閉じ込めたわけで、それでいいかと言われても憮然とそう答えるのが普通だろう。

「それはそうだろうな」

　そう言いながらも、女騎士はクールな顔を崩すことはない。

「いや、わかってるなら、早く家に帰して欲しいんだけど」

「それは出来ない」

「なんで!?」

「召還した者を還すための方法は、召還者しか知らぬ。いや、召還者でさえ知らない可能性がある」

「じゃあ、とにかくその召還した人に直接聞いてよ！」

「それは出来ぬ」

「なんでだよ！」

「お前を召還したのは、姫様だからだ」

「ん？　姫様ってもしかしてさっきの、ええと……ルナ、っていう」

「そうだ。呼び捨てにした無礼はこの際見逃してやる」

　この口ぶりからすると、リゼットはあの姫様の親衛隊だってことか。

　いや、それはこの際どうでもいい。

「いや、姫様だろうが何だろうが、勝手に呼び出してこんなところに閉じ込めておいて、帰してもくれないとか、それはないだろう？　どうして出来ないのさ！」

「この国なりの複雑な事情があるのだ。お前が召還されたのも、そしてお前の今の境遇もな」

「えっ？　それはどういう……」

「…………」

　しかし、リゼットは、またクールな表情のまま黙り込んでいる。

「数日中に私の責任において決めるが、覚悟はしておけ」

「えっ、覚悟って？」

「文字どおりだ。そしてそのことはすべて私の責任で行う。それを告げるために今、ここにやって来た」

　リゼットの表情は変わらない。だけど、その冷たい表情、そして『覚悟しろ』という言葉は、とてつもなく嫌な予感を湧かせるのに十分だった。

「そ、それってもしかして、俺のこと……なんか……」

「安心しろ。痛みも苦しみも与えずにあの世に送る。もしお前の信じている教えによる葬送方法の希望があれば、出来るだけ沿うことにする」

「って、ちょ、ちょ、ちょっと待て！　そ、それってもしかして、俺に死ねってことじゃないか!?」

「……覚悟はしておけ」

「冗談じゃない！　なんでいきなりこんな異世界に呼ばれて、そのまま殺されなくちゃいけないんだっての！」

「不条理なのはわかっている。だがこの国の為だ。私のことはいくらでも恨め。私も死ぬまでその責を背負おう」

「そんな責任なんて持たなくていいから、俺を帰すか、せめてここから出して逃してくれって！」

「どちらも出来ない。すまぬが」

　そして頭を下げると、そのまま牢屋から遠ざかって行ってしまう。

「待てって！　待ってよ、ちょっとっ！　おーいっ！」

　しかし俺がいくら叫んでも振り返ることはなく、リゼットはそのまま行ってしまった。

　しかしこれはまずいぞ。あの女騎士が言うことが本当なら、俺、数日後には処刑されちゃうってことじゃないか！

　冗談じゃない！　元の世界に帰るのは先送りにしても、とにかくこの牢屋から抜け出さないと！

　……でも、どうやって？

　改めて周りを見渡してみるけど、三方及び天井は頑丈な石の作りで、俺が殴ってもびくともしなさそうだ。

　そして残りの一方向は、これまた頑丈そうな鉄の格子が張り巡らされている。

　しかし、俺には壁を壊すハンマーも無く、鉄を切る糸鋸いとのこぎりも持っていない。

　あるのはさっきポケットから出した、スマホ、財布、そしてハンカチ、さらに糸とペンライトくらいだ。

　とはいっても、スマホで助けを呼ぶわけにはいかないのは、百も承知だ。

「……ん？　でもこれ……」

　そこで、俺の目に留まったのはペンライト。

「……これ、ここでも使えるか？」

　そうだ。ペンライトを持っていたのにはワケがある。

　俺は昔からひとつ、特技を持っていた。それは、『催眠術』。

　よくテレビとかでやっているような、被験者に命じたことをそのまま実行させてしまうようなアレだ。

　ただ、これで人の心を自由に操って、もう好き放題に出来る！　……というわけには残念ながらいかない。

　というのは、催眠術というのは魔法じゃないからだ。そんな都合が良ければ、元の世界で使いまくっている。

　催眠術というのはあくまで人間の思考に対して割り込みを行って、その行為が今すべきこととして正しい、と意識に植え付けることだ。強引に命じて、魔法のように従わせるのとは違う。

　それでも、じゃあもっと軽くなら出来るのかということだが、それは大して難しくない。というのは、たとえ他人に指令されたことであっても、自分にとってそれが正しいんだと思うことは、普通の生活でもよくあることだからだ。

　仕事なんかは、たいがいそうだろう。

　もっと言えば、歴史を振り返ってみても『洗脳』『プロパガンダ』、それに『マインドコントロール』という、人の心を操作する行為は、けっこう行なわれていた。

　実際に国家丸ごとが、一定の思想の方向を見てしまうことさえ可能なのだ。

　つまり、人の思考に対して干渉するということ自体は、現実に不可能ではない。

　ただ、それには大がかりな仕込みや、特殊な状況が必要だけど、それをもっとコンパクトにしたのが俺なりの催眠術というわけだ。

　催眠術というのは、その危険性から、技術としてはあまり明らかにされていない。

　だから、他人がどういう方法を使って、どのくらいの効果を出せるのかは俺にも分からない。しかし俺は、催眠に上手くかかった人間ならば、ある程度の操作が出来る。

　とはいえ日常生活では、途中で醒めたときのリスクが大きかったし、そんな大それたことは、ほとんどしてこなかった。練習と実験程度を、家族友人に頼んだとかが関の山だ。

　今までを思い返しても、飲み会など気持ちの緩む場所でのウケ狙いや隠し芸、そしてそれを応用してお勘定を押しつけたり、ちょっと女の子の胸を揉んだりしたくらいだったと思う。

　ただ、命がかかっている今、もう手段は問えないのだ。上手くいくかどうかは分からないけど、これしか方法も残されていない。

　失敗でこれ以上立場が悪くなることはないのだし、さっそく実行してみることにする。

「門番さん、門番さん」

　俺は鉄格子に手をかけ、ちょっと離れたところにいる門番を呼ぶ。

「なんだ、うるさいぞ！」

　すると、若い女兵士の門番が、ちょっと怒った顔でこちらにやってきた。

　こんな所まで女性が警備するのかとも思うが、今は都合が良い。

「あ、あの……こ、これが……」

「ん？　なんだ？」

　すると、俺が何を指しているのかと思い、門番がこちらを凝視してくる。

　今だ！

　ビカッ!!

「きゃっ！」

　俺が手に持ったのは、いつも催眠術用に使っているペンライトだ。激しく点滅するそれを目に向けると、門番は意外に可愛い声と共にびくっと震えた。

　よし、とりあえず出だしは成功だ。ただ、これからが重要なのだ。

「はい大丈夫、落ち着いて、俺の言うことを聞いていれば大丈夫。落ち着いて……俺の言うことを……聞いて大丈夫」

　動揺が醒めないうちに、手振りを交えながらそう語りかける。ちなみにしゃべり方にもちょっと、いやかなりコツがいる。

「あ……」

　すると女門番は、俺の抵抗に激昂するでもなく、立ちすくんでぼーっとした感じになる。

　よし、いい反応だ。

「はい、いいね、じゃあ俺の言うことを聞いて、そうすれば安心だから」

「あ……はい……」

　よし、たぶん上手くいった

　催眠術というのは、非日常のアクションを起こして心に隙間を作り、そこに仕掛けるのだ。俺の命令を聞くのは良いことだ、あたりまえなんだという指令を埋め込んでいく。

　言うことを無理矢理きかせるのではなく、『命令されていることが、自分の思考で行われる、正しい行為なんだ』と脳内に錯覚させる、それが俺の催眠術だった。

　他のヤツの催眠術がどんなものなのかは、ほとんど知らない。

　俺が自分でいろいろ試して、やっと生み出したオリジナル理論と方法なのだけど。

　でもまだ安心は出来ない。どのくらいかかっているか、慎重に見極めないと。なんせここは異世界なのだ。

「とりあえず、こっちに来てくれないか。鍵を開けて、入ってきてよ」

「はい……」

　カチャ、カチャ……。

　すると俺の命令したとおり、鍵を開けて牢屋の中に入ってくる。

　よし、かなりいい感じでかかっているな。

　正直、催眠術というのは、かかる人とかからない人の差が激しく、素養がない場合は何をやっても無理なのだ。とくに催眠術のことを知っている人間には、心理的に隙を作れないせいか、今までの経験上絶対に不可能だった。

　ただ、徹底的にかかった場合は、相当な効果がある。幸いこの女門番も、そのタイプだったようだ。

　とりあえず、どれだけ深い催眠状態なのか試すために、おっぱいに手を当てて、そこを揉んでみる。

「んんっ、はっ、あっ、んんっ……」

　喘ぎは出るけど、醒める気配はない。これは今までの中でもかなり深くかかっているな。

「じゃあ、牢屋の鍵をこっちに」

「はい……」

　そう命令すると、躊躇することなく鍵の束をこちらに手渡してくる。

　よし、これでこのまま抜け出せる！

　……でも待てよ。このまま牢屋から抜け出したところで、ほかの見張りもいるだろうし、無事に逃げられるのか？

　いや、たとえ城外に出たとしても、何も持たずにじゃだめだ。この何も知らない世界では、のたれ死にが目に見えている。地理すらまったく把握していない。城外に潜伏できるような街がなければ、捜索されてすぐアウトだ。

「う～ん……」

　俺はしばし考え、すぐに逃げるのはやめることにした。

　門番のこいつには催眠術がこれだけ効いているのだから、もうちょっと準備をして、計画を練ってからのほうがいいと思ったからだ。

　手渡された鍵には、さっきここを開けたのと同じ鍵がある。おそらくはスペアキーなのだろうが、それを抜き取っておく。

　あとはこいつを使って逃走の準備をさせればいい。もし何かまずくなったら、このスペアキーで逃げ出せばいいだけだ。

　さて、そう決まれば一度計画を練り直すか。

　俺は顔を門番の耳元に近づけて、ささやきかける。

「いいか……手を三回打つ音が聞こえたら、お前はいつものとおりに戻る。しかし、今聞いている声を……お前が俺の声を聞いたあとからは、手を三回打つ音が聞こえるたびに、お前は俺の言葉こそが至上の命令なんだと感じる、上司の命令よりも優先される、それを繰り返す……いいね？」

「……はい……」

「よし、じゃあ鍵を持って一度、牢屋の鍵を閉めて元の持ち場に戻れ」

「はい……」

　そのまま俺の命令を聞いて、牢を出てから鍵をかけると、しっかり元の位置に戻った。

　パンパンパンッ！

「えっ、あっ……」

　そして俺が手を三回打つと、はっとした表情になり辺りを見回すが、すぐに直立不動の姿勢になる。

　よし、どうやら通常の意識に戻ったようだな。じゃあ、さっそく試してみるか。

「門番さん、門番さん」

　俺は鉄格子に手をかけ、また門番を呼ぶ。

「うるさい！　なんだまた！」

「ここから、出してもらえませんか？」

「ふざけるな！　そんなことが出来るはずがないだろ！」

　そこで、パンパンパンっと手を三回打つ。

「えっ、あっ……」

「ここから出してくれ」

「はい……」

　するとまた緩慢な動きながらも、カチャカチャと牢屋の鍵を開けてくれる。

　よし、これ以上ないくらいに、うまくかかってくれているようだ。

　さて、あまりのんびりしてはいられないから、うまく逃げ出す計画を練らないとな。







「はあ……」

　私──ルナはここ数日、気分が最悪だった。

「まさか、召還したのが役立たずだったなんて……」

　ここ最近、王家、そして私の立場が悪くなっているのはわかっている。

　だからこそ、ここで異世界から勇者なり有用な力を持つ者を召還して、この国の役に立たせるはずだったのに……。

　今でも思い出す。数日前、あの男を召還したものの、役立たずだったことが判明したときの、お父様やお母様の失望の顔、そして貴族たちが陰で嘲笑していた声が忘れられない。

「……いや、ダメ。こんなことであきらめちゃ！」

　国家経済の停滞や、貴族権力の腐敗が起きたこの国を立て直すためには、私が国王であるお父様に認められて、発言力を得なくちゃいけない。たかが一度や二度の失敗であきらめるものですか！

　二回目の召還には、魔力補充や召還儀式に必要な触媒の準備があるから、まだ時間がかかるけど、さっそく始めないと。今度こそ、使える勇者様を……。

　コンコン！

　そう考えていると、ドアをノックする音が聞こえてきた。

「リゼットです。今宜しいでしょうか」

「あ、うん、入って」

　私がそう言うと、リゼットが部屋に入り、一礼をする。

　リゼットは私の親衛隊長でもあるし、小さな頃からいっしょにいた友人、いや、姉のような女性でもある。この城で、私が心から信頼している数少ない人間だった。

「どうしたの？」

「とりあえず、お茶にしましょう。いい茶葉を持ってきましたので、すぐ淹れます」

「うんっ」

　きっとリゼットは私が落ち込んでいるのを察して、こうして来てくれたのだろう。そして下手な言葉で慰めるより、こうして落ち着くように接してくれる。

　そう、私にはこうして想ってくれる味方がいる。なら、これくらいのことで落ち込まずに頑張らないと！

「どうぞ」

　私は椅子に座ると、リゼットからお茶の入ったカップを受け取り、それをひとくち飲み、その香りを味わう。

「いいお茶ね、おいしいわ」

「ありがとうございます」

「そう、リゼット、私また召還をすることにしたわ。一度くらいの失敗であきらめたりなんてしないわよ！」

「そうですか、それでこそルナ様です」

　リゼットはクールな表情をあまり変えないけど、きっと微笑んでくれているだろうことはわかっている。

「じゃあ、明日からさっそく準備しないと」

「はい。それなのですが、まず、あのとき呼び出した男の処遇です」

「あっ」

　そういえばリゼットに任せていたけど、あの失敗で呼び出した男はどうなっているのだろうか。

「あいつは今、どうしているの？」

「はい、牢におります。そして今日は、そのことのご相談に参ったのです」

「えっ？　相談って？」

「あの男については、召還の邪魔をした他国の間者ということにして処分するほうが、国王陛下や周辺の貴族たちに対しての、いちばん良い説明となることと思います」

「でも、それは噓じゃ……」

「大いなる目的のためには方便も必要です」

「でも、間者ってことは……」

「ですから、その処分についてはこちらにお任せ頂ければと思います」

　リゼットが何をしようとしているのか、それは少し考えればすぐにわかることだった。つまりはあの男を罪人として処分しようというのだろう。

「で、でも、それは……仮にも私の失敗で呼び出したのだし……」

　あの男に別に思い入れはまったくない。だけどこっちが勝手に召還した、何の罪もない人間を都合だけで処分するのは抵抗がある。

「国家のためには、思い切らなければいけないこともあります。どうぞ、すべてを私にお任せください」

「え……う、うん……」

　まだ抵抗はあるけど、リゼットの勢いと今の私の立場を考えると、頷かざるを得なかった。

「姫様は、次の召還のことだけをお考えください」

「う、うん……」

　……そう、私はもう次は失敗出来ないんだ。

「次の儀式の日はいつ頃になさいますか？」

「あ、うん、たぶん十日後くらいになると思う」

「では、その前の日までに然るべき処置を致します。では」

　するとリゼットはすっと立ち上がり、一礼をするとそのまま部屋から出ていってしまった。もう、止めることは出来そうもない。

「…………」

　そしてまたひとりになった部屋の中、あの召還失敗した男のことが思い浮かぶ

　リゼットの勢いに押されてしまった形になるけど、やはりあの男を処分することに抵抗がないわけじゃない。

「……ううん、リゼットがあれだけしてくれているのだし、私も覚悟を決めないといけないわよね」

　この国の将来のためにも、そしてついてきてくれるリゼットのためにも。







「ふう、だいぶ仕掛けたな」

　俺が牢屋に閉じ込められてから、一週間くらい経つだろうか。

　当然、俺はこの牢屋でじっとしていたわけじゃない。

　ここ数日、俺は交代の門番にも催眠術をかけつつ、たびたび牢屋から抜け出していた。そして催眠中の指令で持ってきてもらった変装用ローブを着つつ、城の中をこっそりと歩き回っていたのだ。

　で、何をしていたのかというと、この城の兵士、従者、メイドなど、接触するあらゆる人間に催眠術をかけまくっていたのだ。

　途中まではローブを着て、さもこの城にいる魔術師のような感じで接し、慎重に催眠術をかけていった。おかげで最近では、変装をしなくても大丈夫なくらいになっている。

　というのは、この世界での催眠術の成功率が百パーセントだったからだ。

　本来催眠術は人により成否が分かれるので、かかる人を見つけつつ逃げる手助けもさせるつもりだったけど、もう完全にかかりまくり。これには正直、俺も驚いたくらいだ。

　まあおそらくこの世界の人間は、元の世界にいた人と微妙に違っていて、総じて催眠術がかかりやすいタイプなのだろう。都合なり運なりがよすぎとも思うけど、もともとこっちの世界に飛ばされてきて、チート能力が何もないこと自体が不運なのだから、これぐらいの幸運はあってもいいだろう。

　……ん？　ひょっとしてこの催眠術がよく効くってこと自体が、チート能力なのかも？　それはつまり、人心を操作する魔法能力的なヤツとして。

　まあそれはどうでもいいや。結果さえよければ、それがチートであろうとなかろうと。

「はっ！　リゼット様っ！」

　そのとき、いきなり鉄格子の向こうから声が聞こえる。

「あっ！」

　そして姿を現したのは、あのリゼットとかいう女騎士だった。

「今日はお前に伝えることがあって来た」

「何？　やっとここから出してくれるってわけ？」

「いいや、お前の処遇が決まった。明後日、お前は処刑される」

「ぐっ……勝手に呼び出して処刑か、勝手なものだな」

「わかっている。私のことはいくらでも恨め。それまでに何か希望があれば可能な限りは聞いてやる」

「いいや。どうせ逃してって言っても、聞いてくれないだろうし」

「そうか。あるなら早いうちに門番に告げてくれ」

　そしてリゼットは牢屋から立ち去っていった。

「まったく……マジで処刑かよ」

　ただ、殺されると聞かされても恐怖はなかった。何故ならもう俺はいつでも逃げられる体勢にはなっているからだ。

　ただ、安全が確保されると、不条理な今の状況に腹の立つ余裕も出てきている。

　とりあえず逃げる前に何か仕返しの一つでもしてからじゃないと、この腹の虫は治まりそうにない。

　なんか逃げる前にいい感じで復讐してやりたいが、その方法は何があるか……。

「う～ん……」

　そこで思いつくのは当然催眠術。これだけこっちの世界の人間によくかかるのだったら、使わない手はない。

　そうなると、誰にどうやって復讐するのがいいか、思考を巡らせてみる。

「う～ん……とりあえずあの姫と女騎士か……」

　さすがに俺を勝手に呼び出しておいて、役立たずとして処刑しようとしている元凶をどうにかしないと気が済まない。

「そうなるとふたりに術を……ん？　待てよ」

　ふと、頭に思い浮かんだことをよく考えてみる。

「……ひょっとして俺、逃げる必要なんてないんじゃないか？」

　いや、むしろ逃げないことで手に入れるもののほうが、はるかに大きいかも？







　その次の日の夜、俺は計画したことを実行に移すことにした。

　今、俺は門番を催眠術で操作して牢屋を抜け出し、そして城の廊下を歩いている。

　実は昨日も牢屋を抜け出し、メイド、それにメイド長、あと護衛の兵士に対して催眠術をかけ、一つの命令を出しておいた。

　それは『俺の存在を気にしてはいけない』というもの。そしてもうひとつは『ルナ姫の部屋に対して、絶対に注意を向けてはいけない』というもの。

　結果として、俺は催眠術にかかったまま突っ立っている衛兵の前を平然と通り過ぎ、これも前に催眠術で聞き出した、ルナという姫の部屋に向かっている。

　ドアの前にたどり着くとすぐに周りを確認するが、廊下側に人の気配はまったくない。

「じゃ、オジャマしますか」

　鍵がかかっていない部屋のドアを開けて、ゆっくりと中に入ってゆく。

　そして部屋の片隅に、天蓋付きのやけに豪華なベッドがあるのを見つけた。

「さて、と」

　俺はそのままベッドに近づく。

「す……う……」

　するとそこには可愛い顔で寝息を立てている、例の姫様がいた。

　俺の記憶にはキツい表情が残っていたけど、こうしてみるとかなり可愛らしく、まさしく姫って顔をしているなあ。

　ま、どっちにしてもやることは同じだけど。

　俺はそのままベッドに乗っかり、そして軽く姫のほっぺたを叩く。

「お～い、起きて起きて」

「あ……ん……えっ……」

　まず、催眠術のトリガーにするために、手をパンパンパンと三回叩く。

「えっ、ひゃっ!?」

「はい、大丈夫大丈夫。これから俺の言うことをよく聞けば安心」

　目が醒め、驚きの表情を見せるか見せないかというあたりで、俺はなだめるようにしつつ、ささやきかけ続ける。

　起き抜けというのは意識が混濁しているから、ペンライトを使って隙を作らなくても心に入り込むことができる。すなわち、催眠術をかけるのには適している。

「ふぁっ……あっ……」

　そしてしばらくささやきかけ続けると、一度開いた目がとろんとしてきた。

　よし、とりあえずうまくいったかな。

「はい、じゃあ名前は？」

「……ルナ……」

「よしよし、じゃあ俺はわかる？」

「はい……異世界から私が召還した男……」

　そのことはさすがに覚えていたようだ。

「名前は？」

「え、ええと……」

　俺の名前なんて忘れていたか。まあそうだと思った。

「俺の名前は伊達太一。名前を呼んでみて」

「はい……タイチ……」

　よし、いい感じだ。

「じゃ、とりあえず身を起こして」

　俺がベッドに座り直すと、ルナもまた起き上がる。

「とりあえず、なんで召還なんてことをしたのか、そして何で俺が呼び出されたのか、教えてもらおうか？　俺は異世界から来たから、まずそのあたりがよくわからないから、なるべく懇切丁寧にな」

「うん……この世界では、かつて大陸を制覇した帝国があったの……」

　すると、いきなり世界とか壮大な言葉がルナの口から放たれる。まあ俺がわかりやすく説明しろと言ったからこそ、わざわざそこから話しているのだろう。しばらく聞いてみることにする。

「その王国は数百年は安泰だったけど、そのうち戦争が起こり、分裂し、数十の王国にと分裂した……」

「それで？」

「はい……その中においてこのテリーヌ王国は、元の帝国からもっとの正当な血筋にあたり、その時代からの秘伝が残されていたの。そしてその秘伝の最もなるものが、召喚術だったの……」

「俺を呼び出したのがその召喚術か？」

「はい……しかし長年その召喚術は行われていなかった……でも今、それを復活させて、行う必要があった……」

「どうして？」

「……この国は、今では周りの王国に押されて弱体化が進んでいる……それは貴族たちによる権力腐敗が進み、政治が停滞し、そのために国力が低下しているのが大きく……このまま権威を低下させれば、それを口実に他国が攻め込んでくる可能性もあったから……」

　どうやら、いろいろ複雑なお家事情もあるらしいな。

「力を持った勇者や魔道士などの召還に成功すれば、衰退したこの国の国力を復活させ、且つ古の帝国の血筋を周辺の王国に示すことが出来る……召喚を成功出来るのは、その血筋に生まれた者だけだから……」

「ということは、召還していたルナが、その血筋というわけか」

「ええ……」

　そこでやっと、ある程度は俺の中でも推測が出来た。

「わかった。だけど召還したのは勇者でも魔道士でもなんでもない、俺だった。だから失敗を隠蔽するためその存在を消そうとした、といったところか？」

「はい……」

「ふう……勝手に呼び出して殺そうとかだいぶ勝手な理屈だな。悪いって思わなかったのか？」

「悪いとは思った……だけど、この国の為にそう決心するしかなかったから……」

　催眠術で聞き出している以上噓ではないだろう。ということは俺を処分することに何の躊躇もなかったというわけではないのか。

　でも、国の為と言われても、当事者の俺としては迷惑極まりない。この催眠術がなかったらいったいどうなっていたことか。

　というわけで、それ相応の仕返しは受けてもらう必要はあるだろう。

「でも、悪いと思っていたらそれを償うつもりはあるよね？　もちろん」

「え……あ……」

「そう、お前は無実の男を殺そうとした、そのことはとっても道理に合わないことだ。わかる？」

「……ええ……わかる……」

「なら、それを償っていいよね？　何をされてもいい気分になっているよね？　なっているよね？」

　姫の潜在意識に『自分が悪いのだから何をされてもいい』と植え付けるために、何度もささやきかける。

「……はい……何をされてもいい……」

「よし、じゃあまず、服を脱いで」

「はい……」

　そして俺が離れると、ベッドの上で着替えのように当たり前に、服を脱ぎ始める。

　今のルナは催眠術で、通常なら『誰かいる→恥ずかしい』と当たり前に導き出される思考が麻痺していて、俺の植え付けた『俺の命令に従って脱ぐ』という行為が当然という気持ちが支配しているのだ。

「下着もだ。全部脱げ」

「はい……」

　俺の命令どおり下着も脱ぎ捨てて、ほとんど全裸の状態になる。

　そして俺は素の状態になったルナの身体を改めて上から下まで見回す。

　最初に会ったときのキツいイメージは状況が状況であったからで、こうやって見るとなかなか可愛いな。それに一国の姫だけあって肌も美しい。

　しかし、とくに目立つのはボディラインのよさ。胸はしっかり出ているし、胴体は引き締まっていて理想の形といえる。

　そして何よりおっぱいは、大きさももちろんだけど、形も乳首の大きさも完璧だ。

　うん、そりゃあもう男として急速に勃起するのは当然だ。

「あ……」

　少しだけ顔が赤くなったところを見ると、催眠術のかかりがまだ甘く、本能からの羞恥心を消し去れていないようだ。まあ今は問題ないだろう。

　よし、じゃあさっそく……。

「んんっ、ふぁっ、はっあっ、んんっ……」

　俺がおっぱいに手を持って行き揉むと、ふわっと吸い付くような心地よさが指に伝わってくる。

「んんっ……はっ、あっ……んっ、、んふっ……」

　催眠術中でも、俺が揉むと吐息が荒くなってきて、顔も赤くなってくる。

　むしろ、理性で留めていない分、こういった反応はストレートに出される。

「んっ、ひゃっ、あ、はああっ……あんっ！」

「どうだ、気持ちいいか？」

「よく……わかりません……けど、悪く、ありません……」

「そういえばお前、処女か？　セックスとかそれに準ずる行為とかしたことないのか？」

「はい……経験をしたことはありません……」

　なるほど。道理で感じ方が少し拙いと思った。まあ姫だから当然と言えば当然かもしれないけど。

「じゃあオナニーは？　自慰はしたことあるのか？」

「少し……」

　どうやら性的な知識がまったくないというわけじゃなさそうだし、このまま進めても催眠術を破壊せずにどうにかなるか……？　いや、リスクがないというわけじゃないけど、さすがにもう据え膳を食わずにいられるほど、俺の理性は強くなかった。

「んんっ、ふぁっ、はっ……んっ、んふうっ！」

　胸を揉みつつ、もう一方の手を股間に侵入させてゆく。

　縦の筋になっているような部分にめり込ませると、指先をふんわりとした感じと心地よい温かさが包み込む。

「んふうっ！　んっ、はっ、あっ、あっ、ふぁああっ……ひゃうううっ！」

　軽く女性器にめり込んだ指をくにくにと動かすと、ルナは今までで一番大きな声を出して、身体をびくびくっと反応させる。

「ん？　ここ、こうやって擦ると気持ちいいか？」

　言いつつ、クリトリスと思われる部分を、何度も指で擦る。

「んんっ、ふぁあっ、あっ、はあっ……き、気持ち……いいっ……んっ、はああっ……じんじんしてっ……」

「オナニーよりも？」

「は、はいっ……こ、こんな心地いいの、はじめてっ……んっ、ふぁっ、あ、はああっ……」

「でもな、本当の気持ちよさはこんなもんじゃないぞ」

　そうささやくことも、実は催眠術への効果だ。

「ふぁっ、んっ……そ、それはっ……んふうっ……」

「本来の性器の用途どおり、ここで男性器を受け止めるのだ」

「えっ……あっ……んっ、はああああっ……」

「熱くて太いモノをここで受け止めて、いっぱい敏感なところを擦られて、性を刺激されるんだ。それはとっても気持ちがいいぞ」

「ああああっ……ふぁっ、あっ、んふぁああっ……」

　俺のささやきに呼応して、膣からはねっとりとした液が漏れ出してくる。

「ほら、ここも反応してる。これにぬるぬるっと滑らせて、いっぱい気持ちよくなろう。いいよな？」

「あっ……はい……」

「いいんだな？　セックスして。俺がお前の処女を頂いちゃっても」

「んっ……はい……処女をあげる……だから、いっぱい気持ちいいの、ここに……あっ、はああっ……」

「よし、ここで自分が同意した、ということを忘れるな。きちんと記憶に留めておくんだぞ」

　これでいい。さっそく本番に移るか。

「よし、じゃあうつぶせになれ。そしてその状態から腰を浮かせろ」

「はいっ……」

　すると俺の命令どおり、ベッドの上にうつぶせに寝っ転がると、そのぷりんっとした尻を持ち上げて俺のいる後ろ側に突き出す形になる。

　俺のほうもこんな魅力的な尻や淫らな性器を見せつけられて興奮してないはずはなかったので、ズボンを脱ぎ捨て、怒張したモノをそこに近づける。

「ふぁっ、はああっ……んんっ……」

　俺の肉棒で膣肉を擦られ、びくびくっと身体を反応させる。

　ま、はじめて相手では少し前戯が足りない気もするが、催眠術もあるし、それに何よりこの行為はこの姫へのおしおきも兼ねているのだから問題ない。

「よし、いくぞ。痛くないぞ、痛いと感じるのは快楽の刺激だ、いいね？」

「はいっ……はああっ……んんっ……」

　さらに暗示をかけると、大きな尻を掴み狙いを定め、ゆっくりと腰を前に押し出してゆく。

「んんっ、くふうっ……ふぁっ、くふうっ、はあああっ……」

　やっぱり処女だけあってキツいな。そのせいで痛いのか、ルナの喘ぎにも苦痛のそれが混じっている。

「大丈夫、お前が痛いと感じているものは強い刺激、それは快感だ」

「ふぁっ、ふぁいっ……んっ、はあっ、はあああああっ……」

　俺がそうつぶやくと、催眠術にかかっているルナの脳はそのまま受け取り、痛みの喘ぎは快楽の吐息に変わってくる。

　そのまま遠慮無く、処女膜を押し破りつつ、一番奥に挿入した。

「んひゃうううっ！　ふぁっ、あ、あんっ！」

「ふう……奥まで入ったぞ、わかるか？」

「んひゃああっ……ふぁいいっ……んんっ……」

「どうだ、気持ちいいだろ？」

「ふぁいっ……きもひいいっ……んっ、はあっ……」

「じゃあこのまま動くぞ。最後まで止まらずにな」

　そう宣言すると、さっそく腰を動かし始める。

「ふぁっ、んっ、くふっ、はああっ……んっ、ひゃっ、あっ、はあああっ……あはあんっ！」

　引き抜く肉棒には愛液に混じって破瓜の血がくっついていたが、かまわずにそのまま前後運動を行う。

「んんっ、ふぁっ、はあっ……んっ、はっ、あっ、はああっ……」

　だけど催眠術のせいで痛みの反応を見せることはなく、はじめてなのに心地よさそうに喘いでいる。
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　う～ん……今シているのは俺の快楽目的ではあるけど、同時に俺の命を奪おうとしたお仕置きの意味もあるから、感じられているだけでは面白みに欠けるなあ。

「おい、俺にしたことを本当に悪いと思っているのか？」

「んっ、ふぁっ……ふぁいっ……んっ、んふうっ……」

「じゃあケツにこうされても文句はないな」

　ぺしっ！　ぴしっ！

「ひゃうううっ！　んっ、ひゃんっ！」

　ぷりんとした尻にスパンキングをすると、肉がびくっと振動し、そして膣内もきゅっと肉棒を締めつけてくる。

「ほら、無実の男を殺そうとしたことを反省してるのか？　おい」

　さらに俺はぺしっ、ぺしっと連続してスパンキングする。

「んっ、ふぁっ、あっ、はああっ！　は、はいっ……反省して、るっ……んんっ！　きゃんっ！」

「じゃあ謝れ」

「ふぁっ、ふぁいっ……ご、ごめんなさいっ……はっ、あああああっ……あんっ、ひゃんっ！　んふうっ！」

　ぺべちべちべちっ！

「ふぁっ、んっ、ひゃううっ！　ごめんなさい、ごめんなさいっ……ふぁあっ、あ、あんっ！　気持ちいいっ！」

　だけど、今のルナの反応だと、どう見ても尻を叩かれることを悦んでいるようにしか見えない。まあ催眠術で苦痛も快楽と受け止めさせているのだから当然といえばそうなのだけど。

　そうだ！　ちょっと遊んでみるか。

　パン！　パン！　パン！

　俺は手を三回叩く。さてそうするとどうなるか……。

「えっ……あ……えっ……なっ……えっ……？」

　どうやら思ったとおり、催眠術が解けたようだな。

　だけど俺はかまわずに、そのまま前後運動を続ける。

「くふうっ！　い、痛いっ！　痛いいいっ！　なっ、なにこれっ……ふぁっ、んっ、くふうっ！」

「見てのとおりだ、俺とセックスをしてるんだよ」

「えっ、なっ……なんでっ、くっ、ふぁっ、ああああっ！」

　催眠術にかかっていないルナから見ればありえない状況なわけで、羞恥を感じる以前に混乱しているのだろう。

　だけど、お仕置きなのだからしっかりと痛みは認識させるべく、さらに激しく前後運動を行う。

「ひっ、くふうっ！　んひいいっ！　なっ、くふうっ、ひううっ！」

　さらに、ぺちんぺちんとスパンキングも同時に行って、尻を赤くする。

「んふぃいっ！　くふうっ！　はくっ！　い、痛い痛いやめてえっ！」

「おい、俺の顔に見覚えはあるよな？」

「えっ……あ、あなたはさっきのっ……くふうっ！　ひうううっ！」

「そうだ。そして俺を殺そうとしたお前に復讐中というわけだ。まあ二度目の説明になるけどな」

「な、なにそれっ……ひっ、くひいいっ！　んくううっ！　い、痛い痛い、痛いのやめてええっ！」

　頭の中で状況つかめないところで羞恥や痛みを与え続けられるのは、男性も人生も経験なさそうな姫にとっては恐怖だろうな。

「痛いのから逃れたいか。ならとりあえず謝れ」

「ご、ごめんなさいごめんなさいっ！　だからやめてええっ！　くっ、んふううっ！　ひうううっ！」

　ま、本当に反省しているってより、混乱のなかで痛みから逃れたくて叫んでるという感じだな。まあそれはしょうがない。

「やめてほしいか？」

「やめてやめてっ！　痛いのやめてっ！　なんでもするからああっ！」

「ん？　なんでもする、と言ったな。その言葉忘れるなよ」

　パン！　パン！　パン！

　そしてまた手を三回叩いて、催眠術のトリガーを引く。

「ふぇっ……あっ、はああっ……くふうっ……あっ……」

　するとまた催眠状態に戻っていっているのが、目がとろんとしてきていることですぐにわかる。

　一度かけた催眠術はすでに意識に埋め込まれているから、こうやって呼び戻すのも楽になっている。

「んっ、ふぁっ、んっ、くふうっ……はっ、あああっ……」

　そしてさっきと同じように激しく膣を前後に擦るけど、口から出るのは痛みの絶叫ではなく、催眠術を解く前のような心地よさそうな喘ぎだった。

「んふぁっ……はあっ……んっ、はっ、ああああっ……んんっ！　ひゃんっ！」

「どうだ、気持ちよくなったか？」

「ふぁっ、んっ、ひゃっ、き、きもちいいいっ……んっ、んふううっ！」

　さっきまで痛みで悲鳴を上げていたはずなのに、それがすべて気持ちよさに変わっている感じなのだろう。

「さっき俺の言うことを何でも聞くって言ったよな。痛いのじゃなくて気持ちいいのが欲しければ、今後も俺に従うな」

「はいっ！　し、従うっ……んっ、だ、だから痛いのダメっ……気持ちいいの、気持ちいいのにしてっ」

「よし」

　こうして自ら口に出させることで、よりその観念を自分に受け付ける。つまりは俺に従うようになるというわけだ。

「じゃあ。その証に膣内に出すからな」

「えっ、あっ……そ、それはっ……」

　たとえ催眠術にかかっていても、中出しのリスクについては頭に浮かんでいるらしい。

「気持ちいいぞ、中出しは。熱い精液を子宮で浴びるととてつもない快楽が身体を駆け巡るんだ。それとも痛いのに戻してほしいか？」

「い、痛いのダメっ……き、気持ちいいのっ……な、中でいいからっ！」

「よし、じゃあいくぞ」

　そのまま激しく突き続けて、射出のための精液の勢いを導く。

「ふぁっ、んっ、んふうっ！　ふぁっ、あ、ひゃううっ！」

「よし、じゃあ出すぞ！」

「んくううううっ！　ひゃうううううううっ！」

「うっ！」

　どびゅうっ！　びゅくっ、びゅくうっ！

「ふぁふうううっ！　あ、熱いの、な、膣内にっ……きゃううううっ！」

　俺が膣内に放出した後、膣がぎゅっと締まってきてさらに精液を搾り取ってゆく。

「ふぁああっ……あっ、んんっ……ふぁああっ……あふぁああっ……」

「中出しでイッたのか？　どうだ、気持ちいいだろう」

「ふぁあああっ……んんっ……きも、ひ、いいいいっ……」

　俺は繫がったまま、ルナの上に被さり、耳に口を近づけて囁く。

「どうだ、俺の命令に従っていれば、ずっとずっと気持ちよくなれるぞ。今日のよりもっともっと、な」

「ふぁあっ……き、きもちいいのっ……」

「いいな、これからは俺の言うことに従うんだ」

「ふぁっ……ふぁいっ……」

　よし、まだまだ完全ではないけど、とりあえずルナを思いどおりにさせることが出来るようになった感じだ。

　一度かかってしまったのだから、あとはかけ続けて心、そして身体に俺の存在を染みこませていけばいい。まあ催眠術調教ってところかな。

「よし、じゃあ抜くぞ」

「んんっ……ふぁあっ、はあっ……ふぁあああっ……」

　膣内から肉棒を抜くと、ぽっかり開いた膣口から俺の白濁と血の混じったサクラ色の液が、後を追うようにどろっと流れ出してきた。

「んふぁあっ……んっ、ひゃああっ……はああっ……」

　だけど流出する液を拭くでも隠すでもなく、ルナはぐったりとベッドにへたり込んでいた。

　ま、イキ疲れたというより初めてで肉体的に疲れたのだろうな。

「さてと、仕上げをしておくか」

　俺はベッドで、はあはあと息を吐いて横になっているルナの耳元に再び口を近づけ、幾つかの暗示をつぶやいた。







　次の日の朝──。

「おい、牢屋から出ろ」

　牢屋にやってきたリゼットは、今までにはあまりなかった荒い声で俺に呼びかけてくる。

「あ、俺、処刑されちゃうの？」

「違う、ついてこい」

　すると牢の鍵を開けて、俺に出てくるように促す。

　だけど、俺はもう処刑されないことも、そしてこれから連れてゆかれるのがどこかもわかっていた。

　そのまま俺はリゼットのあとについて、城の中を歩いてゆく。

「処刑じゃないなら、これからどこに行くのさ」

　俺はわざと知らないふりをして、リゼットに尋ねてみる。

「……お前を城の中の部屋に移す」

　クールな表情の中にも不満な色を隠せないでいるリゼットの顔を見て、ことが思い通りに進んでいるのを確認した。

　俺は昨日、行為の後にルナに睡眠術で命令を追加しておいた。

　ひとつはもちろん、俺の処刑を中止して、安全を保証すること。

　そのためにこのリゼットに与える口実も用意させておいた。それは、次の召還を成功させるために必要だから生かしておく、というもの。

　さらにもうひとつは、この牢屋から出して、きちんとした部屋に移すことだ。いつまでもあんな牢屋に閉じ込められているのはゴメンだし。

　そして俺は、城の中にある部屋に通される。

「しばらくの間、ここにいろ」

「まるで客室だな。牢屋とは大違いだ。何で俺をここに？」

「知るか！」

　リゼットは今度は不満そうな顔を隠そうともしなかった。

　まあそりゃそうだろうな。今日俺を処刑するつもりでいたのに、いきなり姫に命令されて中止になった上、こんなにも待遇を変えることになったのだから。そのわけのわからない推移に混乱して、苛ついているのだろう。

「然るべき日まではここにいろ！　客室だからと逃げようとしても無駄だ。見張りを立てておくからな」

　そう言うと、リゼットは部屋から出てゆく。そしてドアに鍵をかける音も聞こえてきた。

「ま、鍵なんて無駄なんだけどね」

　当然、ここの見張りに立つ兵士には催眠術はとっくにかけているし、鍵はあとでスペアを用意してもらおう。

「とりあえず、今後の方針だな」

　ルナはほぼ俺の手中だ。身の安全は保証されているし、もう逃げる必要はない。

　まだ完全ではないが、これから催眠術のかかりを深くしてゆけば、どのような命令でも聞かせられる状態にすることだって不可能じゃない。

　じゃあどうするか……そうだな。とりあえずは、ルナやその周辺を効率的に操作出来るようになれば、それなりの地位を手に入れることが出来るだろう。

　いや、どうやらルナの発言からすると、この国の上層部はかなり腐っているようだし、うまくすればそいつらを押しのけて実権を握ることも可能かも。

　さらに、この国はなんか古の血を引くとからしいし、うまくゲームのように国家戦略を立ててゆけば、世界征服も夢ではないかも！

　そう考えると、いろいろと夢が膨らんでくる。

　まさかちょっとした趣味でやってた催眠術が、この世界ではここまでの可能性を秘めてるなんてな。

「ただ……問題はあいつか」

　そう、その俺の野望を邁進させるためには、直近の問題があった。

　それは、あのリゼットという女騎士だ。

　確かに催眠術がかかれば、その後はルナや他の家来同様に動かせるし問題はない。ただ、相手があのリゼットでも、ほんとうにうまくいくかということだ。

　催眠術は心に隙を作ってそこに命令を割り込ませるものだ。俺の見たところ、この城で一番心においても隙がなさそうなのがあのリゼットだ。

　意志が強い人間には、それが心理介入の大きな妨害になって、催眠術がはじかれてしまうことは元の世界でもよくあった。そしてあくまで俺のカンだけど、どうもあいつには普通に催眠術をかけても、そうなりそうな気がするのだ。

　確かにこの世界の人間には非常に催眠術が効きやすい。だけど今までがうまくいっていたからといって、慢心して催眠術をかけては今まで積み重ねてきたものが崩れてしまうし、慎重にならないといけない。

「とりあえず、あいつに関しては機会を待つか」

　すでに姫とその家来の多くは俺の催眠術中にあるんだ。焦る必要はない。

　決定的な隙が生じるまではかけるのを控えておくことにして、周辺を固めることにしたほうがよさそうだ。

　ま、いずれは催眠術で俺のものにして、その豊満な身体にいろいろといいことを教え込んでやろう。







「…………」

　ここ数日、私──リゼットの頭の中では、妙な違和感が振り払えないでいた。

　そう感じてきたのはいつ頃からだろう。

　そうだ、おそらくはルナ様が急に、あのタイチという異世界から召還した無能男の処刑を止めるようにと仰ってからだ。

　姫様は『あの男は次の召還を成功させるために必要だから』と仰っていた。私には召還のことはよくわからないが、姫様の仰っていることに間違いはないのだろう。

　急に牢から出して部屋に移したばかりではなく、まるで客人のような待遇をさせていることについても疑問はあった。それでも、次の儀式の為に体調を害されると困るからという理由には、筋は通っている。

　ただ……それでもどうも違和感が残るのだ。

　普段、姫様にとくに変わったことはない。他の従者に、姫ついて気がついたことを尋ねれば、ほぼ全員が『変わたれたところはない』と答えるだろう。

　私もそうだ。見た目は姫に何の変化も確認できない。

　しかし、見た目ではわからないところで、何かこの、姫様の行動、そして何というか雰囲気が異なっているように思えるのだ。

　ただ、別人というわけではなく、以前からの姫様ということもわかっている。だからこそ私を妙な違和感が支配していた。

　それを振り払うために、私は姫様のお部屋へと向かっていた。

　コンコン！

「はい、誰？」

　ルナ様の部屋のドアをノックすると、以前と同じ声が返ってくる。

「リゼットです。今、お時間宜しいでしょうか？」

「ええ、もちろん！　入って」

「失礼します」

　部屋に入り一礼すると、目の前では微笑んで私を迎え入れてくれるルナ様がいる。

「それで、今日は何？」

「いえ……急ぎではないのですが、ちょっとお話をと思いまして。ご迷惑でしたか？」

「そんなわけないじゃない！　来てくれて嬉しいわ。お茶でも飲みながらお話ししましょう」

「はい」

　姫様はメイドを呼んでお茶を淹れるよう伝えたあと、テーブルに座られたので、私もその前に座る。

「それでルナ様、最近の調子はいかがですか？」

「私？　わりといい感じよ」

　たしかにお元気そうだ。

　この前の召喚からの影響もなさそうだし、それ自体は喜ばしいことでもある。

「どちらかというと、あなたのほうが心配だわ。最近働きづめじゃないかしら」

「いえ、私は大丈夫です」

「いいえ、隠してもわかるわよ。少し疲れてるでしょ。ちゃんと休むときには休まないとダメよ」

　たしかに、多少の疲労はあった。しかし今はそんなことを言ってられず、誰にも気づかれないようにしていたのに姫様にはわかってしまう。

　そう、昔から私たちは主従の関係を超えて、他人が気づかないことまでわかってしまうことが出来た。だからこそ、今の姫様に若干の違和感を抱いてしまう。

　そして、その原因があるとすれば……。

「ところで、その、召還のことなのですが」

「ええ、それね。大丈夫。次は必ず成功させるわよ」

　ルナ様は笑顔でそう仰る。それは強がりから出た言葉や表情ではなく、絶対的な自信に満ちあふれている感じだ。

　本来ならば姫様の憂いがまったくないことは喜ばしいことだろう。しかし、そこがあまりにも引っかかってしまう。

　そして、そう感じる前とあとで違うことと言えば、召還のこと、そしてあとひとつのことしか思い当たるものがない。

「そして、あの男ですが、処分せずに生かしておく必要は本当にあったのでしょうか？」

「ええ、次の召喚を成功させるためには、あの男が必要なの」

「しかし、前はそのようなことは仰っておりませんでしたよね？」

「召還について調べ直した結果よ。大丈夫、今度こそはうまくいくから安心していていいわよ」

　ルナ様はそう仰って微笑む。その顔は、小さい頃からお仕えしてきた私から見ても噓をつかれているようには見えなかった。

　違和感は私の思い込みに過ぎないのかもしれない。

　なら、部下として次の召還に目を向けておられる姫様に何を言えようものか。

「応援してくれるわよね、リゼット」

「あっ、はい、もちろんです」

　ルナ様の微笑みに、私はそう答えるしかなかった。







「そうか、リゼットとはそんな昔からの仲なのか」

「うん。部下というより幼なじみや姉という感じなの。そして今でも私が最も信頼する、自分だけの騎士……」

　夜、客室を抜け出してルナの部屋に入り込むと、また催眠状態にしてからベッドで話を聞いている。

　もう、抱いたのは何回目だろうか。そのたびに催眠術での暗示と快楽をルナの身体に染みこませていた。

　もうある程度暗示の植え込みはできているから、手を三回打つだけで完全に催眠状態になり、言うことを聞いてくれるから楽なものだ。

　そして今、俺はルナからあの女騎士、リゼットについての情報を聞き出していた。

　ルナの語った、というか俺が語らせたところによると、どうやらリゼットという女騎士とルナとは、かなり昔からの関係らしい。

　リゼットの実家は隣国との国境にある辺境伯で、それが縁でルナに仕えることになったという。

　その生まれ故か質実剛健で生真面目なタイプ。さらに俺の予想していたとおり、剣の実力もかなり高い。生まれた環境から、政治的バランスをうまく保たなければならなかったせいか、頭もかなり働くというのがルナの評価らしい。

　そして、そんなリゼットを、ルナは大切に思っているということもわかった。

　ここでルナからリゼットのことを聞いたのは、今後あいつが障害になる可能性が高いと思い、情報を仕入れるためだった。しかしそれは正解だったようだ。

「じゃあ、リゼットは精神力も強いんだな？」

「うん……剣技も精神の力も、この国はもとより世界中でも有数だと思うわ。それこそ男にも負けないくらい」

　これは軽率に催眠術をかけにいかなかったのは正解だったな。下手するとかからずに俺のほうが斬られていたかもしれない。

　ただそこまで頭が回るなら、直接催眠術をかけなくても、俺が今ルナをはじめとして多くの人間に催眠術をかけて回っていることはいずれバレるだろう。

　どうにかして直接催眠術をかけるか、それとも完全にルナをオトして逆らえないようにするか、対策を練らないといけないな。

「ねえ、タイチ……言われたとおり話したから……そろそろいいよね？」

　するとルナは俺に身体を寄せてくる。

「欲しいのか？　俺のチンポが」

「うん、欲しい……タイチの気持ちいいの……欲しい……」

「この前処女を失ったばかりなのに、すっかりエッチになったな」

「うんっ、私はエッチな女……ですから、ちょうだい、タイチのおちんちん、いっぱい……」

　ルナが俺の身体を求めてきているのは、当然俺が催眠術をかけているせいなのだけど、俺の欲望的にもここで止める道理はない。

「じゃ、するか」

「あっ、きゃんっ！」

　そのままベッドにルナを押し倒すと、服を脱がしにかかる。

「んっ、はあっ……あっ、あんっ！　今日も、いっぱい気持ちよくしてっ……あっ、んんっ……」

　そして大きな胸をぶるんと露出させると、もうすでに勃起している乳首にちろちろと舌を這わす。

「んっ、あっ、あんっ！　お、おっぱい、んっ、くすぐったくて気持ちいいっ……んっ、はあ、も、もっとっ……」

　さらに乳首は屹立して、俺の舌先にコロコロと固く当たってくる。

「んっ、ふぁっ、はああっ……んっ、ひゃんっ！」

　俺が乳首を攻撃するたびに、ルナの身体がびくびくっと震えて、その振動が下にも伝わってくる。

　さらに乳首を軽く歯で挟み、刺激を強くする。

「んんっ、ひゃんっ！　はっ、あっ、はああっ……んっ、んふううっ！」

　そしてさらに唇をべとっとおっぱいにつけると、ぢゅるっ、ちゅっ、ちゅばっとわざと音を立てて吸う。

「はあっ、あああっ、んっ、はああっ……お、おっぱい、吸われてるっ……んっ、はあああっ……」

「ぷふぁああっ……どうだ、気持ちいいか？」

「う、うんっ！　体中じんじんしちゃうっ！　で、でもそうされると、もう下のほうもうずうずしちゃってっ……」

「どれどれ？」

　言いつつ、パンツにの中に手を忍ばせて、指で性器をぐにぐにと弄り回す。

「ひゃうううっ！　ふぁっ、あっ！　きゃんっ！　んふうっ！」

「言うとおりだな。ここ、もうこんな濡らしてるのか」

「だ、だって気持ちいいからっ……ふぁっ、あ、きゃんっ！」

　愛液を指に擦りつけて、ぐちゅぐちゅと弄り回すと、甲高い喘ぎと共にびくびくっと反応する。

「んっ、ふぁっ、ひゃううっ！　んっ、きゃんっ！」

「どうだ、おまんこもっと刺激してほしいか？」

「し、してほしいっ……ふぁっ、あんっ、はっ、あ、ひゃううっ！」

「よし、じゃあパンツを脱げ」

「うんっ！」

　すると何の躊躇もなく、まるで風呂に入る前の子どものようにパンツを放り投げて捨てる。

　うーん……催眠術の効果とはいえ、ここまでになるとはな。

　この世界では、催眠術が何倍も効果を発揮するらしいのは、多くの実例でわかった。

　ただ、元の世界ではこんなによくかかる実例がなかったから、正直俺自身も驚いているところはある。

　それどころか、まるで俺の考えや欲望を予測するように、催眠術で命じたもの以上の効果を出すこともある。

　けっこうそのあたりは謎なところが多いのだけど、都合悪いことはほとんど生じていないから、このまま使わせてもらおう。

「ほら、焦らさないで……早く、はああっ……こ、ここにっ……」

　俺がちょっと思考を巡らせている間、すでに待ちきれなくなったルナは脚を開いて、その濡れた性器を晒してくる。

「はああっ……こ、ここ、早く刺激して……んっ……」

「わかったよ、焦るな」

　そのまま女性器に指をもってゆき、愛液に滑らせつつくにゅくにゅと弄り回す。

「ふぁっ、んっ、ひゃううっ！　はああっ、あっ、んんっ……はあああっ……」

「どうだ、俺の指は」

「と、とっても気持ちいいっ……も、もっとっ！」

　俺の指の動きに合わせてよがるルナに応えて、さらに指を軽く突っ込みつつクリトリスを弄り回す。

「きゃんっ！　ふぁっ、あ、あんっ！　そ、そこ敏感すぎてっ……ふぁっ、んっ、んふううっ！」

「膣肉が指に吸い付いてきてるぞ。少し痙攣している感じもするし、まさかこのままイクんじゃないだろうな」

「んっ、ふぁっ、だ、だって気持ちよすぎてっ……ふぁっ、あっ、んんっ！」

　さらに俺はクリトリスを擦り続け、身体がびくびくと反応するのを楽しむ。

「んっ、んふううっ！　ひゃっ……あんっ、んひゃっ！　ふぁっ……」

「このままイクか？　ほらほら」

「ひゃううっ！　ゆ、指そんな奥までっ……ふぁっ、あっ、ひゃんっ！」

「うっ、すごい締めつけてきてるな。本当にこのままイキそうな感じか？」

「でで、でもっ……ふぁあっ……や、やっぱり指よりっ、んんっ……あ、そ、そっちっ……はああっ……」

「なんだ？　はっきりと言ってみろ」

「そ、そのっ……タイチのお、おちんちんっ……ここに……」

「もっとはっきり」

「あっ……わ、私のおまんこに、タイチの固くて大きいおちんちん挿れて、いっぱい突いてっ！」

「う～ん、そうだなあ……」

「じ、焦らさないで、早くっ……じゃないと本当にイっちゃうからあっ！」

「じゃあ、そうだな」

　俺はパンツを脱ぎ捨て、ルナと同じようにベッドの外に放り出して、怒張したモノを見せつける。

「あっ……そ、それっ……はああっ……早くっ……んっ……」

「いいや、今日は俺が挿れるんじゃない」

「えっ？」

　そのままベッドの上に仰向けになり、肉棒を上に向かせる。

「ほら、ここにまたがって、自分で挿れて」

「えっ……自分で？」

「そう、それで上下に動いて。わかるだろ」

「あっ……うん、やってみる」

　すると俺の言うとおり、足を広げて俺の股間の上にまたがってくる。

　こいつに騎乗位をさせるのは初めてだったけど、もう何の抵抗も持たずにそれをしようとする。それだけ催眠の効果があるこということか。

「じゃ、するけど……間違っていたら言ってね……んんっ、ふぁっ、はっ……」

　そのまま徐々にルナの身体が下りてきて、膣肉が俺の先端に触れる。

「ふぁあっ……ふぁあっ、んっ、はっ、あああっ……」

　亀頭は膣肉の中に埋まり、ぬるぬるっとした心地よさが伝わってくる。

「はあっ、んんっ……はあっ、はっ、あっ……あんっ！」

　既に肉棒は中程までが膣内に隠れ、その下にも愛液が滴り落ちている。

「よし、一気に挿れろ」

「う、うんっ、ひゃんっ！」

　命じるとそれに従い、一気に腰が下りてきて、俺の下半身にぺたっと座る形になった。

「ふぁっ、はあああっ……あっ、はああっ……お、おちんちん、奥まで、入っちゃってる……はああっ……」
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「だが休んでいる暇はないぞ。そのまま動け」

「えっ、あ、う、うんっ……んんっ、んっ……」

　俺の腹に手をつくと、そのまま力が入って腰が持ち上げられてゆく。

「んっ、んふうっ、あっ、はっ……あああっ、ひゃんっ！」

　膣肉によって愛液が塗りつけられた肉棒が姿を現わしてゆき、亀頭までが見えたところで、俺が腰を掴んで止めた。

「あまり引きすぎると抜けるぞ。抜けないようにうまく上下運動するんだ」

「あっ、う、ううんっ……はあっ、んっ、んふっ……」

　腰はまた沈んできて、一度根元に触れたあとまた浮かび上がってゆく。

「はあっ……んっ、あっ、あんっ！　はあっ、あっ……」

　そして俺の言いつけを守り、抜けないように気をつけながら上下に動き続け、膣肉を摩擦させてくる。

「はあっ、あっ、あっ、んんっ！　ひゃっ、あっ、あんっ！」

「いいぞいいぞ。下から見ておっぱいがぶるぶる震えてるのも壮観だ」

「はっ、あんっ！　も、もっと見てっ！　もっと感じてっ！　ひゃううっ！」

　そのままルナの腰はリズミカルに上下にと移動する。

「んっ、ひゃっ、ふぁっ、はっ、あっ、ひゃんっ！」

　脚をＭ字にしてしっかり見せつけてくる股間はもう濡れまくっていて、そこから液体の擦れるぐちゅぐちゅという音が奏でられる。

「んっ、ひゃううっ！　あ、あんっ！」

　上で揺れているおっぱいに手を伸ばし、揉むと、リズミカルな上下がわずかに乱れ、その代わりに膣肉がぎゅっと締まってきた。

「んふぁっ、あっ、ひゃううっ！　んっ、ダメえっ！　上と下で感じ過ぎちゃうっ！　んきゃううっ！」

「かまわないぞ」

　そのまま俺は乳を揉み、振動の刺激と肉の柔らかさ両方を味わう。

「んっ、ふぁっ、あっ、あんっ！　んふううっ！　き、きちゃうううっ！」

「ん？　そろそろイキそうなのか？」

「う、うんっ！　きちゃってるっ、ぞくぞくするの来ちゃってるううっ！」

「よし、じゃあイクことを許してやるから、そのまま動き続けてイってしまえ。ただし俺もイって膣内に出すからな」

「うんっ！　出して出して、膣内に出してええっ！」

　最初の頃は催眠術にかかっていても抵抗あった感じの中出しなのに、今ではもうすっかり中に出すのが当たり前になっている。

　当然俺も遠慮することなんてないので、そのまま放出のために下半身のボルテージを高め、射精の勢いを盛り立たせる。

「んふううっ！　ふぁっ、あっ、ひゃうううっ！　ど、どんどんこみ上げて……っ、んふううっ……ふぁあっ！」

　ルナの上下運動はさらに激しくなって、結合部はもう愛液が白い泡になっている。

「んふううっ！　ふぁっ、あっ、ひゃうううっ！　と、とんじゃいそうっ！　とんでっちゃいそうになってるうっ！」

「イクんだな？　よし思いっきりイケ！」

「も、もうらめええええええっ！　イクううううううっ！」

「ううううっ！」

　どびゅううっ！　びゅびゅびゅっ！

　ルナが絶頂の絶叫を出した瞬間、膣内に挿入したままの肉棒を精液が駆け上り、先端から放たれる。

「んひいいいいいっ！　で、出てるっ！　奥にびゅびゅって当たってるうっ！」

　白濁液を放出して子宮に当てた後も、膣内がぎゅううっと締めつけてくるから、さらにびゅくびゅくと射精をしてしまう。

「んふぁああっ……ひゃっ、あ、熱い……あったかい精液、おまんこの奥、とってもきもひいいっ……ふぁああっ……」

　俺が出し尽くしてからも、ルナは俺の上で身体を痙攣させてよだれを垂らし、絶頂の余韻に浸っている。

「ふぁあああっ……んんっ、ひゃああああああっ……はああああっ……」

　しかし、しばらくするとイッたことで張り詰めていた身体の力が抜け、俺の上にがくっと崩れ落ちた。

「ものすごくイッたようだな」

　俺の上に乗っかっているルナを抱きしめつつ、耳元にささやきかける。

「ふぁいいっ……とっても……こんなの、生まれてはじめてかも……」

「じゃあ、これからも気持ちいいのを与えてほしければ、俺に従うか？」

「うんっ……ずっと、ずっといっしょにっ……」

「よしよし」

　そう言ってルナの頭を撫でる。

「あっ……はああっ……」

　これはもう完全に俺の催眠術で自由に操れるな。

「さて、これからだが、俺が王や王妃、そして重臣たちと会談する場を設けてくれ」

「お父様たちと会われるの？」

「ああ、召還した俺が実は役立つという感じで説得してな。ただし、俺が指定する人以外には内密にな」

「それはいいけど、いったい何をするの？」

「う～ん……」

　催眠術のことも、まあ今のルナへのかかり具合なら話しても問題ないけど、いちいち説明するのがめんどくさいな。

「あっ、もしかして……」

「えっ？　わかったのか？」

「ええ。お父様やお母様に、私たちの仲を認めてもらうのね！」

「……えっ？」

「そうでしょう？　私が仲介してお父様とお会いになるっていったら」

「え、いや……いきなり行っても、そんなの認めてもらえないだろ」

「大丈夫！　私が勇者様を召還したって保証するもの。実績はタイチならこれからいくらでも作れるでしょ？」

　まあ、たしかに俺が王とかに会う目的は、催眠術を使っていろいろ俺の都合のいいように動かす方向に仕組むためだった。

　……だけど、なんでこいつ、こんな思考になってるんだ？

「もう私、こんな身体にされちゃったんだから、一生、添い遂げるしかないわよね。だから堂々と一緒になって、気持ちいいのこれからもいっぱいっ……」

「お、おい……」

　ルナはなんかこっちの返事を聞きそうな様子もなく、俺に抱きついてくる。

　俺に従う催眠術はかけたし、それは今も効力をもっているはずだけど、なんというか召使いみたいに従順にするようにしたはずだ。

　でも、なんというか今は……そうじゃなくって、女として俺に魅了されている感じというか……。

　ん？　もしかして俺、催眠術とか関係なく、セックステクニックでこいつのことをオト……したわけはないよな。そんなエロゲみたいな。

　なんか催眠術のかかり方が予想外になっているのか？　使っている俺でもこの世界での効きすぎは未知なところがあるし。

「ねっ、だから、これからも、もっともっといっぱい気持ちよくして。たっぷりセックスしてよね」

「あ……ああ。ただ、あまり他でべたべたして俺とこうしているのバレるなよ。まだ時期じゃないからな」

「うんっ、わかった♪」

　……まあいいか。どんなかかり方でも俺の言うことを聞いているのは同じだし、無理に修正する必要もないだろう。

　さて、これからは忙しくなるな。
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「明らかに何かがおかしい……」

　私──リゼットは親衛隊長として出席した御前会議から戻ると、誰も居ない部屋で思わずそうつぶやいてしまった。

　以前から、ルナ様の雰囲気がおかしいと思ってはいたが、そのときはあくまで私の杞憂かと思った。

　ただ、このところのルナ様の変化は明らかにわかるほどだ。

　まず、なんとなくぼーっとされている感じがある。以前はいつも気を張り詰めていらっしゃったのに、普段はおろか、重臣会議という重要な場所でさえ、そのような感じになっていらっしゃる。

　それと、最近は完全に雰囲気が変わられた。

　以前のような焦燥感に包まれた感じがなくなったのはいいことだと思う。明るくなられたのもいい。

　しかし、それとは別の雰囲気が姫様を包んでいるような気がするのだ。それは、なんというか……女性的というか、いや、何となくではあるけれど、ドキッとさせられる色気というか……。

　姫様も妙齢の女性だしそういう変化があってもおかしくはないが、しかし今の状態はかなり不自然に思える。

　当然、姫にもそのことはそれとなくお尋ねしたが、『もう、何を言ってるのよ。おかしなリゼット』という感じで一笑に付されてしまった。

　そして、何よりその違和感を決定づけたのは、今日の重臣会議だった。

　議題は最近国境近くで隣国の動きが怪しくなってきたことだ。

　そこで以前は召還を軽視していた連中どもが、今になってこぞってこの状況を打開する再度の召還を姫様に依頼してきたのだ。

　最初の召還のときはあれだけ陰口を叩いていたのに、いざ危機が迫ると頼るとはいい気なものだ、と思った。

　しかし、そこで姫様がその会議の場で仰った言葉、それは私にとって信じられないものだった。

『私たちにはすでに、勇者以上の方がいます。負けるわけがありませんわ』

　そんな勇者以上という存在の話、私でさえ初耳だった。

　そんな都合のいい存在が……いったいどこに？　どこにいるというのか!?

　しかし驚いたのは、この荒唐無稽と思われても仕方がない姫様のお言葉に、貴族の半数以上が賛同していたことだった。

　以前なら、そんな発言を理由に姫様を追い落とそうと、貴族が結託しても不思議ではなかったにもかかわらず、だ。

「くっ……いったいこの国に何が……」

　もしかすると、私の知らないところで、何か流れが起きているのか!?

　しかし、貴族連中の思考までも変えさせていて、しかも私が今までまったく気づかないこととなれば……。

「あっ！　もしや、何かの、未知の魔法の類がこの国を……？」

　あり得る。正体はわからないが、その魔法に姫様がかかっているとしたら……この不可解な状況ではそれくらいしか説明がつかない。

「そうなら、もしや姫様も魔法に!?」

　もうしそうなっておられるなら、天下の一大事だ。そして私の命を賭けてでもお救いしないといけない！

「しかし……今の状況でどうすればよいのだ!?」

　これはまだ私の推測でしかない。そして下手をすると姫様の安全がかかわってくるかもしれないという状況だ。

　周りの誰が敵か味方かわからないという状況では動けないし、迂闊な行動は私の身だけではなく、姫様にも危険が及ぶ。

「どうすれば……あっ！」

　そこで一つの考えが思い浮かぶ。

　この国で、そういう不可解な力のことがわかり、そしてそれに対抗出来そうな唯一の存在がいた。

　彼女、シスターレティシアならきっと相談に乗ってくれる。仮に邪悪な力が働いているなら、それに対抗する場合にならば、世界最大宗教であるエレハイム教の助力を得られるかもしれない。

　私はそのまま彼女、レティシアがいる大聖堂に向かうことにする。

　そして今の事態の、その元凶かもしれないと思われるひとりの男──ダテ・タイチのことを伝えるために。







「なるほど……お城ではそのようなことになっているのですか……」

　城内の大聖堂に着くと、ちょうどそこにいたレティシアと面会する。しかしここは面会室でも大聖堂でもなく、普段誰も来ないであろう霊安室の片隅。それは今や誰が味方か、敵なのかもわからなかったからだ。

「すまない、急にこんなところで」

「いいえ、リディア様が姫様の、そして国家の一大事と仰ることなのでしょう。私を頼ってくださって嬉しいです」

　あくまで私の感覚だが、レティシアは姫のような妙な雰囲気に変わっていることはなく、以前と同じままだ。それが今の私には救いになった。

「しかし、この城の周辺に魔の力の気配は感じてはおりません。負の空気はありますが、以前からで、そして人間のものと思われます」

「悪魔の力や暗黒魔法ではないのか？」

「あくまで私のみの判断で今はよくわかりませんが、おそらく。ただ、国に変化が起きているとリディア様が仰るのでしたら、すぐ総本山に依頼をして、調査をお願いしようと思います」

「総本山に？」

「ええ、そして魔の力があれば、そちらからそれらを退治するための精鋭を派遣して頂けるでしょう」

「それはどのくらいの時間がかかる？」

「まず、教主様の説得がありますし、それから人員を派遣してもらい、そこから調査となると……最低でも季節をひとつかふたつは超えるかと……」

「それでは遅いのだ！」

「……申し訳ございません。しかし私の力ではなんとも……」

「……いや、レティシアに罪は何も。罪があるとするなら、このような事態になるまで何も出来なかった私だ……」

「そんな……」

　しかしこのままでは、確実にまずい方向に向かう可能性は高い。

　しかし私はこの国に、そしてルナ様に仕える者として、その責務として、この命以上のものを捧げてでも果たさなければならない

「……レティシア、私はなんとしてもこの国を救わなければなりません。そのためには、たとえ少しの可能性であろうと芽を摘み取らねば。姫のご意志に背くことになろうともです……」

「えっ……リゼットさん、何を……」

「失礼」

　そして私はある決意を秘め、レティシアに一礼をしてから振り向き、そのまま霊安室を出る。

「リゼットさん、落ち着いて！　はやまらないで！」

　しかし、もう決意した私はレティシアの言葉でも止まることはなかった。

　あの、一番怪しいタイチという男を……斬る！







　バタンッ！

「うおっ！」

　俺の部屋のドアがいきなり大きな音を立てて開く。

　そして、そこに立っていたのはリゼットだった。

「なんだよ、部屋に入るときはノックをしてくれよ」

「…………」

　しかし俺の軽口には応えない。そして全身には、騎士でも兵士でもない素人の俺から見ても分かるほど、殺気がみなぎっている。

「なんか怖い顔しているけど。美人なんだからそんな顔しなくても。もっと笑ったほうがいいと思うけど」

「……言い残すことはあるか」

　またも軽口をまったく受け止めない。これは本気か。

「なんだよ、まるで俺を亡き者にしそうな勢いだな」

「ああ、そのとおりだ。私は今、この城に起きている異変がお前の仕業だと思っている。だからお前を斬る」

「なんだよ急に。証拠でもあるのか？」

「ない。しかし悠長にそれを調べている時間などないのだ！」

「って、それはちょっと横暴すぎだろ。もし冤罪だったらどうするんだよ。姫に怒られるんじゃないの？」

「そのときこそ、異変の真の犯人がわかるときだ。もし私の勘違いでお前を殺したのだったら、私もその咎を受けよう」

「って、そんなリスク孕んでまで俺を殺そうとするんだ？」

「もちろんだ。この王国のため、何より姫様の為ならこの命、惜しくなどない！」

「でも、リゼットに何かあったらルナが悲しむんじゃない？」

「……それも仕方ない……ん？　お前、私と姫の間のことを知っているのか……？　それにルナ様を呼び捨てに！」

「うん。それが何か？」

「やはりお前なのか！」

「まあね。今までの経緯を詳しく聞きたい？」

「聞かせてもらおう！　その後で……」

「殺すっていうこと？　でも無理だよ」

　俺はそう言いつつリゼットに近づき、手を伸ばすと胸をぐにゅっと揉む。

「なっ……ぶ、無礼者っ！」

　そしてリゼットの手は反射的に、腰に下げている剣に向かう！

　だけど……。

「えっ……あ、なっ……えっ……あっ……」

　しかし、剣に向かうはずだった手はそこで止まってしまう。

　そして自分の意思に逆らう行動をする手に、リゼットも珍しく顔に戸惑いの色を浮かべている。

「ああ、剣が抜けないことはわかってるんだ」

「な、えっ、なっ……こ、これはっ……」

　手をわきわきとしながらも剣を触れないリゼットに対し、頭に手を置いてさわさわと撫で回す。

「うん、いい子いい子」

「バ、バカにするなっ！　こ、このっ……」

　しかしいくら悔しそうな顔をしても、手はわきわきとするだけで剣にかけられることはない。

「無駄だよ。リゼットは俺の前では剣を抜けないんだ。リゼットの思っていることとは関係なく、それが当たり前だって認識しちゃってるんだ」

「き、貴様！　私に何をした！」

「まあ、催眠術なんだけど、そう言ってわかるかな？　まあ、こっちの世界で言うところの魔術に近いような、そうでもないようなってものなんだけどね」

「ま、魔術か！　お前がこんなものを使えるとは！　し、しかしいったいいつ私にそんなものっ……！　私が知らない間に魔術にかかるなどっ……！」

「うん、リゼットって精神力強そうだし、普通にかけてもかかならそうだから、ちょっとだけ眠ってもらって、そのときにかけたんだ」

「ね、眠った？　そんなはず……」

「まあ覚えてないよね。その記憶も催眠術で消したんだから。だけどルナの部屋に来たとき、ちょっとだけ眠ったんだよね。眠り薬をお茶の中に仕込んでおいたから」

　そう、ルナの前だからこそ。唯一の気を許す相手の前だからこそ、術が効いたのだろう。

「お、お前、ルナ様にもやはり何かしたのか！　なんなのだこの術はっ！　いったい何が目的だ！」

「いろいろ聞いてくるなあ。教えてほしい？　ルナや他の人に何をしたか、そして俺の目的を」

「言え！」

「そんな怖い顔しなくても、俺から情報を引き出す一番の方法は、リゼットがよく知っているはずだよ」

「えっ……」

　パン！　パン！　パンっ！

「えっ……」

　俺が三回連続で手を叩くと、リゼットは一瞬だけ身体を震わせた後、身体から力が抜けてゆく。

「ほら、どうすれば俺から情報を引き出せるか、わかっているな？　自由にそうしていいぞ」

「……ああ、わかっている……」

　すると、リゼットはそのまま俺に近づいてくる。だけどもちろん剣に手をかけようとはしていない。

　こいつが俺に触れるのは初めてだけど、もう何度も催眠術をかけてきてコツも掴んでいたので、リゼットが深い催眠状態なのは確信していた。

「んんっ……ふぁっ、はああっ……」

　そして俺に手の届く距離まで接近したリゼットは、吐息も荒いまま膝元にしゃがみ込む。

「こ、こうすれば、お前から、何が起きているか聞き出せる……ふぁあっ……んんっ……あっ……」

　そして俺のズボンに手をかけると、それを下ろしてゆく。

「はっ、あああっ……んっ……こ、ここっ……」

「そう、そこだよ。さて、そこをどうすれば何かがわかるようになるのかな？　言ってみて」

「こ、ここから情報を吸い出すっ……白い液をっ……」

「そうそう、俺の精液を飲み込めば、情報を得られるんだよね」

　それが俺がリゼットにかけた催眠術だった。

　俺はここのところ、国王、貴族、兵士、メイドなどこの城にいるあらゆる人間に催眠術をかけまくっていた。

　そしてそのたびにコツを掴み、スキルも上がっていった結果がこの面白い状況だったりする。

　すなわち、俺が催眠によって言うことを聞かせられるのはもちろんだけど、それが論理的にはかなりおかしい、常識外れな行為でいいのだ。そいつの頭の中では、正しい行動をしていると錯覚させることが、かなり楽に出来るようになった。

　向こうの世界では、こうはいかないだろう。

　そして、前にリゼットに悪戯半分で仕込んだ催眠術というのは、『俺の精液を飲み込むと、自分の望む情報が引き出せる』というものだった。

　というわけで、ひざまづいて俺のズボンを脱がせ、そして今股間をさすっているのはそういう催眠術による論理思考の操作故だ。

「ほら、俺だって普通の男なんだから、ちゃんと勃起させてからじゃないと精液は射出されないぞ」

「わ、わかっている……んっ、はあっ、あっ、んんっ……」

　すると、俺を勃起させるように、パンツの上からすりすりと滑らかな手をいい感じの力加減で這わせてくる。

「あっ……んんっ、はあっ……あ、熱いっ……」

「なかなかうまいじゃないか」

　この前、催眠術でこっそり聞いたところだと、リゼットは騎士としての修行や仕事に明け暮れて男性経験はないらしい。だが、この絶妙に男の欲望を刺激する力加減はそうは思わせない感じだ。

「あっ……か、固く、大きくなってきている……」

「そうだ、気持ちがいいからもう勃起してきたぞ。さて、次にすることはわかっているよな？」

「あ、ああ……んっ……」

　ちゃんとわかっているようで、俺のパンツの両縁に手をかけると、ゆっくりと下ろしてゆく。

「ほら、勃起したチンポに引っかかってるぞ。乱暴に下ろさずに、優しく扱えよな」

「あ、ああ……んっ、んふっ……はあっ……」

　俺の肉棒を軽く握り、下着のひっかかりを外してそのまま下ろしてゆく。

　そして俺の勃起したチンポはリゼットの手の中でびくんびくんと震え、さらに肥大していった。

「はあっ、あっ、こ、こんなに腫れ上がって……ああああっ……」

「ちゃんとした大人の男のモノを見るのは初めてか？」

「あっ……訓練中など城の兵士のが目に入ってしまうことは希に……た、ただこんなに間近で見たのは初めて……」

「いいぞ、いくらでも見て。ちゃんと予習しておかないと、うまく絞り出せないぞ。たっぷり出さないと必要なだけ情報が得られないだろ？」

「そ、そう……情報を得るため、いっぱいっ……あっ、はああっ……」

　リゼットはさらに顔を近づけてきて、右から左から、俺の勃起したチンポをじろじろ観察してくる。

「ふぁあっ……はっ、あっ、あっ……んっ、熱い……それに不思議な匂い……ふぁあっ……はっ……」

　しかし、ここまでじろじろ見られるとちょっと恥ずかしいな。もちろん悪い気分じゃないけど。

「ああっ……はああっ……あっ……」

「ほら、顔を火照らせてないで、そろそろどうだ？　早くしないとまたしぼんで情報が得られなくなるぞ」

「あっ……そ、そうだな……え、ええと……」

　持っている知識を総動員しているらしいな。

「じゃあまず、ちょっと服をめくって、肌を見せて」

「えっ、あっ……こ、こうか？」

　すると俺の言ったとおり、尻やおっぱいにかかっている布をはだけさせて、その中が見えるようにしてくる。

「そうそう、そして次はここ、しっかり触って」

「え、あ、うん……」

　その滑らかな手で、俺のモノをそっと包み込んでくる。

「あっ……はあっ……びくびくって動いている……んっ、はっ……」

　でも、さすがに経験のないせいで戸惑っているらしいし、俺がそれなりに導いてやらないとダメかもな。

「ほら、軽く握って、前後にしごいてみて」

「えっ、あっ……こ、こう？」

　俺の言うとおりに手は前後に動き、性感を刺激してくる。

「んんっ、はっ、あっ、んっ、んふうっ……はっ……あああっ……」

「うっ……いいぞ、うまい手コキだ」

「て……手コキ？　はあっ、あっ、あああっ……こ、これで出てくるの、その、あれはっ……はあっ」

「う～ん、他の男ならこの手コキでも出たかもしれないけど、俺はまだまだこの程度じゃあなあ」

「じゃ、じゃあどうすればいい!?」

「俺に聞く？　いや、知ってるだろリゼットなら」

　前に催眠術で埋め込んでおいたからな。

「あ、ああっ……え、ええと、ふぁっ、あああっ……」

　リゼットの口から舌がおずおずと出てくると、直後にその先端は亀頭にぴたっとくっつく。

「ふぁっ、んっ、んんっ……」

　本当に舐めるというのではなくて、ただくっついている感じ。

「んっ、んんっ……」

「ほら、もっとしっかりつけて動かさないと、全然精液が出てくる気配もないよ。がんばって」

「ふぁっ、あっ、　んっ、んふっ……ふぁっ、んんっ……」

　舌は少しずつ亀頭にくっついてきて、同時に近づいてきたことで吐息や鼻息がチンコをくすぐってくる。

　ちょっとした刺激だけど、こういうおぼつかない感じも、これはこれで結構そそるものがあるな。

「ふぁっ、んふうっ……んっ、れろっ、んっ、ふぁふううっ……」

　そのうち舌はかなりの部分が亀頭につけられ、小刻みに動いてくる。

「んっ、ふぁっ、れろ、んふっ、んんっ、ふぁああっ……」

「そうそう、いいぞいいぞ、もっと舌を大きく動かして。そうだな、飴玉を舐めるような感じで」

「んんっ……ふぁっ、んっ、ぢゅ、ぢゅるっ……ふぁむっ……れろれろおっ……んっ、ふぁはあっ……」

　飴玉の喩えがよかったのか、舌はさらにつけられ、そして唾液が先端に擦りつけられてゆく。

「んふぁむっ……ぢゅっ、ふぁっ、んふうっ……れおれろっ、んんっ、ふぁむっ、ふぁああっ……んんっ……」

　一度勢いがつくと抵抗もなくなったのか、かなり滑らかに舌を動かして、亀頭を舐め回してくる。

「よし、そのまま根元のほうまで舐めていって」

「んっ、ふぁああっ……んっ、んふううっ……れろおおっ……ふぁっ……れろ、れろれろおっ……んんふうっ……」

　舌をしっかり出すと、先端で肉棒の下のほうまでなぞられてゆく。

「んふぁあああっ……んんっ、んふううっ……ふぁうっ」

　顔ごと前後に移動して、亀頭だけではなく肉棒にも心地よさと共に唾液の跡がつけられていった。

「ふううっ……じゃあそろそろ精液を出す為の本格的段階に移ろうか」

「ふぁふうっ……んっ……えっ……」

「俺のを先端からぱっくりと咥えて。あ、絶対嚙んだり歯を当てたりしないように気をつけて」

「あ、うんっ……わ、わかったっ……はっ、あああっ……」

　するとチンポの正面に向き直ったリゼットの顔が、口を開けつつ近づいてくる。

「んっ……ふぁむっ……んっ……」

　そして、亀頭の先端は唇で挟まれて、それが滑るようにどんどん俺の方向にと移動してくる。

「もふぉっ……んんっ、んふっ、んっ……んむっ……」

　亀頭の大半がリゼットの口内に入り込み、生温かい空気、そして湿気が包んでくる。

「んんっ、ふぁむっ、んっ、んふうっ……んっ……」

「ほら、単に咥えてるだけじゃ精子出ないから、口の中でし舌をもっと動かしたり、吸い付いたりして刺激して」

「んっ、んっ、んっ、んふうっ……んむっ……ふぁっ、ぢゅるっ……んんっ……ふぉむっ……ぢゅううっ……」

　口内では舌が動きはじめ、俺の亀頭、カリ下の部分、そして肉棒のところも舐め回してくる。

「ぢゅるっ……んっ、むふぉっ……んむふうっ……ぢゅっ、ぢゅ、ぢゅぢゅ……ちゅううっ……」

　舌があまりに動き回るから、口内では肉棒が頰を突き上げて、外から見ると変な形になっている。

　普段の凜々しくクールな顔を崩してまで、俺の汚いモノを舐め回しているというそのギャップがまた欲情させる。

「んむふぉおおっ……んんっ、んふっ……んっ、んぢゅるっ、ちゅっ、ぢゅっ……れろれろっ、むふうっ……」

「よし、じゃあ今後は俺のモノを吸ってくれ。そのまま顔を前後に移動させて、おまんこに出し挿れしているみたいな気持ちよさを与えろ」

「んっ、ふぉむっ……んっ、んっ、んんっ……、ふぉむっ……んふううっ、ちゅ、ぢゅるううっ……」

「んっ、いいぞ」

「ちゅっ、ぢゅるっ、んっ、ほ、ほうか？　んぢゅるっ……」

　リゼットの唇は唾液に滑らせられ、俺の肉棒を前後に擦り続ける。

「んもふうっ……んむっ、ずっ、ずちゅっ、ずずっ……ふぁ……ふぁやくだせ……んむちゅうっ……む……むびゅぅうう」

　言いつけどおりに擦る合間にバキュームフェラも行われる。吸引で頰や舌の粘膜がぺっとりとくっついてくるのが、とても刺激的だ。
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「んぢゅううっ……ずっ、ぢゅるりっ、ちゅううっ……ぢゅ、ちゅるうっ……ぢゅぢゅっ！」

「うっ……」

　そして連続する攻撃に心地よさは壁を超えて、とうとう射出の感覚が下半身に生まれてくる。

「ぢゅるうっ……んむっ、んむふゅっもふううっ……ちゅううっ、ぢゅうっ、れろれろっ……ぢゅるっ！」

　そう感じてからもフェラは止まることなく、俺の先端から根元までを柔らかく、温かく、ぬるっと、そしてちゅううっと刺激しまくる。

「んぢゅるむううっ！　ぢゅふううっ……ちゅ、ぢゅるっ、ぢゅううっ！　んぢゅっ、ぢゅるうっ！」

　その絶え間ない刺激によって大きくなった欲望はもう、少しの時間も抑えることが出来なさそうだ。

「うっ……そろそろ出そうだな。どうする？　俺の精液を口で受け止めるか？　それとも外に出すか？」

「ちゅ、ぢゅっんぢゅうううっ！　むふぁああっ……んむちゅうっ、ちゅ、ぢゅうっ、ぢゅるっ！」

　俺が聞いてもリゼットのフェラは止まらないどころか、精液の射出を早めるように激しくなっている。

　ま、俺が情報を得るためには精液を飲む、なんて催眠術をかけているのだから、聞くまでもないのだけど。

　そうだ、せっかくだからちょっと追加で暗示をかけてやるか。

「ぢゅふううっ！　んっ、んむふぉっ！　んっ、ちゅう、ちゅうっ！　ぢゅうううううううっ！」

「よし、いいぞいいぞ。そのままお前は精液を飲むと情報が得られるってだけじゃなくて、もっと素晴らしい気持ちになれるんだ」

「ぢゅっ、んちゅうっ……んふっ？」

「精液を飲んだことはないだろう？　その味は極上の味、そう、極上の味なんだ。そしてごっくんと飲み込むと情報を得られるだけじゃなくて、人生でもっとも幸せな気分になれるんだ」

「ふぁっ、んっ、ふぉむっ……ちゅ、ぢゅるうっ！」

「それも飲めば飲むほど。今日だけで終わりじゃない。一度飲めばその味を覚えていつでも欲しくなるんだ」

「んっ、ふぁあああっ……んふうっ、ぢゅ、ぢゅるうううっ、ちゅ、ぢゅるううっ……んふちゅうっ！」

　追加の暗示をかけると、さらに俺の精液を求める舌の動きが激しくなる。

「ちゅむふうううっ！　ぢゅっ、ちゅいちゅづううっ！　もふぉおおっ、んっ、ふぁもおおっ！　ぢゅるうっ！」

「ううううっ、も、もうマジでイクからなっ！　出すぞっ！」

「んんふううっ!!　ぢゅるちゅううっ、ぢゅるりいっ！」

　俺の精液を吸い出すための強烈なバキュームによって、我慢の限界は超えてどんどん精液が遡ってくる。

「ううううっ！　出るっ！」

　びゅくうううっ！　びゅびゅびゅうううっ！

「んむふうううううっ！　んぶふううっ！」

　精液は勢いよく先端から放出されたけど、まだ咥えられているので、そのすべてがリゼットの口内に注ぎ込まれていった。

「んむっ、んくっ、んっ、ごくっ……んっ、くっ、ごくりっ……くふっ、こくっ……んんんっ……これで……うう」

　それを一滴も零すまいという感じで、しっかり肉棒に吸い付きながらこくこく喉を鳴らして飲み込んでゆく。

「んふくうっ……んっ、んふぃいっ！　んっ、んふっ、ふううっ！」

　そしてさっきかけた催眠術が効いてきたのか、チンポと精液を口に含んでいる顔が紅潮し、目がとろんとしてくる。

「ふぁああっ……んふっ……くっ、んんっ……んっ……ああ……うそ……こくっ……ふぁむっ、こんな……ぢゅるうううっ……」

「うっ……おい、まだ吸うのか？」

　催眠術の効果は絶大で、さらに精液を求めようと俺のモノを吸い、べろべろと舐め回してくる。

「ぢゅるううっ……ぢゅっ、ぢゅぼっ……んちゅううっ……んんっ……んっ……はあっ……はああっ……」

　そして尿道の中に残った残滓までも吸い尽くしたとき、さすがにイキ疲れたのか、チンポをぽんと吐き出して、大きく息を吐く。

「どうだ、精液をいっぱい飲み込んで、気持ちよくなったか」

「ひゃふぁあああっ……んふぁあっ、はああああっ……んふうっ……ひゃあああっ……」

　だけど、絶頂感が身体の中に響いているのに耐えられなかったのか、そのまま横になってしまった。

「んひゃふぁああああっ……んんふうっ……ふぁうううっ……きも、ひいいいっ……んふううっ……」

　さっきは情報を得られるという暗示もかけておいたけど、今の状態のリゼットじゃ、そんなことはどうでもよさそうだな。

　俺は出した後の心地い気怠さのなかで、精液を飲み込み絶頂の余韻で悶えているリゼットを見て、悦楽に浸る。

　コンコン、ガチャ！

「入るわよ」

　そしてあらかじめこの時間に来るように言っておいたルナが、ドアを開けてこちらにやってくる。

「どうだった？」

「ああ、うまくいった。このとおり成功だ」

　横になって悶絶しているリゼットに視線をやるが、ルナの表情は俺の成功を喜ぶのではなく、不安そうなものだった。

「それでタイチ……リゼットはこれからどうするの……？」

　まあ、もともと命にかかわるような処分をするつもりはなかったけど、早く安心させてやらないと、ルナの暗示の効果に関わりそうだな。

「安心しろ。別に俺が殺されかけたからといって、やり返すようなことはしない。そうだな……自分から国外に出て行くように暗示をかけるか」

「あっ……そ、その……あ、あの……だけどタイチ……」

「なんだ、言いたいことがあるなら言っていいぞ」

「その……リゼットを助けてくれるのは嬉しいけど、その……国外に出すより、私の近くで、その……あっ、監視したほうがいいと思うの」

「監視？」

「ええ、他国で何かするより、この国にいてもらって見張っていたほうが、ずっといいと思うから。もちろん責任は私が負うし」

　基本的には暗示で俺の言うことをきくようにしてあるルナが、わざわざここまで言ってくるというのは……。

「本音を言え。お前がリゼットと離れるのがイヤなのだろう？」

「えっ……あ……う、うん……」

「やっぱりな」

　となると、無理に離れさせて心理的なショックを与えるほうが、ルナの催眠術が解けてしまう可能性もあって、危険かもしれない。

「よし、じゃあリゼットは今までどおり、この国に居てもらおう」

「うんっ！　ありがとうタイチ！」

　かなり有能な人間であるのは確かだし、俺に従うようにすればいろいろと役立つかもしれないからな。

　ただ、そのためには意思の力で催眠術を振り払うことなんてしないよう、こちらに屈服させる必要があるだろう。

「だけど、リゼットが俺に完全に従うように、お前にもいろいろ協力してもらうぞ」

「わかったっ！」

　とりあえず、もうちょっと催眠術をかけさせてもらってから解放するか。

　まず、今日のことを表層の記憶からは消しておく。

　さらに、深層心理では残しておくけど、その不安は誰にも言えなくなるようにもしておく。まあそうしなくても、俺にフェラチオしたいと考えていることなんて、他人に言えないだろうけど、一応だ。

　そして、さらにもうひとつ重ねがけしておくか。







「う……っ……」

「大丈夫ですか？　リゼット様」

　廊下でふらつき、壁に手をついてしまった私を、近くにいた部下が心配して声をかけてくる。

「あ、ああ……大丈夫だ。ちょっと目まいがしただけだ」

「お疲れでしょうか？　お気をつけください」

「ああ、わかっている」

　私が壁から手を離し再び直立すると、少し心配そうな目をしながらも部下は去っていった。

　ここのところ、身体の調子が優れない。人に見られないように気をつけてはいるが、

こうして身体の調子がおかしくなるのは日常茶飯事だった。

　しかしそれは、怪我や病気の類いではないこともわかっていた。

　そして、私は何故か、それがどうすれば収まるのかもわかっていた。

「うっ……くふうっ……はあああっ……」

　私は、精液が欲しい……男の精液が欲しい……。

　だけどただの男ではダメということもわかっていた。

「あ、あの男の……タイチの……は、あああっ……」

　そう、私はこのところずっと、あのタイチという男の精液を飲む想像ばかりが頭の中をよぎってしまう。

　そんなことしたことなんてないのに、何故かそうすれば、この身体の疼きが治まる……そう思って、いや、信じてしまっているのだ。

「な、なんで、こ、こんなっ……んっ、んふうっ……はあっ……ううううっ……ああっ、はあああっ……」

　頭に浮かんでくる淫らな想像……同時に身体も反応してしまう。

　そんな卑猥な妄想を打ち消すために気を張るけど、そうしても絶え間なく考えが浮かび、そして淡い性衝動が襲いかかってきてしまう。

　ああ、精液……あの男の精液が欲しい……ねっとりと濃く、熱く、匂い立つ白濁の液をたっぷり……。なぜだろう。男の匂いなんて訓練後の汗以外は、知らないはずなのに。

「うっ、はああっ……な、なんでこんなっ……」

　何も能力がないと思っていたあの男……もしかすると隠れて不思議な魔法の力を持っていたのか？

　……いや、百戦錬磨の騎士であるリゼット＝アルファンは、この世にあるどんな魅了や錯乱の呪文も跳ね返してきたし、いつも身につけているイヤリングは、シスターレティシアの力の篭ったアンチマジックアイテムだ。私が魔法にかかるはずなんてない。

　ならば、何故……いや、どっちにしてもあの男を殺してしまわないと……。

「うううっ……はあっ、あっ……」

　しかし、そう考えても、すぐにその気力が萎えてしまい、剣をまともに握ることすら出来ない。

　さらに、もしあの男を殺してしまえば、精液で私を満たしてくれることが永遠にかなわなくなるという恐怖が襲ってきていた。

　とにかく、この状態から脱するために、身体の疼きの正体を突き止めないといけない。

　しかし、そう考え始めた途端、その為の方法は私の頭の中にぱっと浮かんできてしまった。

「そうだ、情報を集めるためには、もっと精液を飲まないと……」

　必要な情報を得るために、そして解決に導くためにあの男の精液を飲み込む。そう、それはとても自然で当然なことだ。

　そして、精液を飲み込めば私は満たされる。

　ああ、何故気がつかなかったのだ。とても簡単のなことだったじゃなかったか。気づかず悩んでいた自分が恥ずかしい。

「そうとなれば……」

　天恵のような解決策が浮かぶと、私は身も心も軽くなる。

　私は軽い足取りで歩き出した。

　あの男から精液を絞りとり、そして実行に移すために。







「あっ、んっ、ふぁっ、あ、ん、んふううっ！　タイチっ！　わたしイッちゃうのおおっっ！」

「よし、ルナ、出すぞっ！」

「出して出してっ！　きゃううううううううっ！」

　びゅくううっ！　びゅっ、びゅうっ！

　ベッドの上、正常位で絶頂を迎えたルナの膣内からモノを抜くと、俺は濃い精液を横に置いてあるトレイの上に思いっきり放出した。

「ふうっ……気持ちよかった」

「はあっ……はああっ……あっ……」

　イキ尽くしたルナは、くたっとなってベッドに横たわる。

「よし、いいぞリゼット、入ってきて」

　ガチャ！

「…………」

　俺が外に向かって呼びかけるとすぐにドアが開き、リゼットが俺とルナの行為直後の部屋に入ってくる。

「ほら、精液だ。ありがたく頂け」

　俺は精液の乗っかったトレイをリゼットに手渡す。

「んんっ……ふぁっ……はああっ……んっ、は、あああっ……」

　すると、まるで犬や猫が皿に載っているご飯の残りを舐めるように、精液を舌で掬って口に入れてゆく。

「ふぁあっ……んんっ……ふぁっ、ああああっ……」

　そして精液をごくっと飲み込むと、リゼットの表情には城の他の誰もが見たことのないだろう恍惚の色が表れる。

　もちろんこれは俺の催眠術によって仕掛けたものだ。

　だけど、すぐにここまでになったわけじゃない、俺の前で堂々と精液をすするようになるまでには、それなりの手順を踏んだ。

　第一段階目は、俺とルナが行為をしているのをわざと覗かせる。もちろん本人は俺への偵察で偶然見つけた行為と思っているだろうが、当然計算の上でのことだ。

　その行為の後で精液を拭き取った布を残してゆき、それを盗み出させ、こっそりと味わわせる。

　実はこの前フェラチオをさせた後に追加でかけた催眠術は、『俺の精液を取得する行為が、水を飲むようにさも当たり前のように思わせる』というものだった。

　ルナや多くのメイドや兵士、それに貴族に催眠術をかけてゆくうちに、こういった普通の思考では異常としか思えない変態行為も、さも当たり前のように思わせることが可能になっていた。

　つまりリゼットは、俺を排除するために俺から情報を得る。そしてその方法は精液をすすることという、普通なら矛盾と不条理のセット販売みたいな内容でも、それを不自然と考える思考が麻痺し、さも正常なプロセスのように思えている。

　そして精液の布をしゃぶって恍惚になっていたリゼットに、さらに催眠術を重ね、俺が寝ている間のフェラを行わせるようにする。

　それも成功し、毎晩のように夜這いを仕掛けてきては、寝ている俺にフェラをして、精液をすするようになった。

　そうして、俺の精液、そして性行為に対しての抵抗感をどんどん奪い、いまやルナと俺のセックスを見せつけても、そしてそれで射出した精液を飲ませても抵抗がないほどになっていた。

　だけど、そろそろ仕上げどきだな。

「リゼット、俺が呼ぶ前から俺たちの行為をのぞき見していただろ？」

「えっ、あっ……そ、それは……」

「いや、別に責めているわけじゃない。ただ、お前も精液を口から飲むだけじゃなくて、そろそろ別の場所からも味わってみたいんじゃないかな？」

「べ、別の場所？」

「わかっているんだろう？　下の口、お前の膣で直接精液を受け止めて、その熱さや濃厚さを味わうんだよ」

「そ、そんなっ……はっ……あああっ……」

「隠さなくてもいいさ。もう身体がうずいているのはわかっているのだから」

　こいつが処女だというのはわかっていたし、その上、元来持っていたプライドも相当強い。だからこいつへの本番は、催眠術を解除してしまうくらいの衝撃を与えてしまうかもと、今までは念には念を入れて避けていた。

　だが、催眠術を重ねてかけ、さらに俺のスキルも上昇している。そして何よりリゼット自体がそれを求めていて、もういけると確信している。

「あっ、はあああっ……で、ですが姫様の横で、そんな恐れ多いこと……」

　最後に忠誠心が残っていたが、でもそれも大丈夫だ。

「そう言ってるが、ルナはどう思う？」

「えっ……」

　俺が横で寝ているルナに声をかけると、むくっと起き上がる。

「ええ……私もリゼットならば、タイチに抱いてもらってもかまわないわ。ううん、是非抱いてもらって」

　そう言うとルナはベッドから降りて、リゼットに近づき、頰に触れる。

「ねっ、タイチのくれる気持ちよさをいっしょに味わいましょ」

「い、いやしかしっ……こ、この男は……」

「ん？　俺はこの国にとって害悪だって言いたいのか？　だけどお前はそんな俺から精液をもらっていたというわけか？」

「そ、それはっ……」

「冗談だ。でも本当はお前も気づいてるんだろう？　俺がこの国に害を為すどころか、プラスになるってことに」

「えっ……」

「振り返ってみろ。俺がこっちの世界に来てから、ルナやお前が憂いていた国内貴族の腐敗は圧倒的に減って、国力は以前より回復しているのを、お前が気づいていないはずはないだろう？」

「えっ……ま、まさか……」

「そうよリゼット。タイチは国を害していた貴族を操作して、悪どい行為を止めさせていたのよ」

　既にルナには、俺が催眠術を使って貴族たちを操作していることは教えていた。まあつまりそれだけルナも俺に陶酔状態になっているということだけど。

　で、貴族には俺の味方をするというだけではなく、国を害することになっている利権を捨てさせたり、私財を寄贈させ、それを国や庶民の為に使わせた。さらにそれはルナ主導でさせたということで、国民に広めておいた。

　これからのことを考えると、ルナに人望を集めておくことは、それを操る俺にとっても悪いことじゃないからな。

　ま、結果としてこの国が救われてるなら、それはそれでいい。

「た、たしかにこのところ、貴族連中が大人しいと思ったら……」

「そうよ、私の召還は失敗なんかじゃなかった。タイチはこの国の救世主になる英雄なのよ！」

　あれ？　俺、ルナにそこまで大層な思い込みさせる催眠かけたか？　救世主ってのはさすがに俺でも恥ずかしくて、そこまでは思わせてない。

「あ……この男がそんなにも……」

　なんかリゼットに最後に残った理性というか、この国への忠誠心に今のが響いているっぽいし、このまま流れにノッてしまうか。

「そうだ、俺についてこい。そうすれば快楽、そして国への理想、両方が与えられことになるぞ」

「そうよ、リゼットもタイチに抱かれちゃいましょ♪」

「あっ……」

　俺はそのままリゼットに近づき、抱き寄せる。

「あっ……はああっ……は、離せ……んんっ！」

　そのまま手を胸、そして股間にもってゆき、指を動かして刺激する。

「はあっ……んっ、ふぁっ、はああっ……や、やめろっ……んんっ……あああっ……んふぁああっ……」

「ん？　本当にやめていいのか？　お前の身体はもうがくついてるし、やけに吐息は荒くなってるぞ」

「そ、そんなっ……ふぁっ、はあっ、んっ……」

「ほら、いつも上の口で味わって恍惚になっている精液を、下の口から味わうのは、比べものにならないくらい心地いいぞ」

「はっ……あっ……し、しかしっ……や、やはり私は……」

　だけど、どうもまだ思い切りが悪いな。まあルナに対して忠誠の心が強いヤツだから、見るならともかく、自分の痴態を見せるのは遠慮もあるのかも。

「おーいルナ、お前はどうだ？　リゼットが俺に抱かれてイヤか？　もう一度ハッキリ言ってやってくれ」

「リゼットなら全然かまわないわ。私と一心同体みたいなものだし」

「あっ……ひ、姫様……」

「うん、リゼットにだからこそ、私が感じたタイチの素晴らしさを分かち合ってもらって、一緒についてきてもらいたいわ」

「それじゃあ、この女騎士に命令してくれないか？　どうも思い切りが悪いようだし、命令ってことなら納得するだろ」

「うんっ。リゼット、姫として命じちゃうわ。タイチに抱かれて」

「えっ、あっ……」

「イヤ？」

「いっ、いえ！　姫様の命ならば、わ、私はどのようなことでも喜んでさせていただきますっ！」

「じゃあ、決まりだな」

　そして薄い服の中に手を入れ、直接おっぱいを揉み、股間を愛撫する。

「だっ、はあっ……んっ、はっ、あああっ……あんっ！」

　さっきまでの身体の固さはルナの一言ですっかりなくなり、俺の手の動き、指の動きを素直に感じて喘ぐようになっている。

「ん？　やけに気持ちよさそうじゃないか」

「はっ、ああっ……そ、それは姫様のご命令だしっ……んっきゃんっ！」

　どうやら自分に対しても理由付けが出来て、完全に性欲へのせき止めが開放された感じかな。

　となれば、もうすることは決まっている。

「あっ、ひゃんっ！　ふぁっ、はあああっ……」

　乳首を摘まんで捻りつつ、性器の指をさらに深くまでめり込ませると、よがり具合がますます大きくなってくる。

「ふぁふうっ！　ひゃむっ！　んっ、はあっ……そ、そんな、奥までっ、んっ、はっ、あああっ……きゃんっ！」

「いつもの落としてる声と違って、感じた喘ぎは可愛らしい声だな」

「ふぁっ……んっ、はあっ……そ、そんなっ……んっ、んふうっ、あんっ！　ゆ、指入れちゃっ……ふぁっ、あ、あんっ！」

「おや、膣内はもうこんなにとろとろだぞ。ルナに言われる前からこうなってたんじゃないか？」

「そ、そんなっ……ふぁっ、んっ、あはあっ……」

「ふふっ、遠慮しないでいいのよ。いっぱい気持ちよくなってね」

　ルナはベッドからどいて、近くの椅子に座り込む。

「よし、じゃあいくか」

「えっ……あっ」

　おれがリゼットを抱えて、そのままベッドに連れてゆく。

「は、離せっ……か、抱えなくても歩けるっ！」

「ふふっ、リゼットがテレてる♪　可愛いわよ」

「そ、そんな姫っ……」

「よっと」

「きゃっ！」

　そして顔を赤くしたリゼットをベッドの上に落とすと、軽くバウンドしてこれまた可愛い声を出す。

「よし、じゃあまずは邪魔なものをはずそうか」

「えっ、あ、あんっ！」

　そのまま胸に当たっている布をずらしておっぱい──は、この服じゃもう露出しているようなものだったけど──を揉みつつ、乳首を晒す。

「あっ、はあっ……んんっ！」

　それを軽くつまみながら、さらに腰の下着のほうも脱がしてゆく。

「ああっ、ふぁあっ、はああっ……んっ、い、弄りすぎっ……んんっ……」

「そんなことはないだろ？　もう液が外まで溢れてきて、とっても気持ちよさそうな顔してるじゃないか」

「ふぁっ……んっ、こ、この液は、身体が勝手に、そ、そのっ……」

「じゃあ気持ちよくないの？　やめちゃおっか？」

「えっ……あ、そ、それはっ……んっ、ふぁっ、はあああっ……あんっ！」

「いいよね、こことかとくに」

　そう言いながら、指で探り当てたクリトリスのところを擦る。

「んひゃうううっ！　ふぁっ、あ、あんっ！　は、あああっ……そ、そこ、んんんっ！　な、なんでそんな、し、痺れるっ！　きゃんっ！」

「もしかしてクリトリスとか、自分でこうやって激しく触ったことは一度もなかったのか？」

「えっ、あっ……こんなところ、そのっ……滅多にっ……んふうっ！」

　この様子じゃオナニーもまだっぽいな。

　だけどそんなウブなのに、上の口はかなり経験しているというギャップもけっこういい感じだ。

「んふうっ、ふぁっ、あ、んんっ……ひゃんっ！」

　手に力を入れて、おっぱいの中に埋めながら揉みしだくと、身体がびくびくっと反応する。

「んっ、ふぁあっ、あ……ひゃっ！　あ、んんっ！　ゆ、指、は、入ってっ……はああっ……あっ……」

「どう？　指おまんこに入って？　痛い？　それとも気持ちいい？」

「わ、わからっ……ひゃっ、んひゃんっ！　あっ、はああっ……あんっ！」

　はじめての膣内への異物侵入に戸惑っているようだけど、痛がっている様子はまったくないな。

　そのまま具合を確かめるために、指をくにくにと入り口付近で動かし、愛液の水音を立てる。

「ふぁっ、んっ、やっ、はああっ……お、音立てないでっ……んっ、あっ、ふぁっ、きゃううっ！」

　膣はきゅっと締まり、俺の指を鍛えられた下半身の強さ、つまり膣の締まりの力で包んでくる。

「いい締め付けだ。じゃあ俺もそろそろしたいし、本番にしようか」

「あっ、はっ、はあっ……」

　俺のほうもパンツを脱ぎ捨て、そしてベッドに仰向けになる。

「ほら、じゃあ俺の上に乗って挿入して」

「えっ……じ、自分で挿れる……の？」

「ああ。初めてなのはわかってるから、お前の好きな動きでいい」

「で、でもっ……あっ……」

「騎乗位だから緊張してるのか？　ルナはちゃんとこなすぞ」

「うんっ、気持ちいいよ、上に乗って自分で動くの」

「あっ……ひ、姫様がそう仰られるのでしたら……」

　少し緊張を見せながらも、リゼットは俺の上にまたがってくる。

　だけど、こっちに背中を向けてしまっている

「ん？　そっち向きか？」

「あっ……か、顔を見られるのはその……恥ずかしい……」

　こっち向きのほうが、尻も結合部も見えるから恥ずかしいと思うんだけど、まあそれは人それぞれだし、俺にもこだわりはない。

「で、ではいく……んっ、はあっ……んんっ、んんっ……」

　そして尻が沈んできて、俺の先端は、くちゅぅうっと、その中に吸い込まれてゆく。

「ふぁっ……くっ、くふうっ……んっ、はああっ……」

「あっ、そういえば初めてなんだよな。痛いか？」

　なんだったら、催眠術で緩和してやるつもりだ。

「だ、大丈夫だ。騎士たるもの、痛みは慣れている……んんっ、ふぁっ、んっ……はっ、はあっ……」

　そしてさらに腰が下りてきて、俺の肉棒も生温かい肉に包まれてゆく。

「ふぁっ、んっ、はああっ……んふうっ、はっ、あんっ！」

　そして最後、ずんっという感じで尻の衝撃と重みが俺の下半身に伝わり、肉棒が膣の中に埋没した。

「ふぁっ……あっ……はあっ、はっ……入った……っ……」

「どうだ？　痛い？」

「んっ、ふぁあっ……い、いや、そんなに……ぞくぞくとはするが、痛いとはあまり感じない……」

　痛み緩和の催眠をかけてないのに、大丈夫なのか。

　運動している女性は処女膜が破れてもあまり痛くないって聞いたことがあるけど、あれは本当だったのかも。

「ま、それならいいや。じゃあいい感じで上下運動して」

「あ、ああ……んっ、んふっ、んっ、はああっ……」

　リゼットは前に手をついて俺のほうに尻を押し出す恰好になってから、反動をつけつつ、ゆっくりと腰を持ち上げてゆく。

「んっ、はっ……んんっ……あああっ……」

　そして抜けそうなところまでくると、自然と尻が下りてきて、また俺の肉棒を膣の中に収納してゆく。

「んんっ、ふぁっ、んっ、はああっ……んんっ、はっ……」

「最初にしては、なかなかいい感じで腰が動いてるな」

　ルナのときよりも、飲み込みが早い。

「そ、そうか？　ふぁっ、んっ、はあっ……んっ、んふうっ……はっ……」

「それでお前は気持ちいいか？」

「あっ、えっ……そ、それはっ……んっ、ふぁあっ……」

「挿入してケツ振って結合部見せておいて、恥ずかしがってどうする。思いっきり晒したほうが気持ちいいぞ」

「あっ、んっ、んんふうっ……ふぁっ、あっ、あんっ！」

　俺がそう言うと、さっきよりも速く、そしてリズミカルに腰が動く。

「ふぁっ、んっ、はああっ……あっ、はっ、あ、あんっ！」

　背中の向こう側では、普段見られない可愛い顔で感じているリゼットの顔と、ぶるんぶるんと上下に震えるおっぱいが見える。

「あっ、はあっ、んっ、あふっ！　ふぁっ、はっ、あ、あんっ！」

「いいぞ、初体験にしてはすごくうまい騎乗位だな。だけど上下の動きだけじゃ、まだ不十分だな」

「ふぁっ、んっ、あっ……ど、どうすればっ……んっ……」
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「一番深いところまで差し込んで、そのまま腰をうねらせることで膣肉とモノを衝突させるんだ」

「あっ、う、うんっ……はっ……」

　すると俺の言うとおり、一番奥まで肉棒を導き入れて子宮と亀頭の先をくっつけてから、腰をうねらせる。

「んんっ、はあっ……あっ、んふうっ……はあっ、あああっ……」

「なかなか気持ちいいぞ」

「わ、私も、んっ、はあっ……おちんちん、膣内でいっぱいぶつかってっ……ふぁっ、あっ、あんっ！」

　さらに腰はうねるけど、それはまるで、エッチな踊りを俺の上で踊っているような感じにも見える。

「んっ、ふぁあっ、あっ、あうっ！　んっ、ひゃっ、あ、あんっ！」

「どうした、身体がびくついてるけど、イク兆候か？」

「えっ……あっ……はっ、あああっ……」

「いいんだぞ、感じやすいことは恥じなくても。じゃあ仕上げといくか」

　俺は手を伸ばして尻を両側から持つ体勢にすると、そのまま腰を動かして突き上げを開始する。

「えっ……ふぁっ、あ、きゃんっ！　あ、つ、強いのっ、き、きてるっ！　んんっ、んふうっ！」

「よし、このまま俺もイクまで突いて、精液導き出す。当然俺の精液を出すのは膣内だよな？」

「い、いいいっ！　精液いっぱいっ！　んっ、いっぱい気持ちいいの、膣内にどくどくって注いでえっ！」

　肉欲の気持ちよさを加えているところに、精液に対する催眠術の効果があるせいか、俺の言葉を聞いただけで悦びの声が響く。

「そうか、やっぱり口じゃなくて、膣肉や子宮に浴びる精液の気持ちよさも予想出来るんだな」

「う、うんっ！　な、膣内にいっぱいっ！」

「じゃあお前も、俺が射精するように激しく動け」

「ひゃっ、あっ、んふうっ！　あううっ！　きゃうううっ！」

　再びリゼットは上下に激しく動いて、俺の先端と膣奥にある子宮の入り口が激しくぶつかる。

「んひゃあああっ、あっ、きゃふううっ！　んっ、ふぁっ、ひゃううっ！　き、きてるううっ！　んっ、とんじゃう感じキテるううっ！」

「ん？　イキそうか？　そういえばおまんこかなり締めつけてるしな。だけど俺ももうすぐだから、もうちょっとガマンしろ」

「ひゃっ、あっ、ひゃんっ！　はっ、はやくっ……早く精液っ……いっぱいっぱいお腹にいっ！」

　でも膣のいい締まりだけじゃなく、俺の身体の上で乱れる淫乱さもあり、射出まではそう遠くなかった。

「ふぁふううっ！　んひっ、きゃうううっ！　も、もうっ……もうきちゃうから、ふぁあっ、あっ、早く精子ちょうだいっ！」

「うっ……」

　激しく、そしていやらしく精液をねだるリゼットに応えるように、俺の下半身からも急速に射精感がこみ上げてくる。

「んふうっ、きゃあうううっ！　も、もうらめええっ……もうこれ以上耐えられないっ……イクよおっ！　イクイクっ！」

「よし、いいぞ、俺ももう出るっ、いいなっ！」

「ふぁっ……い、いいいいっ！　おまんこにいっぱい、いっぱい精液出してえええっ！　出してえええっ！」

　そして膣内は痙攣し、俺のモノを強烈に締めつけてきた。

「イクッ！　ううううううっ！」

　びゅくううっ！　びゅびゅびゅうううっ！

「んくうううううううううううううっ！　きゃうううっ！　で、出てる出てる出てるううっ!!」

　先端から吹き出した白濁液を膣内で受け止めたリゼットは、がくがくと大きく身体を揺らして絶叫する。

「んくううっ！　い、いいいっ！　精液いっぱいいいいいっ！　おまんこきもひいいいいいっ！」

　その絶叫に合わせるように何度も膣内が締まってくるから、俺も残っている精液をどんどん出してしまう。

「ふぁひゃああっ……ひゃっ、んふぃいっ！　ふぁあっ……あっ、はああっ……ひゃううううっ……」

　そして俺の射出もようやく勢いが止まったのとほぼ同時に、リゼットの絶叫と締めつけも落ち着く。

「ふぁはあああっ……あっ、んふうっ……ふぁむっ……はあっ……」

　俺とまだ繫がったままのリゼットには普段の凜々しい女騎士の面影はない。結合部から体液を垂らして恍惚に浸る、性にまみれた女以外の何者でもなかった。

「聞くまでもないけど、どうだった？　俺の精子を膣内で思いっきり受けた感想は。口よりも何倍もよかったろう？」

「ふぁあああっ……よ、よかった……こ、こんなの、生まれてはじめての、気持ちよさ……こんなのがあったなんてっ……」

「そうだ、これから俺についてくれば、今日だけじゃなくてずっとずっと、こういう気持ちよさにありつけるぞ」

「ふぁっ……だ、だけど……わ、私は姫様が……ふぁあっ……」

　まだそんなこと言ってるのか。意外としぶとい忠誠心だな。

「大丈夫よ、問題ないわよリゼット」

　横で見ていたルナが、俺が催眠術をかけたり何か言うまでもなく、かなりいいタイミングで声をかけてくる。

「私とリゼットはずっと一緒よ。この国を変えるのも、そして気持ちいいのも。だから一緒にタイチについてきて、いろいろしてもらっちゃいましょうよ」

「はっ……はいっ！　姫様がそう仰るのでしたら、このリゼット、喜んで共にさせていただきます！」

　とりあえずこれでＯＫって感じか。

　ずいぶん容易く話が進んじゃった感じだな。だけどそれは、ルナが俺の予想以上に働いてくれたことが大きい。

　この世界で絶大な効力を発揮している催眠術については、俺もわかってないところがあるけど、とくにルナには過剰な効き方をしている気がする。

　しかも俺の都合のいい感じになっている。

　……まさか催眠術じゃなくて、素の状態でも、俺のことをそこまで買うようになったのだろうか？　いや、それは自分をモテ男と勘違いするヤツみたいにイタイ発想か。

　まあどっちでもいい。リゼットもオトしたし、これでもっと俺の野望を広げることが出来る。







「はあああっ……」

　私がタイチに初めて抱かれてから半月は経っただろうか。

　あれ以来、私は今までの憂いが噓のように、幸福感に包まれていた。

　タイチは私が従うようになったご褒美として、身体のどこかにわずかでも精液が付着していれば、至福感を得られるようにしたと言っていた。

　そして私は今、性器に残りの精子の感触を楽しみながら、その心地よさを身体で味わっていた。

「リゼット様」

「ん？」

　振り向くと、そこにはレティシアの姿があった。

　どうやらなにかのついでなどではなく、私に用事のようだ。

　わざわざ、来てくれたのだろうか。

「お久しぶりです。この前は急に……済まなかった」

「いえ、それはいいのですが……あの後、結局どうなさったのですか？　それに関する噂は聞いておりませんでしたから、何事もなかったとは思いますけど……」

「ああ、結局無事に解決したのです」

「えっ？」

「大丈夫、殺生は行っていない。あの男が有害というのは私の勘違いであった。済まなかったな、騒ぎだててしまって」

「そう、でしたか……」

　そうだ、あの頃は圧倒的に思慮が足りなかった。

　しかし、あの男は憂いのあったこの国に、そして姫に幸福をもたらしてくれたじゃないか。

　そして、私にも。

　騎士の私が、女としてこんな心地よさを感じることが出来るなんて。

「あっ……」

　そしてタイチのことを思い出すと、また激しく交わった記憶が思い出されて、精液が欲しくなってきてしまう。

「ではシスター、私は用事があるのでこれで失礼する」

「あっ、はい……」

　そして、私はまた、タイチの部屋にと向かった。精液をこの喉、もしくは子宮で受け止めるために。

「…………」

　レティシアは、ずっとそんな私を見送っていたようだった。
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「……何か、おかしいわ……」

　私は聖堂にある自室に戻っても、先程お会いしたリゼット様に感じた違和感が拭えなかった。

　以前はあれほどまでに憂いをもたれていたのに、今日はあんなにも晴れ晴れとしたお顔をなさっていた。

　もちろんそれ自体はとても喜ばしいこと。

「でも……」

　私は、どうしてもあのリゼット様に不自然な印象を抱いてしまう。

　しかし、回りの人は私が思ったような違和感にまったく気づいていない感じだ。

「私の、気のせいなのかしら……」

　しかし、どうしても気になることがある。

　リゼット様は以前、異世界から呼び出した男がルナ様に害をおよぼしていると見なしてそれを倒しに行かれたはずだ。

　けっきょく、その者が処刑されたという情報は入ってきていない。

　そして、今日のリゼット様の様子は、あのときとはうって変わって、その男に敵意をまったく持っていないようだった。

　だけど、あれほど疑っていたのに、それが完全に晴れる根拠となったものは、いったい何なのかしら……。

「……あっ！」

　そこで、思ってしまった。

　もし、その男に何かあったとしたら、そしてリゼット様、そして姫様に既に何かをしているとしたら。

「そうすれば、リゼット様の今日の様子も説明がつく……」

　聖職者としてはたやすく人を疑ってはいけない。しかし、今の状況ではそんなことは言っていられそうになかった。

「主よ……お許しください。私は真実のため、人を探る行為をいたします……」







　そして数日後の夜──。

　私は大聖堂を抜け出して城の奥に入り、リゼット様を見張っていた。

　本来なら高位の騎士であるリゼット様を追跡することは不可能だったけど、聖なる加護の魔法を使うことで、気配を消して追跡していた。

　そして、彼女は姫様の部屋へと入ってゆく。

「でも、何でこんな時間に……」

　リゼット様が、仕えている姫のお部屋に行くのは不思議じゃないけど、もう寝静まろうとする真夜中にいったい……。

　私は失礼とは思いつつも、ドアの隙間からそっと中をのぞき込んでみる。

「んっ、はあっ……あっ、んっ、はああっ……あんっ！」

「んんっ、あ、はああっ……も、もっと私に精液をちょうだいっ……お、おねがいっ……」

「な……っ……」

　ドアの向こうで、ルナ様、そしてリゼット様がベッドの上で裸になり、淫らな行為をしているのが目に入り、私は漏れ出る驚きの声をかろうじて抑える。

「あっ、んっ、きゃんっ、も、もっとっ、タイチもっとっ！」

「はっ、んっ、あ、あんっ！　き、気持ちいいっ……タイチっ……あ、もっといっぱい、私にもっ……んんっ！」

　もっと驚いたのは、そのふたりの中心には、ひとりの男がいたことだ。

　私が見たことがない、しかし雰囲気がこの国の人間と異なるあの男……あれがもしかして、異世界から来たという男なの？

「こ、こんなことって……」

　私も聖職者とはいえ子どもではない。女性が性的な快楽に浸ってしまうということがあることはわかっている。

　しかし、男性ひとりに対して女性ふたりで交わるなんて、私の知るルナ様やリゼット様では考えられないことだった。

　でも、少なくとも私には魔の力は感じられないから、悪魔が乗り移ったり魅了をしたのではないと思う。

「……もしかして、異世界の何らかの不思議な力で……」

　そんな力があるなんて信じられないことだったけど、それ以上におふたりの行動のほうがおかしかった。

　とにかく、おふたりをこのままにしておくわけにはいかない。

　もしこの国に……世界に仇為す邪悪なものであるなら、たとえ異世界のものであろうと神の名のもとに排除しなければいけない。







　数日後、私は大聖堂にいた。

　私はここにルナ様、そしてリゼット様にお越し頂くように伝えてある。この大聖堂ならば聖なる力で、邪魔が入らない可能性が高かったから。

　仕入れた情報では、今日はあのタイチという男が出かけているという。チャンスは今しかない。

　ただ、不安はあった。

　この世界の魔物であれば、神のご加護による聖の力で、私ひとりでもある程度は対抗出来る自信はあった。

　しかし、あの者は異世界の人間……私の力が通用するだろうか……。

　だけど、危険があろうとやらなければいけない。

「レティシア」

　すると、おふたりが大聖堂に入ってこられて、こちらに向かってくる。

「姫様、それにリゼット様もわざわざお越し頂き申し訳ございません。少し事情がありまして……」

「いえ、それは全然いいんだけど、レティシアはいつも来てくれるから、呼ぶなんて珍しいなって思って」

「ええ、それはその必要がありましたから……」

「必要……」

「ええ、少し失礼致します」

　そして私はおふたりに向かって立ち、意識を集中し、アンチスペル──魔法解除の祈りを開始する。

「……主よ、この者たちを支配する魔の力、滅し、解き放ち給え」

　そして私が祈りの念を込めると、辺りが光に包まれる。

「はっ！」

　そして念をさらに込め、ふたりに向ける。

　どうか、魔の力から解放されますように──。

「えっ……ここは……」

「あれ？　ここ大聖堂？　どうして私、こんなところにいるの」

　すると、おふたりは何故ここにいるのかわからないというように、きょろきょろと辺りを見回している。

　これは、魔法解除が成功したのかしら？

「あの……おふたりとも」

「えっ、あれ？　シスター？」

「すみません、ここ数日のことを覚えておいでですか？」

「ここ数日のこと？　え、ええと……」

　おふたりとも、どうしてここにいるか、そしてここ数日のことを思い出せないという感じで少し混乱されているようだった。

　よかった……どうやら操る力の消滅は、私の知っているアンチスペルの魔法でもうまくいったみたい。

「落ち着いてくださいませ。これから大切なことをお話し致します」







　そして私は、この前リゼット様にお会いしたときの様子、そしてこの周辺で起こっていることをお話しした。

　そして伝えるべきかどうか迷ったけど、重大なことであるため、この前夜、姫様のお部屋で見たこともお話ししたのだ。

「そ、そんな、私が……」

　すると、姫様のお顔がみるみるうちに赤くなってゆく。

「こ、このっ……私がそんなことをされていたなんてっ……！」

　そしてリゼット様もお顔が赤くなるが、それは羞恥ではなくお怒りによるほうが大きいように見えた。

「姫様、動揺されておられるかもしれませんが、落ち着いてくださいませ。今はこの国の一大事なのですから」

「う、うん……」

　さすがは聡明な姫様。その言葉に動揺を抑え、真剣な顔で私の言葉を聞こうとなさっている。

「あの男を放置しておいては、その不思議な力でこの国に、いいえ世界に害をもたらすでしょう」

「では、やはり排除せねばな。今は出かけているようだが、帰ってきたら即、切り捨てよう」

「リゼット様、しかしその前に、ほかにもこの魔術にかけられた者たちがいるはずです。解き放たなくてはなりません。ご協力願えますか？」

「当然だ」

「もちろん、私も協力するわ！」

　これから魔法解除の呪文を何度となく唱えることになりそう。だけど、たとえ私の命が削れようとも魔の者からこの国を守らないと！







　それから私たちは、姫様たちとおなじ魔法にかかっていると思わしき城の者や貴族を呼び出しては、アンチスペル──魔法解除の祈りを捧げ続けた。

　幸い、呼び出したすべてのものは解放が出来ていた。

　ただ、魔法が解けたときはルナ様やリゼット様と同じように、今までの記憶が曖昧で、いつからそのようになったのかは聞き出せなかったけど。

「ご苦労様、レティシア。疲れた？」

「いいえ、大丈夫です。かなり魔法解除も進んだようですし」

「それなのだが、少し問題があってな」

「どうしました？」

「以前から姫に良い感情を持っていなかった貴族が、呼び出しに応じないのだ。しかしそいつも状況から考えて、おそらく魔法にかかっている」

「そうですか。では私が赴こうかと思います」

「いいの？　郊外の館だし危険はないかしら？」

「そんなことは言ってられませんわ、姫様」

「わかった、では私が護衛させて頂く」

「それは心強いですわ」




　そして私は次の日、リゼット様と共に、その呼びかけに応じない貴族が住むという屋敷に向かった。

「こんにちは。大聖堂のシスター・レティシアと申します。本日はお話があって参りました」

　そう召使いに告げると、さすがに神を崇める者としての名を出しては断れなかったのか、屋敷の中に通される。

　あとは、その貴族がこちらに来たら、そのまま魔法解除の祈りを開始すれば魔法も解けるだろう。

「やあ、いらっしゃい」

「……えっ……」

　しかし、奥から出てきたのは、私の見覚えのある顔だったが、貴族ではない。

　この男は──。







「あ、あなたはあの、異世界から来たっていう男！」

「たぶんお会いするのは初めてですよね、シスターレティシア。伊達太一と申します。ルナたちからは、タイチと呼ばれております」

　俺がレティシアの前に姿を現すと、その綺麗な顔は驚きに支配される。

　まあ無理もない。ほんの少し前まで、俺がこんなところから姿を現すなんて夢にも思ってなかっただろうから。

「な……なんであなたがここに……まさか！」

「罠、って思った？　うん、大体あってる」

「で、でも姫様の魔法は解いたはず……」

「まあつまり、最初からルナもリゼットも元に戻ってなんてなかった。だけど俺の命令で解かれたようなフリをさせてた、というのが一番わかりやすいかな」

「な、なっ……」

「もちろんその他大勢の人の術も、解けてないよ。そもそも俺のやってる催眠術って、この世界で言うところの魔法と違うし。全員が全員、解けたフリをしていただけ。それも俺の命令でね」

「な、なんでそんなこと……」

「うん、それは前からレティシアのこと、ふたりから聞いてて知ってたから。そしていろいろ力を貸してもらえたら嬉しいし」

「あっ……はっ！」

　そこで気づいたのか、レティシアは逃げだそうとドアに向かう。

　これだけ丁寧に説明して逃げられたり反撃されたら、典型的な悪役とか犯人パターンだけど、その辺にぬかりはない。

「すまない、レティシア」

　しかし、あらかじめそれに備えさせていたリゼットが、彼女の腕を掴む。

「は、離してくださいっ！」

　そして同時に、レティシアが出て行こうとしたドアからは、ルナが入ってくる。

「ゴメンねレティシア。でも、私たち、レティシアにも私たちの仲間になってほしかったの」

「ふ、ふたりとも目を醒まして！　あなたたちは操られているのです！」

　昔のマンガの感動シーンなら、ここで友情から目が醒めるところだが、現実はそうは甘くなく、ふたりとも呼びかけに応えることはない。

「では、儀式を始めようか、レティシア」

　もう取り繕って話すことはないから、上から目線でそう告げる。

「ぎ……儀式!?　私に何をするつもりです！　ふたりと同じように怪しい術をかけるつもりですか！」

「まあ、かかってしまえば、いろいろ楽しくなるからさ」







　そして数時間後──。

「くっ……うっ……」

「う～ん……オチてくれないな」

　催眠術をかけようとしたのだけど、なかなか催眠状態にはなれないようだ。

　元の世界でも意志が固い人には催眠術は効かなかった。彼女はこの世界ではじめてかもしれない、そのかかりにくいタイプらしい。

「ダメ、か？」

　レティシアを捕まえていたリゼットが少し心配そうに話しかけてくる。

「ああ。どうも今までと同じ方法じゃダメっぽい。もしかしたらレティシアってこの国の誰よりも、ひょっとするとリゼットより精神力強いかもしれないな」

「そう言われると騎士としてのプライドが傷つくが、そうかもしれん。何せ彼女は教団でも一目置かれるくらいの聖女だからな。意志の強さも相当なはずだ」

「う～ん……それが弱まるくらいのことをしてしまえばいいのかもしれないけど……俺の流儀には反するな」

　まあ、催眠術でいろいろ滅茶苦茶やってることは自覚してるから、自己満足な流儀なのかもしれないけど、それでも女性を衰弱させるってのは気がひけまくる。

「私もそんな手荒いことをするのは反対だ」

「心配するな。そんなことはしない」

「ふむ、それでこそタイチだ」

「とはいえ、どうするかなあ……とりあえず今日はこの屋敷で休んでもらうことにしよう。後を頼む」

　ま、今まで簡単すぎるくらい催眠術にかかったから、このくらい手応えがあったほうが面白い。

　ま、次の手は考えてあるのだけど。







　そして、次の日──。

「んっ……んんっ……」

　正午になるかならないかという頃、俺がベッドの横で見守っていると、そこで寝ているレティシアが目を醒ます。

「お寝坊だね」

「あっ……あ、あなたはっ！」

　すると、ベッドの上でがばっと起き上がる

　そして寝起きでも、すぐに今の状況を認識して、俺のほうを睨んでくる。

「あっ……ま、まさか私が寝ている間に、身体に何かっ……！」

「とりあえず襲ってはいないよ。自分でわかるでしょ？」

　しかしレティシアはほっとするでもなく、綺麗な目をつり上げてさらに俺のことをきっと睨みつけてくる。

「……あなた、私に何をするつもりですかっ！」

「まあとりあえず、言うことを聞いてくれたら助かるかなあって」

「誰が、あなたのような邪悪なものにっ！」

「そっちから見れば邪悪か。でも俺だって異世界から頼みもしないのに呼ばれていきなり殺されそうになったんだしなあ」

「あっ……。し、しかしそれだからといって、このような行動を許す訳には、まいりません！　神の名において征伐いたします！」

「悪魔じゃないんだしさ、もっと仲良くしようよ。話くらい聞いてさ」

「そう言って、またあの悪魔のような戯言を吹き込もうとするつもりでしょう！」

　催眠術が『悪魔の戯言』か。なかなかいいネーミングでちょっと気に入った。

「でも無駄です！　私にそれは効かないのは昨日見たでしょう」

「まあね、だからちょっと変化球で攻めるよ」

　パン！　パン！　パン！

「えっ……」

　俺は手を三回叩く。

　でも見た目はとくに何も変わらず。変化があるとすればレティシアが少し突然の音に驚いているくらいだ。

「な、何!?　悪魔の戯言は私には聞きませんよ！」

「うん、シスターの表面的な心理思考を支配出来ないのはわかっている。だから、深層心理に直接訴えてみることにするよ」

　そう、これは俺が今まで行ってきた催眠術の、発展系として開発したもの。

　人間、普段自覚する思考が表層的なものであると同時に、そこには浮かばないので自覚しづらい、だけど行動を司ることのできる深層心理的なものがある

　ま、細かい説明はめんどくさいので省くけど、表層心理のほうにガードがかかっていても、その奥に訴えかけることが出来たら……。

「さて、今から俺はお前を抱く」

「えっ……な、なっ……」

「ただし、部屋から出て逃げたらしないし、追わない」

「う、噓……」

「いいや、とりあえず逃げてみたら？」

「…………くっ……」

　半信半疑っぽいながらも、レティシアはベッドから下りて逃げようと……。

「えっ、あ、あれ……な、なんで!?」

　しかしレティシアはベッドの上から下りない。

「あ、あなた私の身体に何かしたの!?」

「したといえばしたかな。ただし、逃げないのはシスターの意思だ。つまり、ここに留まって俺とセックスしたいっていう、本当の気持ちのね」

「えっ……な、そ、そんなわけないっ……」

「いいや。お前を強制的に導かせる催眠術は無理だった。だから方針を変えたんだ。それはつまり、自分の心の奥にある欲望のとおりに従うように、ってね」

「えっ……」

「だから、いつもは表層的な理性が動かしている身体を、今は欲望が支配して動かすようにしてるんだ。意識は理性的なままだけどね」

「う、噓をっ……そんな噓に騙されるものですか！」

　しかしこれは本当。

　どうもこのシスター、自分でも気づいていないようだったけど、性的な欲求を身体の奥に押し込めてしまっているようだった。まあこんな豊満な身体なのに、ずっと禁欲の生活じゃあそうなるのも不思議じゃない。

　だからその本能の部分を誘発するのは、俺から命じるものではなくて自分に従うものであるので、催眠にもかけることができた、というわけだ。

「まあ信じても信じなくても、することには変わりないけど」

「ひゃっ……あっ！」

　俺がベッドに近づくと、レティシアは身体をベッドに横たわらせる。

「なっ……か、身体が勝手にっ……んっ……」

「それがレティシアの本能なんだよ。心の底では俺に抱かれたいから、ベッドに横になるというね」

「そ、そんな噓よっ！　うっ、くっ、うううっ！」

　しかし、意思では身体を動かそうとしているのに、ベッドからはまったく離れない。

「な、なんでっ……んんっ！」

「だからそれがお前の心の奥に隠れていた本当の気持ちさ。俺はそれをちょっと身体に表れるようにしただけ」

「う、噓つかないでよ！」

　しかしこれ以上やりとりしても埒があかなさそうなので、さっそく行動に移ることにするか。

「さてと、じゃあ行為のための準備をそっちもして」

「えっ……ふぁっ、あ、あうっ！」

　すると、レティシアは服に手をかけ、それを外してゆく。

「な、なんでっ……か、身体がいうことを……はっ、あああっ……」

　表情は焦っているのに、首から下は反対に乗り気で、さっさと服を外しているのが俺から見てもおもしろい。

「きゃっ……きゃああっ！」

　そして、服の下からはとても大きなおっぱいがぼろんっと零れ出る。

「ほう、その身体の凹凸が出にくい服を見てても思っていたけど、やっぱりものすごく乳がでかいな」

「や、やめて、み、見ないでっ……んっ……はあっ……」

「ちょっと自分で揉んでみろ。そうしたら俺も次の気持ちよさを与えてやる」

「えっ、あっ……ふぁっ、んっ、あ、あんっ！　手、手が勝手に……んっ、きゃんっ！」

　レティシアの手は勝手に自分の胸をまさぐりはじめる。

「ど、どうしてこんなっ……ふぁっ……んっ、きゃんっ！」

　すると、戸惑いの表情の中にも、感じている顔、そして喘ぎが混じるようになる。

「禁欲生活だったんだろ？　ここならほかに誰もいないから、もっと感じちゃってもいいんだぞ」

「だ、だれがっ……ひゃっ、んんっ、ふぁんっ！」

「ほら、乳首も勃起してきた。そこを弄り回すと気持ちいいと思うぞ」

「なっ……ひゃっ、えっ、ど、どうしてそんなっ……きゃうううっ！　んっ！　きゃんっ！」

　自分自身の指が乳首をつまみ、そこを捻るように刺激すると、豊満な胸を揺らしてベッドの上で跳ねる。

「あっ、はああっ……ふぁっ、んっ、ひゃうううっ！　んっ、んふっ！」

「乳首はとくに敏感なようだな、覚えておこう」

「はああっ……そ、そんなっ、んっ、ふぁっ、あっ、んふうっ！」

　さっきまで俺を睨みつけていたような視線は、すっかり紅潮した感じ顔と焦りの混じったものに変わってきてしまっている。

「ふぁっ、んっ、あっ、んふううっ！　はあああっ……も、もうやめてっ……こ、こんなのっ……」

「だからこれは、本当のレティシアの欲望を表に出しただけなんだって。だから本心からやめたいと思えば、止まるはずだけど」

「う……噓……だって、ふぁっ、ひゃううっ、あっ、あんっ！」

「まあずっとガマンしてると心にも身体にも悪いし、ここで一気に解消しちゃったほうがいいんじゃない？」

「そんなっ……ふぁっ、あ、あんっ！」

　すると俺が命令してもいないのに、下着を脱ぎ、そして脚を開く。

「ああっ……な、なんでっ……んっ、んふううっ！」

　そして片方の手は乳首、そしてもう片方の手が女性器にもってゆかれ、そこを擦り始めた。

「ひゃっ、んんっ、きゃうううっ！　な、なにこれっ……んっ、ふぁっ、あ、あんっ！　んふううっ！」

「オナニーも初めて？　じゃあもうすごく気持ちいいんじゃない？」

「んふうっ、ふぁっ、あっ、きゃふうっ！　んっ、はああっ……ああああっ、はっ……あううっ！」

　指はクリトリスを中心に弄り続け、透明な液体が膣から漏れ始めていた。

「濡れてきた濡れてきた。その液を混ぜるようにして掻き回すと、もっと気持ちよくなるから」

「ふぁっ、んっ、はあっ……あああっ、も、もうやめっ、やめ、てっ……ん、んくううっ！」

　でも、このままだと本当にイクまでオナニーし続けそうな勢いだな。

　心理的抵抗がある分、欲望が解消されると身体への効果も弱くなりそうだし、そろそろ次の段階に移るか。

「でも、指だけじゃそろそろ満足出来なくなってきただろう？　もっといいものが欲しくないか？」

「んんっ……はああっ……えっ……んんっ……」

　俺はズボンを脱ぎ、パンツも脱ぎ捨てて、もうすでに怒張しているモノを惜しげもなく晒す。

「そ、それっ……あっ……だ、男性の性器……んっ、はっ、あっ……」

「そう。どうだ？　俺のを見た感想は」

「あっ……はあっ……あああっ……はああっ……」

　だけど近づけても、もう表情でも嫌悪は見せず、紅潮した感じが強くなっている。

「よし、いくら何でも、これを本来どういう用途に使うのかってのは、もちろんわかっているよな？」

「はあっ……ま、まさかっ……あっ……」

「よし、じゃあお前がもし受け入れるなら、その準備をするんだ」

「えっ……まっ……あっ、あああっ……」

　するとレティシアの脚がより開かれ、その濡れまくった性器をさらけ出す。

「それだけ濡れていれば、もう準備はよさそうだな」

「やっ……や、み、見ないでっ……はああっ……あっ……」

　だけど言葉とは裏腹に、脚のほうはさらに開いてゆく。

「や、やああっ……はっ、ああああっ……」

「じゃ、するか」

　ベッドに乗っかり、肉棒を性器に近づける。

「や、やめっ……やめて、挿れないでっ……」

「もう正直になれよ。挿れていっぱい気持ちよくなりたいんだろ？」

「ち、違うっ……はっ、あっ……」

「安心しろ、痛みはない、気持ちいいのだけいっぱい感じるようになる。そういうようにした」

「えっ……」

「じゃ、いくぞ」

　開かれた脚の間に入り込み、両方の脚を持って正常位の形をとる。

　そして先端を綺麗な色をした膣肉に埋めて、染み出ている愛液を亀頭にまとわりつかせた。

「ああっ……はっ、ダメ、ダメっ……んんっ……」

　腰を前に出してゆくけど、上の口からの言葉とは裏腹に、下の口はあそこの肉がひくついて俺の亀頭に吸い付いてくる。

「ふぁっ、はあっ……あっ、んあっ……は、あうううっ！　んくうっ！」

　そのまま愛液に滑らせて一気に挿入すると、ベッドの上でレティシアの身体がびくびくっと跳ね、おっぱいもぶるんと振動する。

「ふぁあっ……あっ、はああっ……うううっ……は、入って……わ、私の膣内に男性のものがっ……あああああっ……」

　しかしここで止まらず、さっそくぬるっと抜いてゆき、またずぶずぶずぶっと挿入してゆく。

「んふうっ、ふぁっ、んっ……」

　肉棒には処女の証である血がついていたけど、痛みのそれはそんな強くなさそうだったのでそのまま前後運動を続ける。

「あっ、んくうっ……あううっ！　んんっ、ふぁっ、あっ、あんっ！」

「なんか初めてにしては、相当気持ちよさそうだな」

「そ、そんな、わけっ……ふぁっ、あっ、きゃんっ！」

「そう言うわりには、すごく気持ちよさそうに反応してるし、お前の顔だってかなり蕩けてるぞ」

「ち、違っ……そ、そんなわけっ……ひゃっ、あうううっ！　んひゃんっ！　ああっ……はっ、あんっ！」

　さらに突きを激しくすると、身体がさらに大きくびくびくっと痙攣する。

「ふぁっ、あっ、ひゃんっ！　あっ、はああっ……んっ、んふううっ！　あ、は、激しいっ……んっ、あんっ！」

「本当はとっても気持ちいいんだろう？　じゃなければそんな可愛らしい喘ぎ声は出ないよな」

「なっ……くっ、くふうっ……ふぁっ……んふうっ！　きゃふっ、んんっ！　ひゃんんっ！」

　俺の言葉に喘ぎを堪えようとしたみたいだったけど、無駄だったようだ。

「別に隠すことはないぞ。気持ちいいなら素直に声を出せばいいんだ。それが普通の人間なんだから」

「き、気持ちよくなるって……あ、あなたが無理矢理、悪の魔法でっしてっ……んっ、んんっ！」

「気持ちいいことは認めるんだな」

「ああっ……だ、だからそれはあなたがっ……ふぁっ、あんっ！　ま、魔法っ……んふうっ！　ひゃんっ！」
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　実はレティシアに、気持ちよくなる催眠術はかけていない。

　それは今の状態じゃまだ、心までは支配出来ないからだけど、これだけ気持ちよくなっているということは、やはりそれだけ性的欲求があったということだ。

　そして無意識のうちに俺の催眠術のせい、という言い訳を手に入れて、抵抗が崩れたというわけだ。

「ま、それなら俺のせいでいいから、いっぱい気持ちよくなってよ。イッちゃうまでいっぱい」

　ま、今はそれをこれ以上バラしてショックを受けさせるよりは、セックスの味をたっぷりわからせたほうがよさそうだな。

「んふうっ、ふぁっ、あっ、ひゃっ！　あうううっ！」

　さらに激しく突き入れたり、時折腰をうねらせて膣内で肉棒を暴れさせると、おっぱいをぶるぶると揺らしながら喘ぎ声が部屋に響く。

「ふぁっ、くふうっ、ひゃんっ！　あっ、んふううっ！　えっ……あっ……」

「ん？　どうかしたか。なんか戸惑ってるのか」

「えっ……い、いえっ……あっ、は、あううっ！」

　あっ、もしかして……。

「絶頂感が襲ってきてるのか？　イキそうなんだろ」

「えっ……なっ……」

「いくらなんでも知識では知ってるだろ。性の絶頂感が襲って身体がぞわぞわした感じになってるんじゃないか？」

「えっ……そ、そんなっ……んふうっ！　ひゃっ、あ、あああああっ！　ふぁああっ、あっ、あうううっ！」

　うん、本人は初めての体験でわからないのかもしれないけど、これはイク前兆だよな、どう見ても。

「いいぞ、そのまま衝動に委ねるんだ。俺も同時に出すぞ」

「だ、出すって……」

「精子だよ、男はイクときに出るものだからな」

「えっ……やっ、やめっ……膣内には出さないでっ！　出しちゃダダメっ！　ダメダメダメえっ！」

　どうも本気で嫌がっているようだな。逆に、本能的な嫌悪なのかも。ここで中出しはショックが大きすぎるし、今日はやめておくか。

「わかった。外に出すから、その代わり何も気にせず絶頂を迎えろよ」

「ふぁっ、んっ……きゃううっ！　んふううっ！　ひゃんっ！」

　すると少し気が緩んだのか、さっきよりも大きく喘ぐようになる。

「んくううっ！　ひゃ、あっ、んふううっ！　んっ、ふぁううっ！　あっ……か、身体、あん！　とんじゃいそうなのっ……ひゃううっ！」

「よしイキそうなんだな。そのままイケ！」

「きゃうううっ！　ひゃああっ、あっ、んひいいっ！　んふうっ！　ぞ、ぞくぞくするの止まらないっ……んひいいっ！」

　膣肉は急激に締まってきて、身体ががくがくっと振動する。

「んふううううっ！　とんじゃうううううううっ！　きゃううううううっ！」

　レティシアのイキ声を聴きながら、俺は急いでモノを抜いて、おっぱいの上にもってくる。

　びゅっ、びゅくっ、びゅうううっ！

「んひゃっ！　きゃふうううっ！　んひいいっ！」

　レティシアは俺の精液をその大きな胸で浴び、何度か痙攣する。

「ふぁあああっ……はあっ……あっ、はああっ……」

　しかし何度か荒い息継ぎをすると、そのままくたっと寝込んでしまった。

　今までずっと溜まっていた欲望を吐き出して、体力も使い果たしてしまったからだろうな。

「ま、とりあえず成功だな」

　リスクはあったけど、レティシアが想像以上に感じやすかったのが、だいぶ都合がよかった。

　ま、今日だけでオチるって考えるのは都合が良すぎるだろう。

　でも、明らかにこいつの中に、性に対する欲求があるのがわかった。

「さて、どう認めさせて、心の壁を壊して俺に従わせるか……」

　ま、じっくりと教えこんでいくことにするか。







　レティシアの処女を奪ってから十日ほど後──。

「う～ん、かなりしぶといな」

　俺は城の自室で唸っていた。

　ここ数日、レティシアの身体だけじゃなく、心も屈服させるようにいろいろと快楽を教え込んでいた。

　そして、最初に比べれば、抵抗の態度もだいぶなくなってきていた。ただこれは俺の力だけじゃなく、ルナやリゼットがレティシアと話し合っていることが大きいかもしれないけど。

　しかし、どうも最後の心の防御を突破できないのか、催眠術も効かない

　これはまだ、信心という拠り所が強いせいだろうか。

　バタン！

「タイチ、一大事だ！」

　しかしいきなりドアが開いたかと思うと、リゼットが真剣な顔を見せてくる。

「どうしたんだ？」

「教団の総本山が、我が国への包囲網を張るために、敵国に呼びかけを行っているという情報が入った」

「なんだって？」

「どうやら、レティシアが以前総本山に、この国が悪魔に支配されているかもしれないと伝えていて、それが現実味を帯びてきているせいらしい」

「う～ん……予期していないところから伏兵が来た感じだな」

　たしかにそのうちに、この国外の奴らにも催眠術をかけてゆこうとは思っていたけど、そうする前に攻め込まれたら話にならない。

「あとはレティシアが、総本山にとっては行方知れずなことが、疑いを大きくしているようだ」

「あー……なるほどな。ここにはいるんだけどなあ」

　今、レティシアはあの館にそのまま幽閉しているからな。そりゃ催眠術にかかってないヤツからみれば、行方不明として気になるか。

「すまない……以前私がお前のことについて、彼女に調査を依頼したのが、今になってこう影響してくるとは」

「いや、俺の対策不足だ。お前は何も悪くない」

　ただ、問題は残ったままだ。

　今のレティシアを表に出したとしても、俺のことを非難して排除するように伝える確率が高い。

　本来はレティシアの心を催眠術で支配して、俺たちの味方にした状態で解放するつもりだったが、時間がかかってしまっているのが裏目に出ている。

「う～ん……いちかばちかだけど、催眠術で心に完全に支配するのはあきらめるか」

「じゃあどうするつもりだ？」

「支配出来ないなら、自分の意思で俺の言うことを聞かせるしかないな」

　俺はそのまま、レティシアを閉じ込めている屋敷に向かった。







「やあ、どうだ調子は？」

「あっ……あなた……また来たのですね」

　こちらを向くけど、最初の頃みたいな敵対の視線はない。

「…………」

　というか、俺のほうをじっと見られているような。

「ん？　俺をそんな見ちゃって、惚れたか？」

「バ、バカなことを言わないでください！　ただ……」

「ただ？」

「……ここ数日間、私のお世話をしてくれているリゼット様、それにルナ様と話をしているのですが、彼女たちはあなたがこの国を平和に導いてくれると言っています。しかもなんの疑いのない目で」

「ああ、そうか」

「普通ならあなたが操っていると考えるのが自然ですが、彼女たちには操られている悪魔の力も不自然さも感じないのです。そして道理にもかなっている」

「まあな。少なくとも、かつてあのふたりがこの国の腐敗を直そうとしていたことと、俺のしていることの多くは合致しているはずだぞ」

「…………あなたはいったい何者なのですか？」

「異世界から来た人間としかわからない。それ以外だったら俺が聞きたい」

「…………」

　レティシアが何を言いたいのかわからないけど、少なくとも以前より俺に対する敵対心は消えていると見ていいのか？

「……変なことを聞いてしまいましたね。では……」

　すると、レティシアはベッドに移動して、着ていたものを脱ぎ始める。

「ん？　脱ぐ？」

「だって、今日もするのでしょう？　でしたら、服をいちいち汚してしまうのは無駄ですから、最初から脱ぎます」

　あれ？　今までこんなことなかったけど、これはもしや……。

「なあ、もし今日は話を聞きに来ただけでナシ、とか言ったらどうする？」

「えっ……」

　すると、一瞬だけど、すごく物惜しそうな顔をする。

　これは俺の思ったことが、かなりうまくいきそうか？

「冗談冗談。レティシアだって準備してくれているのに、気持ちよくさせないわけないからな」

「そっ、そんなっ……私はただ……」

「いいから、いいから」

　俺の目的、それは心で催眠術が効かないのなら、もう心への催眠術は抜きにして、身体に気持ちよさを教え込んで、虜にしてしまおうという作戦だ。

　これならレティシアにとっては自分の意思で行動していることになるし、言うことを聞かすという目的にもたどり着く。

　五分五分くらいの賭けのつもりだったけど、案外容易かもしれないな。

「じゃあ今日は俺も全裸。だからそっちも脱いで」

「え、ええ……し、仕方ありませんからっ……」

　そのままレティシアは服を脱ぎ、畳む。

　俺のほうはそのへんへ服を脱ぎ散らかし、全裸になる。

「ほら、もうレティシアの裸を見てビンビンだぞ」

「あっ……」

　視線が俺の股間に向けられ、これはうまくいくという確信を得た。

「あ、あんっ！」

　俺はそのまま全裸のレティシアをベッドに押し倒し、まずはその豊満なおっぱいを揉みまくる。

「ふぁっ、んっ、はあっ……あっ、あんっ！　んっ、んふうっ……ふぁっ……はあっ……んっ！」

　そして同時に乳首を弄り回すと、ベッドの上でびくびくっと跳ねる。

「やっぱり乳首は一番感じるな。大きい胸だから鈍感ってことがまったくなくて、いい感度だ」

「んっ、はあっ、そ、そんなこと言わない……んっ、でっ……はあっ……」

「いいじゃないか、気持ちよくなるポイントが多いにこしたことはないぞ」

　そのまま乳首をこねくり回しつつ、脇腹や背中も愛撫する。

「んっ、はあっ、あっ、きゃんっ！　ふぁっ、んっ、んふうっ……はあっ……あうっ！　んんっ！」

　そして、乳首に口を持ってゆき、舌を出して舐め回す。

「んひゃううっ！　あ、あんっ！　な、舐めちゃダメっ！　じんじんしちゃううっ！　んっ、んふううっ！」

　しかしかまわず舐め続け、さらに勃起してきた乳首を軽く嚙む。

「んふうっ！　ひゃんっ、か、嚙んじゃらめえっ！　びりびりしちゃうっ！　きゃううううっ！　きゃんっ！」

　さらにそこに口をつけて、ちゅば、ちゅば、ちゅばっとわざと吸ったり、舐める音を立てる。

「ふぁっ、ひゃっ、あ、んふうっ、きゃんっ！」

「ふううっ……だけどこれだけでかいおっぱいなら、本当に吸い続ければミルクが出てきそうな感じがするな」

「そ、そんなの出ないっ……き、気持ちいいだけですっ……」

「あっ、やっぱり気持ちはいいんだね」

「えっ、あっ、そ、そのっ……きゃんっ！」

「いいから、いいから。あ、あと予告しておく。今日は催眠術はまったくかけないから、そのつもりでいて」

「えっ……」

「そう、今日は素の状態での、肉と肉のぶつかり合いだな」

　再度乳首を吸い、さらに愛撫する手を股間のほうに持ってゆく。

「きゃううっ！　んっ、はああっ……あっ、あんっ！」

　そして手を脚の間に入り込ませると、指を女性器の筋に沿うように撫でる。

「んふううっ！　ふぁっ、あ、あんっ！　はああっ……んっ、んくっ……」

　予想したように、すでにここはしっとりと濡れている。

　そのまま指先についた愛液を塗りつけるように、性器の周辺を弄くり回す。

「はっ、んっ、きゃんっ！　はああっ、んっ、ああああっ……」

「ぷふぁああっ……乳首舐めるのとおまんこ触るの、どっちが気持ちいい？」

「えっ、あっ……そ、そんなの比べられませんっ……ふぁっ、あっ……んんっ……はああっ……」

「じゃあ両方ミックスするか」

「えっ……ん、んんっ……ひゃんっ！」

　おっぱいから離した頭を下に移動させると、がばっと開脚させる。

　そのまま中心の濡れたピンクの部分に頭を持ってゆくと、舌を伸ばした。

「えっ……ひゃっ、あ、んふううっ！　な、何っ……ひゃふうっ！」

　こいつにクンニをしたのは初めてだったせいか、驚きの声が出るけど、その後はすぐに喘ぎに変わる。

「ふぁっ、んっ、や、ら、らめっ……な、舐めちゃっ……ふぁあっ……んっ、はあっ……あああっ……ひゃうううっ！」

「ぷふぁわあっ……舐められるのイヤか？　気持ちよさそうだけど」

「で、でもそんなところ、汚いしっ……」

「別にそうは思わない。俺が舐めたいから舐めてるんであって、そこを汚いとか思わないし」

「えっ……あっ……で、でもっ……んっ、ひゃっ、あ、あうううっ！」

　戸惑う隙を与えず、また舌を這わせ、それを膣口から軽く押し込む。

「ふぁっ、あっ、は、入ってっ……んんっ！　し、舌があそこに入ってっ、ふぁっ、あっ、あんっ！」

　レティシアは俺の頭に手を伸ばして押さえるけど、かまわずにそこの柔らかい肉を舐め続ける。

「ふぁっ、あっ、あんっ！　はあっ、んっ、んふうっ！　ら、らめっ……ふぁっ……んっ、んくううっ！」

「ふぁああっ……さて、このまま舌でイカせてほしいか？　それとも、チンポのほうはいいか？」

「えっ、あ、あのっ……はああっ……んんっ……し、舌よりは、あっ……や、やっぱりそのっ……んんっ！」

「ハッキリ言って」

「あっ……お、おちんちんのほうが……んっ、あんっ！」

　すでにレティシアの中には、セックスを拒否するという選択肢はないようだ。

　よし、これはいけるな。

「じゃあ、ほら」

　俺はそのまま仰向けになり、チンポを突き立てる。

「えっ……これは……」

「俺の上に乗って、自分で入れて」

「じ、自分で？」

「ああ、今までも似たような体位でやったことはあるし、出来るだろ？」

「あっ……はい……」

　自分で挿入して動くという行為に対してももう抵抗は見られず、俺の上に乗り、屹立した肉棒の上にまたがってくる。

　俺は心底、騎乗位が気に入っていた。催眠のせいもあるが、献身的な姿が最高にそそる。

「え、ええと……」

「ほら、チンポを持って、それで自分の膣内に導いていって」

「あ、はいっ……んんっ、んっ、んっ……」

　俺の言うとおりに肉棒を支えて垂直にすると、するっと腰を下ろしてきて、自らの柔らかい女性器肉へと触れさせる。

「んんっ、ふぁあっ……はっ、はああっ……」

　そして愛液が滴っている肉壺の中に、ずぶぶぶぶっと肉の棒を埋めていった。

「ふぁっ、んっ、はああっ……んっ、ひゃっ、あ、んふううっ！」

  亀頭が奥に到達した時点で、背をのけぞらして、びくびくっと軽く身体を振動させる。

「ん？　もしかして、まだ挿れただけなのにイッちゃったのか？」

「ふぁあっ……はあっ、す、少しだけ……はああっ……」

「少しだけなら、このまま続けるか」

　そう言って、俺のほうから腰を動かす。

「えっ、ちょ、ちょっと待って……んふうっ、ひゃっ！　きゃんっ！」

　イッたばかりで敏感になっているのか、俺が少し動いただけで、身体をびくっと跳ねさせて喘ぐ。

「んふうっ！　ひゃっ、ふぁっ、んふううっ！　か、感じすぎちゃうっ！　んふうっ、きゃんっ！」

「いいんだよそれで。何度も絶頂を、天にも上る気持ちよさを感じろ」

「ふぁっ、あっ、んっ、はあああっ……あっ、んふうっ！」

　少し慣れてきたのか、焦りは消えて落ち着いた感じで、俺の突き上げを味わうようになってくる。

「ほら、お前からもちゃんと動かないと。騎乗位なんだからさ」

「はっ、いっ……んんっ、んふっ、んんっ……ふぁっ、あんっ」

　少しのけぞったような感じのまま、俺の上では上下運動が開始される。

「ふぁあっ、はっ、あっ、んっ、はあっ……あんっ！」

「どうだ、気持ちいいだろ」

「ふぁっ、ふぁいっ……んっ、い、いいですっ……」









[image: ]











「じゃあだんだん上下の動きを速くしてゆけ。お前の耐えられる限界まで」

「あっ……んっ、ふぁあっ……んっ、ひゃっ、はううっ！」

　命令に従って、レティシアはさらに上下のスピードを上げる。

「ひゃっ、んふうっ……あ、あんっ！　きゃふううっ！」

　しかしスピードが上がる毎におっぱいがぶるんぶるんと迫力の揺れ方になってて、威圧される感じだ。

「んふぁっ、んっ、きゃうううっ！　あっ、ひゃっ、あ、あんっ！」

　そしてなおもスピードが上がり、結合部から立つ水音もどんどん大きく、そしていやらしくなってくる。

「いいぞ、すごい擦れてとっても気持ちいいぞ」

「わ、私もっ……き、気持ちいいっ、も、もっとっ、もっとお願いっ、ふぁっ、あううっ！」

　これ以上だと膣内から肉棒が抜けてしまいそうなくらいにまで高速で擦れ、喘ぎも一段と大きくなる。

「んふうっ！　きゃううっ！　ふぁっ、んんっ！　ひゃうううっ！」

　結合部はもう愛液が擦れあって白い泡となり、そこかしこを濡らしまくっている。そこから俺のが高速で出たり入ったりする光景は、とても興奮させられる。

「きゃふううっ！　き、きちゃううっ！　わたしまたイッちゃうっ！」

「いいぞ、俺もイク。膣内でいいな？」

「いいいっ！　膣内にいっぱい精子出してっ！　熱いの、いっぱいいいっ！」

　もう中出しも抵抗なしか。これはもう催眠術でなくても、俺のものになっていると思っていいな。

「んふうっ、ひゃううっ！　きゃんっ！　んひいいっ！」

　そして仕上げに俺のほうからも高速で突き上げ、子宮に何度もぶつける。

「んふううっ！　きゃううっ！　ふぁっ、あっ、あんっ！　んきゃううっ！」

「どうだレティシア、気持ちいいだろっ！」

「気持ちいいっ！　気持ちいいいいっ！　とんじゃうくらい気持ちいいっ！」

「これからも俺についてこい！　ずっとずっと、こういう風に気持ちよくさせ続けてやるぞ！　いや、今以上に！」

「イクイクっ、ついてくううっ！　んふぃいいっ！　イクうううっ！」

「うううううっ！」

　びゅくうううっ！　びゅびゅびゅううっ！

「きゃうううううううううううううううううううううううっ!!」

　奥に突き刺したまま精液は吹き出し、子宮がそれを受け止める。

「ふぁひゃああっ……も、もう……すっごく、んっ、ふぁああっ……きもひいいいっ……んはああっ……」

　そしてイキ尽くした後、のけぞらせた身体が限界になった感じでどすっとベッドに倒れ込む。

「ふぁああっ……はあっ……あああああっ……」

　すぽんと肉棒が抜けた後の膣からは、俺が出した白濁液が愛液と混じって、どろっと大量に流れ出し、ベッドにシミを作った。







「えっ、教団が私を探して!?」

「ああ」

　行為の後、興奮が落ち着いていつもの感じに戻ってから、俺は教団がレティシアのことを探していることを話す。

「もしこのまま教団がこの国に対して何か行動を起こしたらどうなるか、レティシアならわかるよな」

「…………」

「俺はもとより、この国の王族であるルナの立場もまずくなる。そして周りの敵対する国が、この国に侵攻してくる理由にもなり、その結果戦乱に巻き込まれるかもしれない」

「そんなのっ……」

「でも、お前が出て行き、何もなかったこと、そしてルナが教団の支持に値する王家の人間であり、時期王位継承者と保証すれば、そんなことは起きなくて済む」

「私に……そう言えと？」

「いや、教団にどう答えるかはお前に任せる。もしこうしたことについて俺が憎らしくてたまらないなら、全部俺のせいにしてもいい」

「……ここであなたのことを逃してしまうと、もう排除する機会は永遠になくなりそうな気がします」

「じゃあ、俺を排除するためにそう言うか？」

「……ですけど……私はルナ様やリゼット様が言うこと、あれが本当なのかをもう少し見極めたい気もします」

「ということは……」

「今回は、そのように伝えましょう。教団、そして神に対する責任は、私がすべて負うことにしましょう」

「俺の言うとおりにしてくれるのか！」

「か、勘違いしないで下さいね。完全に許したわけではないです。ちょっと様子を見守りたいだけです。この国に、いえ世界に関わる問題なのですから」

「ああ、存分にその目で見極めてくれ」

「しかし、もしこの国を、そして世界を間違った道に行かせるようでしたら、私が命に変えてもそれを止めます」

　でも、レティシアは実は、俺の身体の虜になったのだということは確信していた。

　たしかに国の命運がかかっているけど、少し考えればそれをどうにかしたまま、俺を排除することは不可能ではない。それをしなかったとうことは、少しでも俺に対して失いたくない理由があるということだ。

　あらゆる女、とくにルナとリゼットを相手に経験を重ねた俺のセックステクニックが上昇していたことと、実はレティシアが感じやすかったことが幸いだったな。

「ありがとうな。いろいろ大変だが頼む」

　俺はレティシアの頭を撫でる。

「あっ……こ、子ども扱いしないで下さい！」

「じゃあ、大人扱いとして、たっぷり気持ち良くしたほうがいいか？」

「も、もうっ……」

　直接心を催眠術で操れたわけじゃなくてイレギュラーな形になったけど、ま、結果は同じだし、それでいい。

　これでこの国の内部は完全に抑えたな。
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　レティシアに俺への協力を了承させた後、彼女を解放してすぐに教団総本山の説得に当たらせた。

　その結果、この国には悪魔なんていない、むしろ今は昔よりよくなっているという報告がレティシアの口から伝わる。

　もちろん行方不明の理由もちゃんと作ってあり、実態調査で連絡が取れなかったと言わせておいた。

　このレティシアの言葉を教団もすんなり認めた。行方不明だったことを本人が否定しているのもあるが、実際腐敗がなくなり国はよくなっているのが広まっているのも大きいと思う。

　というわけで、一時期緊張状態にあったこの国も元に戻った……となればよかったのだけど、残念ながらそうはいかない。

　どうも野心を持つ周辺国の一部が、ここに攻め込む機会を伺っているという情報が入ってきている。

　今回は教主が中立というか日和見に戻ったせいで口実をなくしたが、いつ難癖をつけて攻め込んでくるか分からない。

　というわけで、近いうちに俺は、催眠術をその敵国の主要人物にかけて回らないといけなくなるだろう。

　ただ、それまでは催眠術の効果を上げるために、いろいろな練習やら研究に努めることにしておいた。

　ま、もちろんそれは面白くしなきゃ意味がないわけで。







「んっ、はあっ！　はっ！」

　ある日、俺が城の中を散歩していると、庭園の一角で、ひとりで剣を振っているリゼットを見つけた。

「はっ、はああっ！」

「リゼット、何してるの？」

　俺が声をかけると、リゼットは剣を止めて振り向く。

「タイチか。見てのとおり剣技の練習だ」

「でもたしかさっきまで、部下の兵士への教練だったはずじゃ？」

「これは自主練だ」

「そんな根を詰めなくても、少し休んだほうがいいんじゃないか？」

「いいや、いつ戦闘が起きるかもしれないというのだから、少しでも修練を重ねたい。それに姫様やレティシアが動いているのに、身体を休めることは出来ない」

　そう、このところふたりとも城を離れることが多くなってる。

　ルナは次期王位継承者として、周辺の友好国、もしくは中立国との同盟や不可侵条約を結んだりして、状況を少しでもよくしようとしている。

　さらにレティシアもこの国寄りの立場で、戦争を回避するために、信者たちの力を借りたり、直接教主や教団上層部と交渉の準備を進めているらしかった。

　ちなみにレティシアは行方不明事件の機会に教団から帰還の指示が出ていたらしいが、それを断ってこの国に尽くしてくれている。ま、本心ではを何割がこの国の為で、何割が俺の与える気持ちよさのためなのかとか、それは言うのは無粋だろう。

「ルナ様やレティシアを信じてはいるが、騎士としては万が一に備えなければならない。この国を守り、命を捧げるために」

「そうか」

　俺の催眠術とは関係なく、本心からそう言っている。

　ここまで俺の女たちが頑張っているなら、俺もいろいろしないといけなさそうだな。

　ま、今もそのトレーニング中ではあるのだけど。

「ところでタイチ、暇ならちょっと私の訓練を見て欲しいのだが」

「ああ、お安い御用だ」

「では……」

　そう言うとリゼットはおっぱいを惜しげもなく晒し、そして下半身の衣服も脱ぎ捨てパンツだけになる。

「多少汗臭いかもしれないが、それはガマンしてくれ」

「ああ、全然気にしないさ」

「では、どのように交わろうか？」

「そうだな……下は芝生だから寝っ転がっても大丈夫そうだし、今日は寝転んでやるとするか」

「承知した」

　服をはだけさせた状態のままリゼットはしゃがみ、草の上に腰を下ろす。

「よし、じゃあいくぞ！」

「どこからでもかかってこい！」

　そして俺もズボンを脱ぎ捨てると、そのままリゼットを押し倒した。

「ふぁっ……んっ、んふうっ……はああっ……あっ、んんっ」

　まず軽くおっぱいや脚を愛撫しただけで、心地よさそうに身体をびくつかせる。

「ふぁっ、んっ、あっ……や、やるなっ……んっ、はあっ……」

「まさか、これだけでもう参ったなんてわけはないよな？」

「と、当然だ、こっちからもっ、んっ……」

　すると、リゼットからも俺の下半身に手を伸ばして、パンツを下ろしてそこ中のモノに触れてくる。

「んんっ、ふぁっ……はああっ……んっ……」

　その絶妙な力加減でのさすりでモノがむくむくとでかくなってくると、これまたちょうどいい握り方で掴み、手コキをしてくる。

「んんっ……あっ、はあっ……ど、どうだっ……」

「おう、気持ちいいぞ。何度も交わった成果が出ているな」

「ふふっ……そうだっ、修練は裏切らない結果を残す、んんっ……あんっ」

　実はこの状況、これは俺が催眠術訓練を重ねた結果だ。

　おそらく今のリゼットの頭の中では、剣術の訓練をしているのと同じ感覚でセックスをしているという感じだ。

　催眠術の訓練の中で、少しずつ対象や思い込ませる内容を拡大していた結果、今ではここまで自然に、どこでもセックス出来るようになった。

「よし、じゃあこっちも本気を出さないとな」

「ひゃっ、あ、あんっ！」

　俺が指を股間にもってゆき、そこをくにゅくにゅと弄り回すと、身体がびくびくっと震える。

　同時に覆い被さるようにして、全身を舐め、キスをしまくる。

「ふぁっ、あ、あんっ！　そ、そこ、はあっ……く、くすぐったくってっ……。きゃううっ！　んふうっ！」

「脇の近く舐められるとものすごく感じるな。こんなことじゃ敵にここを攻められたとき、すぐにやられてしまうぞ」

「だっ……そ、それは大丈夫だっ……お、お前以外に接近さえ許さぬし、万が一攻められてもお前以外に感じはしないっ……んっ……」

「だが、油断大敵だ。体中どこをやられても大丈夫なように訓練しないとな。とくにここはね」

「んくうううっ！」

　膣内に軽く指を入れて掻き混ぜると、さらにびくびくっと身体が反応する。

「ふぁっ、はああっ……んっ、あっ、きゃんっ！」

「このまま指でイッちゃう？　それなら圧倒的に俺の勝ちだな」

「ふぁっ……そ、そんな簡単にはイカないっ……きゃふうっ！」

　まあこのまま手マンでもイカせられるとは思うけど、それじゃあやっぱりこっちがつまらない。

「じゃあ、俺も聖剣を出すかな」

　そして完全にパンツを脱ぎ捨てると、固くなったモノを性器に触れさせ、愛液にぬるぬる滑らせて擦る。

「ふぁっ、あ、はああっ……あ、固いっ……んっ、あっ、はああっ……」

　だけどこのまま挿れずに、肉棒でおまんこの肉を擦ったり、先端で周辺を突いたりしてみる。

「えっ、あっ……い、挿れないのっ……んんっ……」

「さて、どうするかなあ」

「はああっ……そ、そんな、い、挿れるのなら早くっ……あっ、あんっ！」

「挿入して欲しいなら、お願いてもらわないとなあ」

「そ、そんな焦らして……っ、じ、自分だって挿れたいだろうにっ……ふぁっ、あっ、きゃんっ！」

「じゃあ俺は手コキで終わらせちゃおっかな～」

「や、やっ、そ、それは……ちゃ、ちゃんとしてっ！」

「じゃあお願いして」

「うっ……わ、私に挿入してっ……」

「もっとはっきり、わかりやすくていねいに」

「はっ、あああっ……わ、私のいやらしいおまんこに、熱くて固いおちんちんを挿入してっ！　ぢゅぶぢゅぶ突いてえええっ！」

「よし」

「ひゃっ、あっ、んふううっ！」

　リゼットの両足を掴み、思いっきり左右に広げてから脚を押し出す。

「あんっ！　はっ、ああああっ……こ、この格好っ……はああっ……」

　さらに脚を押し、俗に言うまんぐり返しの恰好にさせてから、肉棒を少しずつ挿入していった。

「んんっ、あっ、あんっ！　い、いいいっっ……いいのおおっ……はっ、あっ、きゃううっ！」

　一度挿れると、まるで吸い込まれるかのようにずぶずぶとモノが奥に向かって埋まってゆく。

「ああっ、はあっ、い、いいいいっ……やっぱりおちんちんいいいいっ……あっ、ああああっっ、あんっ！」
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「この体勢だと挿れてるのがしっかり見えるな。腹のほうまで俺のチンコ、ずぶって入ってるぞ」

「ふぁあっ……はああっ、み、見てっ……もっとっ……そしてそこえっちにしてっ、いっぱい突いてっ！」

「よし、じゃあたっぷり抜き差ししてやる」

　そのまま腰を動かし、リゼットの身体を揺すりながら膣肉と肉棒をぬるぬるっと摩擦させる。

「はっ、ふぁっ、あ、はああっ……んっ、きゃうっ！　はっ、あああっ……も、もっと、もっとっ！」

「いいんだな？　今日はおまんこ壊れるくらい激しく突くぞ」

「いいいっ！　いっぱいいっぱい突いてっ！　おまんこ本当に壊れちゃうくらいでいいからっ！」

「よし、じゃあスピードを上げていくか」

　さらに激しい突きを行って、周りに愛液のしぶきを飛び散らせる。

「んふうっ！　ふぁっ、あっ、ふぁっ、あ、ひゃうううっ！」

　そのとき、俺たちのいたしている近くに、メイドが数人通りかかる。

「はあっ、んっ、ふぁっ、きゃうううっ！　突いて突いてもっとおおっ！　いっぱい突いてええっ!!」

　リゼットの喘ぎは当然そのメイドたちにも届く……が、ちょっと視線を向けただけで、何事もなかったかのように通り過ぎてゆく。

　実は俺の催眠術はすでに、この城の人間には完全にかかっていて、こういう行為も、いちいち音による合図なしでも、あたりまえのように思わせられている。おそらくメイドからも、俺たちが剣術の訓練をしているのと同じ感じにしか受け止められていないはずだ。

　ま、俺も催眠術の訓練をしていてこういう芸当が出来るようになったということだ。

　訓練は当然この国の為になるのだから、そこに面白さや快楽を交えたところで悪いということはないだろう。実際不幸な人は出していないし。

「んっ、んふうっ！　きゃんっ、あっ、はああっ……んんっ！」

　さらに脚をがばっと広げつつ、ぐじょぐじょのおまんこにひたすらチンコの突きを繰り返す。

「ふぁっ、あっ、ひゃくううっ！　んっ、あっ、ふぁあっ……んっ、んくううっ！」

「うううっ……締まってきてるな。お前の感じ方からするともうわかるぞ、あと少しでイキそうなんだろ？」

「うっ、うんっ！　も、もうすぐきちゃいそううっ！」

「でも、もしここでいきなりやめちゃったらどうする？」

「えっ……や、そ、そんなのダメえっ！」

「どうしよっかなあ～」

「らめえっ！　こんなところで止められたらおかしくなっちゃうっ！　最後まで突いてぇ、おちんちんっ！　膣内に精子いっぱい出してくれないとイヤあっ！」

「冗談冗談、ちゃんとイクまでして、膣内にたっぷり放出してあげるよ」

「い、いじわるっ……んっ、あうううっ、んふうううっ！」

　焦らしたお詫びとばかりにさらに激しく膣肉に擦りつけると、いちだんと高い喘ぎと共におまんこがぎゅうぎゅうと締めつけてくる。

「んふうっ、あっ、ひゃっ、あ、あんっ！　も、もうっ……もうガマンできないっ！　イキそうっ……い、いっしょにっ……んひゃううっ！」

「よし、いつでもいいぞ、俺も……イクッ！」

「んふうううっ　精子、精子、せいえきいっぱいいいいいっ！　んふううううっ！」

　そしてリゼットの身体がびくつき、膣が締まってきて限界を迎えたのを察する。

「出すぞっ！　ううっ！」

「イクウウっ!!　きゃふううううううううううううううっ!!」

　びゅくううっ！　びゅっ、びゅびゅびゅううっ！

「んひいいいっ！　いいいっ！　いいいっ！　精液きもひいいいいっ！」

　リゼットがイッた直後に膣内に精液を注ぎこんだけど、その精液を膣肉と子宮に浴びて、さらにリゼットは絶頂を迎える。

「ふぁっ、ひゃっ、んふううううっ！」

「うううっ……すごく締まってきてるっ……精液絞ってるな」

「ふぁああっ……おまんこにほひいいっ……せいえきいいっ……一滴も残さないでっ……ひゃふぁわああっ……」

　そして尿道に残る分もないというくらい搾り取られ、ようやく膣の締めが緩み始めてくる。

「ふぁああああっ……ひゃっ……ふぁああああっ……」

　満足した俺は、イキ顔のまま荒い息を吐いているリゼットから、ゆっくりとモノを抜き取る。

「ふうっ……だいぶ出たな。もうどろっと出始めてるぞ」

「ふぁああっ……ああっ……も、もったいないっ……んふううっ……」

　リゼットは俺の肉棒の代わりに自分の指をおまんこに突っ込み、栓をする。

　俺の精液でとてつもない幸福を味わえるという催眠の効果も、いまだ健在ということだな。

「ふぁはああっ……いひいっ……んふぁっ、はああっ……いい、訓練だった……はああっ……感謝するっ……はっ、ああああっ……」

「これからも俺でよければいくらでも付き合うぞ」

「ああ……よろしく頼む……」

「キャアアアッ！　な、なにを……!?」

　いきなり背後から悲鳴のような声がするのが聞こえた」

「やあ、レティシア、帰ってたんだ。おかえり」

「い、いやそれはどうでもよくってっ、あ、あなたたち、こんなところでなにをしているのですかっ!?」

「何って……訓練だが。今ちょうど終えたところだ」

「訓練って、そ、それはセ、セックスでは……」

「そうだが。外ですることを青姦と言うらしいな」

　リゼットは、さもそれが普通の行為であるという感じで、膣から俺の中出しした精液を垂らしつつ平然と話す。

「な、なんで屋外でそんなことをしているのですかっ！　誰の目に入るかもしれないというのに……」

「それは当然だろう。しかし騎士としては、いつ何時、戦闘が起きるかわからぬ。セックスだって同じだ。いつでも備えられるように訓練しておかねばいけない。当然のことではないか」

「なっ……」

　驚くレティシアに対し、リゼットは何故それを分からないのだろうという不思議な顔を浮かべている。

「まあまあ、レティシアはシスターであって騎士ではないのだし、そういう心構えを知らなくても無理はないじゃないか」

「まあ、それもそうだな。では仕事の時間なのでお先に失礼する」

　そのまま着衣を整えたリゼットは、呆然としたままのレティシアの横を何事もなかったかのように通り過ぎていった。

「あ、あなたですね！　またリゼット様におかしな術をかけたのでしょう！」

「おかしい？　リゼットの言ってることに筋は通ってるじゃないか。それにみんなこれは普通のことと思っているのに、なんでおかしいんだ？」

「えっ……だ、だってこんなの、常識外れですっ！」

「常識？　それが常識、非常識なんてものは、結局それを認める絶対数が多いか少ないかって問題だよね」

「えっ……」

「なら、今多数が認めていて、そして道理も通っている状況を認めていないレティシアのほうが非常識ってことになるんじゃないかな？」

「そ、そんなっ……で、でもっ、う、うううっ……」

「まあ、そのあたりよく考えてみるんだね」

　俺はそう告げて、ズボンを履いてその場を去った。

「こ、こんなの……やっぱりいけない……」

　離れてゆくとき、そう独り言をつぶやくレティシアの声が聞こえた。







「……と、昼間、お城の庭でこのように、異世界から来た男がある女性とその、庭先で、せ、性行為を行っていたのです。その……異常な行為と思われますよね？」

「たしかに、普通ではないかも」

「あっ、よかった……この城でもまだそのように思って下さる方がいらっしゃって。やはり貴方様に相談してよかったですわ」

「ははは、自分でよければいつでも」

「それで……どのようにすればいいのでしょう。このままだとお城が非常識なことに染まってしまいそうです」

「う～ん……とりあえず根本的な対策は今後考えるとして、今、不安を取り除いてさしあげる方法はある」

「えっ、それはどんな方法でしょうか！」

「俺とセックスをすればいいのさ」

「あっ……そうですね。何故それを思いつかなかったのでしょう。宜しければ是非お願い致します」

　俺のセックス要請に対して、相談をしていたレティシアは、それはすごくいい提案だとばかりに、ぱあっと顔が明るくなる。

　そう、レティシアはここに来るまでにすでに催眠術にかかっていた。

　問題が起きたときに相談する人間は、伊達太一しかいないと思い込んでいる。それはその問題の元凶が俺であってもだ。その解決策が、セックスをすることだと信じ込んでいる。

　俺はもうこういう明らかな矛盾でさえ、当たり前のように感じさせることが出来るようになっていた。少し前までは心の障壁が破れなかったレティシアでさえ、もう例外ではなくなっている。

　当然レティシアはそれが矛盾だと気づかず、自分は正常な思考を持っていて、その上で行動していると思い込んでいるのがおもしろい。

「お願いしますタイチ様……私にセックスをして、不安を取り除いてください」

「ああ」

　そして俺はレティシアの悩みを解消させるために、思いっきり抱いた。

　ま、催眠術じゃなくても、実際セックスで思いっきり気持ちよくなれば、不安は吹っ飛ぶだろうし。







「ううう……わ、私……またあの男と行為を……しかも、自分から求めて……」

　私は部屋に戻ると、正気が戻ってくるのを感じた。

　そう、私はまたもあの男に操られていた。

　そして、今日あの男のもとに行ったら、性行為をすれば気が楽になると言われて、私もそれに応じてしまった。

　何故かそうするのが何の問題もない、常識的で最良の選択肢と思ってしまっていた。

　どうやら私は、いつのまにかあの男の不思議な術に、容易にかかるようになってしまったのかもしれない。

「ああ……このままでは、私、神に仕える身として失格になってしまう……やはり離れなければ……」

　しかし、離れようとしてもそう出来ない。それはあの男から離れることを考えると、身体がうずうずとして、とても抵抗心が起きてしまうから。

　これもきっとあの男の術に違いない。

「ああ、神よ……どうかよい方法をご啓示下さいませ……」

　そして祈ると、急に私の頭の中に、一つの考えが思い浮かぶ。

「そうだわ！　妊娠すればいいのよ！」

　妊娠すれば、それを理由に自然とあの男から距離を置ける。そうすれば、あの妙な術にかかることもなくなる！

　ルナ姫もリゼット様も同じ。妊娠すれば離れられて、あの術から解放されるわ！

　そうと決まれば……。







「タイチ様、今日は私たちに中出しをしてくださいませ」

　夜も更けた頃、俺の部屋には、いきなりレティシア、そしてルナとリゼットが共にやってくる。

　そしていきなりレティシアが口にしたのがその言葉だった。

「中出し？　いつもしてるじゃないか」

「それだけでは足りず、もっともっと、私たちの膣内に精液を注いで頂きたいのです」

「でもどうして急に？」

「そ、それは……」

「私は誘われたんだけど、中に出してもらうと、いっぱい気持ちよくなるからいつでも歓迎よ！」

　なんか言い淀んでいるレティシアの横で、ストレートにルナは言い放つ。

「私もだ。着床してもいいくらいにたっぷり注いでくれ」

　それが当然というように、リゼットも同調する。

「レティシアもか？」

「はい、確実に妊娠するほどたっぷり、精液を子宮の中に注いで頂きたいです」

　さて、急に中出しを求めてきたと。それもルナとリゼットならまだわかるけど、俺と催眠術でセックスをすることに、まだ抵抗をしょっちゅう見せているレティシアまで。

　これは怪しい……何かあるな。

　うん、何かある。そりゃ決まっている。だって俺が仕組んでいるのだから。

　つまりレティシアは自分だけがこの城の中で正常と思っているけど、実はもう既に九割九分は俺の催眠術の中にいる。そして『妊娠したらすべて解決する』と、自分なりのロジックで思い込んでいるのだ。

　でも、普通に考えればそんなわけはないのは当然。

　まあ残りふたりはレティシアに説得されて来たように言うけど、こっちは純粋に、俺に中出しの快楽を与えて欲しいだけだろう。

「さあ、お願いします。早く中出しセックスを」

「そうそう、いっぱい出してね♪」

「うむ、私もいつでも、そしていくら出してもいい」

　とくに新たな催眠術はかけてないのに、三人とも顔を火照らせ、息を荒くして近づいてくる。

　どうやら三人とももう俺がいちいち催眠をかけなくても、パブロフの犬みたいに身体が勝手に反応するレベルにまでなってきているらしい。

　せっかくだし、ここは今までよりもさらに遊んでみるか。

「う～ん……でもどうも今は気が乗らないなあ」

「ええっ!?　いつもはすぐにしてくれるじゃない、何で今日だけ？」

「まあ男にはそういうときもあるさ」

「お、お待ち下さい！　そんな……今すぐしてもらわないと、そのっ……」

「私もだ……はあっ……正直に言うと身体が疼いて止まらなくなっているのだ。ここで出来ないと、その……」

「じゃあそうだなあ……三人で頑張って俺がする気になるようにしてみてよ」

　ちょうどいい機会だし、こいつらだけでどれだけセックステクニックを身につけたかも見てやろう。

「じゃあそうねえ……あっ、タイチおっぱいも好きよね？」

「ああ、もちろん」

「それじゃあ……んっ」

　するとルナが上半身を着崩して、おっぱいをぷりんっとさらけ出す。

「じゃ、さっそく♪」

　そして俺の足下にしゃがみ込むと、いきなりズボン、そしてパンツまでも一気に下ろしてしまう。

「すぐここ、元気にしてあげるからね」

　そしておっぱいを俺のモノに押しつけて、擦ってくる。

「んんっ、んっ、ふぁああっ……んっ、んふふっ……ほら、もうむくむくって大きくなってきてる」

「ああ、パイズリか。だけど勃起はしてきても、まだまだこの程度じゃな」

「大丈夫、もっともっと気持ちよくして、その気にさせてあげるからね」

　そう言うと、勃起した乳首を使って亀頭を攻撃してくる。

「んんっ、んっ……ふぁっ、はあっ、きゃんっ！」

「ほら、俺をその気にさせるより、お前のほうが感じてるんじゃないか？」

「たしかに気持ちはいいけど、絶対負けないから。ねえ、リゼットも協力して。一緒にタイチのこと気持ちよくさせましょ」

「はっ」

　ルナの意図を一瞬で汲み取ったらしいリゼットも上半身を着崩して、そのでかおっぱいを露出させる。

「うんっ、じゃあ私が正面からするから、横からやって」

「はっ。んっ、はああっ……んっ、んんっ、はあっ……んんっ……」

　リゼットもルナと同じように、おっぱいを肉棒に押しつけて刺激をしてくる。

　同じおっぱいでも大きさのせいか感触が違っていて、それがいい刺激になってるな。

「んんっ、はあっ、あっ、んっ……んふうっ……ふぁああっ……」

「んっ、ふぁっ、んんっ……どう？　おっぱい増えて感じるようになった？」

「いいや、まだまだ」

「それじゃあ、レティシアも協力して」

「えっ……あ、わ、私もですか？」

「ええ、もちろん！　レティシアが加われば百人力よ」

「あっ、はい、私がお力になれるのでしたら」

　そう言うとレティシアもまた着崩し、特大のおっぱいをぶるんと露出させる。

「え、ええと……」

「リゼットの反対側からお願い出来る？」

「あ、はいっ……んんっ、んっ、んんっ……」

　ルナの言葉に従って、リゼットとは反対側からおっぱいを押しつけてくる。

「んんっ、んっ……はあああっ、あっ、んっ、んふうっ……」

　こちらもまた爆乳による押しつけで、微妙に感触が違っていい感じ。

「んんっ、ふぁっ、はああっ……んんっ……」

　だけど、爆乳のレティシアとリゼットが左右から押しつけてくるから、肉棒がほとんどおっぱいで埋まって見えない。

　しかも正面からもルナが亀頭を挟み込むようにして刺激してくるから、おっぱいにモノが埋没してしまった。

「んふふっ♪　どう？　六つのおっぱいの味は」

「おう、相当気持ちいいぞ」

「じゃあそろそろやる気になっちゃった？」

「う～ん、それはまだかな？」

　ここまできたらどこまでしてくれるか、焦らしまくってみよう。

「もう、本当は気持ちいいのに認めないんでしょ。それじゃあ……んっ、れろっ……んんっ……ちゅるっ……」

　正面のルナのおっぱいが少し下がると代わりに顔が前に出てきて、そこから舌が伸び、先端に触れた。

「んふっ……ふぁあっ、んっ、れろっ、んっ、んふううっ……ふぁっ……れろっ、んんっ……」

「うっ……」

　口から伸ばされた舌は先端をくすぐるように舐めてきて、俺も思わずびくっと反応してしまう

「うんふふっ……んっ、ふぁむっ……んふっ……れろっ、んっ……」

「う……」

　だけどなんだかここで感じていると負けた気がするので、びくつくのを堪えてそのことを隠す。

「ふぁあああっ……ほら、もうだいぶ気持ちよくなってきたでしょ？　おちんちんの先っぽもびくびくしてるし」

「いやいや、まだまだ」

「もうっ、素直に認めたら？　こうなったら徹底的にご奉仕しちゃいましょう、ふたりとも舐めて」

「姫、こちらから舌を出して根元のほうを舐め回せばよいでしょうか？」

「うんっ！　徹底的にね」

「はっ、ではレティシアは反対側をお願いする」

「はっ、はいっ、がんばりますっ、んっ、ふぁっ、れろっ……んっ……」

　するとまずレティシアがおずおずと舌を出して、俺の根元のほうから舌先を触れさせてくる。

「んっ、んふううっ……んっ、んむっ……ふぁっ、んっ……」

　ほんのわずか無意識的に抵抗感があるのか、ルナに比べるとぎこちないけど、その感じがかえって対照的でいい。

「では、私は先端のほうからっ……んんっ、ふぁっ、んっ、れろっ……ふぁむっ……んっ、んんっ……」

　反対側ではリゼットも舌を出して、レティシアとは逆に先端に近いほうを舐め回しはじめる。

「ふぁむっ……んっ、ふぁああっ……んっ、れろっ……ぢゅるっ、んっ、んふうっ……んむうっ……」

　さっきまでおっぱいに包まれていた俺の肉棒は、三枚の舌によって唾液まみれにもなってしまう。
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「ふぁはああっ……ふふっ、これだけされちゃえば、もうその気になってるでしょ？」

「いやいや、まだまだ」

「もう、まだ気持ちいいって認めないの？　もういいわ、ふたりもこのまま続けてこっちで出させちゃいましょ」

「そうですね、では……んぢゅるっ、んっ、れろれろれろっ……ぢゅる、ぢゅっ、んづふううっ……」

　ルナの言葉にまずリゼットが反応して、さっきよりも激しく舌を這わせてくる。

「んふぁああっ……んっ、んむっ……れろれろっ……んむふっ……んんんっ……んちゅっ……」

　舌は片側の根元から先端までを丁寧に舐め回して、俺に心地よさと唾液をすりつけてくる。

「ふぁふううっ……んっ、れろっ、んっ、ふぁあっ……んんっ……ちゅるうっ……んっ……んんっ……」

　それに習って反対側のレティシアも舌を移動させるから、唾液が滴り落ちるくらいに全面に塗りつけられる。

「ふぁむっ、んっ、んふうっ……れろっ、んっ、ぢゅっ、ちゅるっ……ふぁあっ……んんっ……」

　さらにおっぱいを触れさせている手も動いて、舌と同時に脂肪の柔らかさも強く押しつけられてくる。

「うっ、うううっ……」

「ふふっ……もうおちんちんびくびくして先っぽもすごい真っ赤になってる。じゃあこっちもしっかり……んっ、んふうっ！」

「うううううっ！」

　先っぽのほうをルナの舌が舐め回してきて、思わず身体全体をびくっとさせられてしまった。

「んれろっ……んっ、んちゅっ、れろっ、ぢゅうっ……んっ、んふうっ……れろれろれろっ……ぷふぁっ……」

「うっ……ああっ！」

　亀頭の先っぽからカリの部分、さらに感じる裏スジまで舐め回してきて、もう隠しようがないくらいに身体がびくつかされてしまう。

「んふぁああっ……んふふっ♪　もう言わなくていいわよ。感じているのわかるもん。だからこのまま出しちゃうわね……んっ、ぢゅるっ、んっ、んぢゅうっ……」

「お、おい……うあっ！」

　さらにルナの舌攻撃は激しくなり、亀頭は全面的に舌が擦りつけられ、唾液、そして先走り液に染まってしまう。

「んぢゅっ、ふぁっ、んちゅるっ、ぢゅふうっ、ふぁむっ、ちゅううっ……ちゅ、ちゅううううっ……」

　さらに唇を直接つけてきて、亀頭に対して吸い上げと舐め回しを交互に行ってきて、電流のような刺激が走る。

「あっ、あああっ……！」

「んれろっ……ぢゅるっ、んっ、ちゅううっ……ふぁっ、んっ、んふうっ……んんんんっ……」

「ふぁむっ……ぢゅっ……んんっ……れろれろっ、ぢゅるっ……んふぁあっ……んんっ、ぢゅるうっ……」

　さらに両側からの舌攻撃も激しくなり、俺の男性器は全面的にぬるりとした心地よさが這い回る。

　そこにおっぱいのふわっとした感じも加わって、射精感が急速に込み上がってきてしまった。

　う……だけどここで出したら負け……って、別に勝負しているわけでもないのだからこのまま出していいのか。

「うううっ！　じゃあこのままっで、出るっ！　出すぞ！　思いっきり精液ぶちまけてやるぞ！」

「むふうっ！　出して出しええっ！　顔にっ！　口にいっぱいいいっ！　んれろぢゅうっ、ぢゅるっ、れろれろ、じゅるりいっ！」

　そのとどめとばかりに亀頭を舐め回してくるルナの攻撃で、堰を切って一気に精液が駆け上ってくる。

「で、出るっ！　うううううっ！」

　びゅびゅびゅううっ！　びゅくうううっ!!

「きゃふううっ！　んくうううっ！」

　吹き出した精液は、そのままルナの顔に直撃する。

　だけど一撃だけでは収まらず、且つ暴れまくり、おっぱいにも発射する。

「あああっ……精液、こんなに濃いの、いっぱい出てるっ……ふぁあっ……」

　そこでさらに周りから舐め回してくるものだから、どろどろっと下にも滴り落ちてしまった。

「ああっ……もったいない……はあっい、あっ、んっ、ふぁあっ……れろっ、んっ、ぢゅるううっ……」

　そしておっぱいや顔についた精液を、三人はこぼしたミルクに群れる猫のような感じで舐め取る。

「んっ、つううっ、れろっ、ふぁっ……んふぁあああっ……ああっ、おいしいっ……ん、ふぁはあっ……」

　三人とも俺の精液を舐めとることで顔を紅潮させ、性の悦びに震えている。

「ふぁあっ……んっ、れろっ……ふぁっ、んっ、んふっ……ちゅるうっ……」

「えっ……ううっ！　お、おいっ、射精したばかりで敏感なんだから、三人ともそんなに激しく舐め続けるなって！」

「らってっ……へいえき、もったいらいっ……ぢゅるりっ……ちゅうっ……んっ、ちゅううっ……」

　俺の制止も聞かずに、肉棒についている精液がまるで砂漠で得た水のように貪欲に舐め回してきた。

「いってきも、のこはらいで、んっ、れろっ……ちゅっ、ぢゅううっ……」

「ちょ、ちょっと待てって！　このまま吸い尽くされたら本番用のがなくなるぞ、それでもいいのか？」

「あっ、してくれるんだよね！」

　ルナはぱっと肉棒から舌を離して、目を輝かせる。

「ああ、その気になったからな」

「ふぁああっ……そうか、舐めて精液をたっぷりと口に得るのもいいけど、やっぱり性器から得たい」

　続いてリゼットも同じように期待の目を向けてくる。

「で、お前は？　レティシア」

「あっ……はい、お、お願いします……私のおまんこに、いっぱい精液、注いで下さい……」

「よし！　じゃあこのままするぞ」

　でも三人同時か……とりあえず考えるのはめんどくさいから、こいつらに任せてみようか。まあ激しく争うことはないだろ。

　そう決めて、俺はベッドに仰向けになる。

「じゃあ、好きにしていいぞ。三人それぞれの方法で、俺のこと気持ちよくしてくれるか？」

「じゃあ私、最初にさせてね。精液思いっきり飲んで身体熱くなってきちゃってしょうがないから」

　ルナは俺の上に尻を向ける形で乗っかり、肉棒をおまんこに擦りつける。

「んんっ……ふぁっ、はあっ……あっ、んんっ……ほら、もう固くなってきたっ……はああっ……い、挿れていい？」

「そうだな……ただ挿れるだけじゃ面白くないから、手を使っちゃダメだ」

「えっ、えええっ？　そんなの難しいよ」

「それなら、私がお手伝い致します」

　レティシアは俺の肉棒に手をもってゆき、勃起したものをさすると、それを垂直に立てる。

「ルナ様、挿入致しますが、よろしいでしょうか？」

「あっ、ありがとう。お願い、いつでもいいからっ」

「それでは、んっ……んっ……」

　そのままレティシアの手によって、俺のモノはルナの膣内に埋没してゆく。

「ふぁっ、はっ、あああああっ……は、入ってっ……んっ、あんっ！」

　精液と唾液が付着しまくっている俺の肉棒は、すでにぬるぬるになっている膣内にするっと入ってゆき、一気に根元までが膣肉の感触に包まれる。

「ふぁっ、あ、あんっ！　お、奥まで入ったっ……はああっ……」

「はい、完全に入りましたよ。滑りも良さそうですね。んんっ……」

「あっ、あんっ！　そこ触っちゃったら、あんっ！　すごく感じちゃうっ！」

「いいですよ。おふたりともいっぱい感じで下さいね」

「では、私はタイチの上のほうを責めることにしよう」

　リゼットはそう言うとおっぱいを俺の顔の上に乗せてくる。
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「んっ、んぷっ……ぷふぁわあっ……」

「どうだタイチ、心地よいか？」

「ああ、すごく。だけどとても大きいから乗せすぎて俺が窒息しないように気をつけてくれよな」

「ああ、わかった……んんっ、んっ、んふうっ……んっ……」

　すると俺の言うとおり口の部分は避けつつ、顔におっぱいを押しつけてさらに擦りつけてくる。

「んんっ、ふぁあっ……あ、んっ、んふうっ……どうだ？」

「おっぱいであまり見えないけど、それだからかえって感じるな」

「ああ、いっぱい心地よくなってくれ」

「じゃ、じゃあ私も動くからね」

　下半身では振動が始って、肉棒に与えられる感触からルナが上下運動をし始めているのがわかった。

「ふぁっ、あっ……んっ、はああっ……んっ、んっ、んふうっ、あんっ、あっ、あんっ！」

「んっ……いいぞ。だけど今日は最初からペースが速いな」

「だ、だってさっき精液飲んで、ふぁあっ……か、身体ぞくぞくしてるしっ……んっ、ひゃんっ！」

「ふぁあっ……私もです。ですからまたいっぱい精液出してくださいね。たっぷりいただきますから」

　レティシアの手は結合部、そしてタマの袋に這ってきて、絶妙な力加減で俺の性感を刺激してくる。

「当然私もだ。姫様のあとに終わることなく付き合ってもらうぞ」

　なんか、三人の気持ちよさをいっぺんに味わうというより、三人に搾り取られる感じのほうが強くなってきたな。まあいいか。

「わかったよ。もう今日は三人とも徹底的に付き合ってやる。いくらでも精液出してやるからな」

「はあああっ……嬉しいっ……」

　そしてさらに三人の動きは激しくなり、俺に快楽を強くぶつけてくる。

「んんっ、ふぁっ、はああっ……んっ、はあっ、あ、あんっ！　も、もっといっぱいっ、お、おまんこの感触味わってっ……んっ、きゃんっ！」

　ルナはそのまま身体をのけぞらせながら、激しく上下に動き続ける。

「ふぁあっ……はああっ……ここから、いっぱいえっちな液が……んっ、んふっ……はああっ……」

　それを見て興奮したのか、レティシアが俺の肉棒やタマのところを舐め回してくるのが、舌の感触でわかった。

「んんっ、はあっ、あっ、んっ、あんっ！」

　そしておっぱいを押しつけてくるリゼットも、すぐ近くで聞こえる喘ぎから、それだけで興奮してきているのがわかる。

「んっ、ひゃううっ！　あ、あんっ！　んふううっ！　も、もうきちゃいそう、あっ、ふぁっ、あううっ！」

　こんなえっちな部屋の空気にあてられたのか、いつもよりも早くルナは絶頂に近づいている。

「んふううっ！　ひゃふうっ！　ふぁっ、あ、んくうっ！　き、きちゃうううっ！　きちゃってるううっ！」

「うっ……どうやらこっちも出そうだ。じゃあいっぱい注ぐぞ」

「出して出してえっ！　妊娠するくらい膣内に出しちゃってえええっ！　精液精液せいえきいいいっ！」

「よし、じゃあイクぞっ！　うううううっ！」

「ひゃううううううっ！　出てる出てる出てるうううううっ！」

　さっき出したばかりとは思えないほどの精液が、一気に肉棒を駆け上がる！

　びゅくううっ！　びゅびゅううっ！

「きゃうううううううううううっ!!」

　俺の精液を浴びて、部屋に響く絶叫と共にルナは達した。

「ふぁひゃああっ……い、いいいっ……いっぱいの精液いいいっ……受精しちゃうくらいいっぱいいいっ……れろっ、ぢゅっ……」

「ふぁああっ……本当にすごい……いっぱいのどろどろとして濃いの……零れてきてますっ……」

　そして下半身では結合部から漏れた精液を舐める音が聞こえてきた。

「ふぁああっ……わ、私にも精液をいっぱいっ……是非この身体に受精させて欲しい……」

「わ、私にもお願いします！　いっぱい、いっぱい注いで下さい！」

「大丈夫、もう今日は何度も何度も、体力の限界までヤリ続けよう」

「はいっ！」







　それからも何回もそれぞれの穴に挿入し、中出しをしまくり、気づいたらもう夜が明けようとしていた。

「あああっ……はっ、ああああっ……」

「どうだった？　レティシア。これで満足か？」

「ふぁああっ……ふぁいいいっ……精液、いっぱいいたらいちゃって、しきゅうにいっぱいいいっ……んふぁあっ……」

「うん、妊娠してもおかしくないくらい注いだな」

「ふぁあっ……あ、あの、タイチ様……」

「なんだ？」

「その……私が妊娠をしても、おそばにおいて、できる限りは気持ちいい行為をしていただけますよね？」

「ああ、いいぞ」

「んふぁああっ……うれしいですっ……はああっ……」

　どうやら、催眠術で与えた中出し妊娠の理由より、快楽を得続ける気持ちのほうが上回ったらしいな。

「んふっ♪　私もすごくお腹いっぱい……跡継ぎ出来ちゃいそう♪」

　そしてルナも精液をあそこから垂れ流しながら、満足そうに微笑む。

「くっ……この私が足腰の力が弱まるまでされてしまうとは……しかし、とても充実している。気持ちも、そして子宮の中も」

　リゼットも俺以外の男には絶対見せないであろう、性の心地よさに緩んだ顔で微笑んできた。

「ねえ、タイチ、早く平和になって、思う存分こうやってエッチできるのがいいね。そのために王女としてもっと頑張るから」

「当然、私はそのために命を賭けさせて頂きます。そういう日が来るために」

「私もです。全世界の平和のため、出来る限りのことをさせていただきます。そして、いっぱい子どもも欲しいかも……」

　これは催眠術で俺が言わせたわけじゃない。三人の本心から出た言葉だ。

「そうだな」

　たしかに俺も、そういった心配事などなく、平和でのんびりとした世の中で存分に毎日セックスをしたい。

　それに最初は殺されそうになったりとかいろいろあったけど、こいつらにも愛着が湧いてきているのは確かだ。

　そうだな、そろそろ本気で他国にも介入して、支配してやるか。
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　俺がこの世界に召喚されてから数年が経った──。

　あれからこの国がどうなったかというと、とりあえず当面の平和が保たれるまでにはなった。

　俺はいろいろな局面で催眠術を使い続け、今ではスキルも相当上がってゆき、かなり広い範囲に永続的に可能だった。そして当然、本人にはかけられたことが分からないように、催眠状態にすることが出来ている。

　敵対する国にも、この国でかつてしたように少しずつ浸透させてゆき、攻め込む気力を上層部やほとんどの兵士から消失させていた。

　結果として常に、こちらに圧倒的優位な条件で和平を結んでいる。

　そしてこの国の実質的な権力者はルナ。

　ルナは元来持っていたその政治能力を発揮して、この国を確実に良い方向に向かわせている。

　もともとこれだけの能力があったけど、貴族連中などの腐敗やしがらみで出来なかったのだろうが、今やもう俺の後ろ盾で自由に政治をしている。

　ま、結果的には俺をこっちに呼び出す前から考えていたルナの理想どおりになったという感じなのだろう。

　そしてリゼットも当然有力な側近としてルナに仕え、政治、武力両方の面から力を貸している。

　さらにレティシアも結局この国に留まっているので、ルナを支える後ろ盾となってもらっている。

　どうやらレティシアも不思議な力を持つらしい。

　教団の中でも隠れた重要人物となっていたようで、たびたび呼び戻しがあったが、教団には文句は言わさない。

　俺が催眠術でそいつらを操れば、一転して歓迎ムードになるだけだった。




　じゃあ俺はどうなっているのか、となる。

　実は国王になって、王として……というのがこの手の異世界渡りでは文字どおり王道だが、それはしなかった。

　今の俺の立場は、国王の名代、つまり側近のひとりとして、次世代の王家を担うルナの補佐をする役となっている。

　たしかにこの国のほとんどの人間は俺の催眠術を受けていて、その気になれば命令どおり動かせるし、国王となるのも不可能じゃない。だけどそんなのは面倒くさいし、万が一まだ操れない他国の人間に、催眠術のことがバレて暗殺されるようなことになったら、馬鹿馬鹿しい。

　俺は今のルナの補佐という立場のほうが都合がいい。それで余計な危険に晒されずに済む。

　さらにこの立場は王家の使者という名目で他国に行き、王族や上流階級と謁見することが出来る。そうすれば何をするか、それはもう言うまでもないだろう。

　実際、すでに目星をつけた国の王や貴族の意識を潜在的に俺の配下にしているし、さらにそこの国に姫とかメイドとかでいい感じの女がいたら、俺に抱かれたいように操作している。

　ま、もうちょっとこの国が大きくなったら、そういうのを呼び寄せてハーレムを作るのも悪くないだろう。

　ただ、俺にとってルナ、リゼット、レティシアを超える女は世界中を回っても見つかってはいない。

　あいつらはそれだけこの世界でもトップクラスの女なのは、誰もが否定しようはないだろう。ただそれだけじゃなく、俺がこいつらを何度も何度も抱きまくっているうちに、身体も反応も俺の一番好みに育ってしまったのも大きい。

　忙しい合間にセックスをするときも、ほとんどはこいつらのうちの誰か、もしくは全員でということが多かった。

　そしてその結果──。







「さあ、久しぶりに三人揃ったのだし、今日はみんなで朝まで楽しくえっちするわよ。いいわね？」

「はい姫、もちろんです」

　いまや事実上の国主であるルナの呼びかけに、世界有数の女騎士であるリゼットが即答する。

「ええ、私もいっぱいしてもらいたいです。よろしいですよね、タイチ様？」

　それにいまや世界的な影響力を持つ聖女もにこりと応える。

　こんな感じで、今日もまた城の特別な部屋で四人で交わることになった。

　ただ、この三人には以前とはちょっと、いや大きく違うところがある。

「でも、マジで大丈夫なのか？　妊娠中のセックスって身体とか子どもとかに影響とかあるんじゃないか？」

　そう、こいつらは全員妊娠している。もちろん俺の種であることには何の疑いの余地もない。

「ええ、それはもちろん大丈夫よ。今は安定している時期だし、その上で、魔法医からちゃんと母胎保護の魔法も受けているから」

「便利な魔法もあるものだな」

　まあ今の俺の催眠術ほどじゃないけど。

「というわけで、こっちは大丈夫だ。いくらでも挿入して、いくらでも精液を注いでくれてかまわないからな」

　そう言ってリゼットは全裸になり、形のいい尻をこちらに向けてくる。

「当然、私もよ。さすがに産む直前になったら無理だから、今のうちにいっぱいしてもらわないと」

　同じようにルナも全裸になって、俺に尻を向けてくる。

「あっ、あん。私もひとり放っておかれると困ります」

　やはりレティシアも同じように服を脱ぎ捨て、尻を持ち上げると自分の性器を俺に晒してくる。

　さしずめ尻の博覧会って感じだな。
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「ねえ、誰から挿れるの？」

「安心しろ。全員に挿れるぞ、きちんと」

「でも、おちんちんは一つしかありませんよ」

「それについても安心しろ、いつものように全員気持ちよくしてやるから」

　パンっ！　パンっ！　パンっ！

　俺は手を叩いて、三人を催眠状態に入り込ませる。操作としてはもう必要ないが、こうすることで、より快楽を得やすくなるのだ。

「ふぁあっ……」

　そして俺もズボンを脱ぎ捨てると、勃起したモノをまずはリゼットのじっとり濡れている股間にあてがう。

「んふっ、はああっ……あっ、はああっ……」

　そして亀頭でその肉を何度かぐじゅぐじゅと掻き回して愛液をより染み出させて、挿入の準備をする。

「あーっ、リゼットが先なの？　でももう、出すまでガマン出来ないなあ」

「私も、ほら……こんなにあそこからえっちな液が出てますから、出来るだけ早くしていただけると……」

「大丈夫」

　俺は空いているルナとレティシアのおまんこに手を伸ばし、二本の指でそこを弄くり回す。

「ふぁああっ、はあっ、あっ……い、いいっ……んっ、おちんちん、も、もっと、はあああっ……」

「んんっ、あ、熱いっ……おちんちんで私のあそこ、もっと掻き回してっ……あっ、ふぁあっ……はああっ……」

　そう、さっきかけた催眠術は、俺の指をペニスだと思わせるようにするものでもあった。当然、チンポが３本あるなんて矛盾は、意識からまったくなくなる。

　全員が、俺と同時セックスしていると誤認するのだ。

「ふぁっ、んっ、はああっ……あっ、はあああっ……」

「んっ、はああっ……あああっ……そ、そこ、外側掻き回してるだけじゃダメっ……うずうずが大きくなってきちゃうっ……」

「あっ、はああっ……早くっ……おちんちん早く私のおまんこにずぶずぶって挿れてください……」

「わかったよ、じゃあいくぞ」

　まずは腰を前に押し出して、愛液で濡れまくった本物のチンポをリゼットの膣内にぬるっと埋めてゆく。

「ふぁっ、はあっ…あっ、はああっ……い、いいいっ、んんっ……お、おちんちんが、奥にっ……ふぁあっ……」

　続いて愛液で十分濡れた指を二本まっすぐに立てて、そのままルナの膣肉をかき分けるようにしながら挿入してゆく。

「んっ、ふぁああっ、ああっ、は、入ってきてるっ……お、おちんちんとっても固くてっはっ、ああああっ……」

　催眠術で俺の指を肉棒と思い込み、リゼットと同じように膣内への挿入の悦びに身を震わせている。そして同じ催眠術にかけているレティシアにも、もう片方の手の指を伸ばして、一気にずぶっと膣口から奥に向けて挿入をした。

「んひゃううううっ！　ふぁっ、あっ、はあああっ……し、子宮に、おちんちんが届いてっ……んんっ……」

　当然レティシアも、俺の亀頭が子宮を突いたように感じているだろう。

「よし、三人とも俺のチンコが奥まで入ったな。どうだ、気持ちいいだろ」

「ふぁあっ、はあっ……そ、その、気持ちいいけど、や、やはりそのっ……いっぱい動かして、たっぷり膣内で擦って欲しい……」

「わかってるよ、じゃあ最初から激しくしてもいいか？　他のふたりも」

「うんっ！　私のおまんこ、もっとずんずんって突いちゃって」

「はああっ……わ、私もその……お、お願いします……んっ、はああっ……お、おちんちんいっぱいっ……」

　しっかしルナはともかく、レティシアも催眠術をかけなくても俺からのセックス、それどころか４Ｐやその他の激しいプレイにさえも抵抗なくなったなあ。まあ当然それでいいのだけど。

「よし、じゃあいくぞ」

　そのまま腰はもちろん、、チンコと思われている両方の指を前後に動かして、ピストン運動を開始する。

「んっ、あっ、はっ、んふうっ……あ、はああっ……」

「んっ、い、いいいよおっ、お、奥にずんずんってっ……」

「あっ、ふぁわっ、んんっ……ぞくぞくってしてしまいますっ……んんっ……も、もっと、はああっ……」

　部屋には三人の喘ぎが同時に響き渡り、性の合掌をしている感じだ。指揮者は俺。

「ふぁっ、んっ、はああっ、も、もっとっ、もっといっぱい突いてっ……乱暴に私のおまんこの中掻き回してくれっ……んん、はあっ……」

　そのリゼットのリクエストに応えて、挿入しているチンポをさらに前後に激しく動かしまくる。

「んっ、あっ、ひゃうっ！　ふぁっ、あっ、んっ、んふうっ！」

「ず、ずるい私ももっとっ……いっぱいおまんこの中、掻き回してっ……ずんずんしちゃってっ！」

「ふぁっ……わ、私もっ……壊れちゃうくらいおまんこ掻き混ぜて気持ちよくしてくださいっ……」

「よしわかった」

　ただ指のほうは前後に動かすだけじゃなく、膣内で折り曲げたり開いたりして掻き乱しまくる。

「ひゃふっ！　んっ、おちんちん暴れてるうっ！　きもちいいよおっ！」

「ふぁっ、はっ、はああっ……ち、膣肉、いっぱい、ぐにゅぐにゅってされてっ……はっ、きゃううっ！」

　全員が、俺の攻撃をチンポによる激しい突きだと思いこんでよがりまくっている。

　部屋は喘ぎの声に加えて、性器からの水音や空気の漏れる様子も合わさり、淫らな音が支配していた。

「んふうっ！　あっ、はっ、ひゃふううっ！　も、もうこのままじゃイッちゃっ！　イッちゃいそうっ！」

「ルナは相変わらず一番感じやすいな。だけどイクにはまだ早いぞ。ちょっと一呼吸入れることにするか」

　パン！　パン！　パン！

　俺は一旦指を引き抜き、手を三回叩く。これも言うまでもなく催眠術の合図だけど、ここでは何かにかけたのではない、全部を解除するものだ。

「えっ、あっ……」

「んっ、はああっ……」

「あ、あら？」

　すると三人とも完全に催眠術が解除されて、目をはっと見開く。

「えっ……こ、これ……」

「どうだ？　今の感じは」

　俺は酩酊状態から醒めて目をぱちくりとさせているルナにささやきかける。

「あれ？　おちんちんはリゼットに入ってるし……」

「指だったのさ」

「じゃあ、私のほうも指？」

「そう、レティシアとルナは指を肉棒と思い込ませていた」

「私だけは男性器が挿入されているけど……あっ、タイチよ、もしかして催眠術を解いてしまったのか？」

「ああ、このままじゃみんなすぐにイキそうだったから、ちょっと喘ぎの大合唱に幕間を入れるという感じだな」

　実は、すでにこいつらには催眠術のことをかなり教えている。しかし、素の状態であっても俺に従うようになっている。

　つまるところ、今の俺は催眠術ではない人望や男としての魅力などで、こいつらを付き添わせているわけだ。

「もう、何で催眠術解いちゃうのよ。すごく感じてたのに……」

「お前が一番イキそうだったからだ。でも、かかっていない状態でもそれなりに気持ちはいいだろ？」

　そういって不満そうな顔を向けていたルナの膣内で、再び指をぐちょぐちょと掻き回してみる。

「んんっ、あっ、あっ、ひゃううっ！」

「ほら、催眠術がなくても、こんなに喘いでるし」

「あっ、こ、これも気持ちいいけど、はああっ……で、でもやっぱり指じゃ……指だけじゃ……ふぁっ……」

「指じゃイケないか？」

「イケなくはないけど、催眠術で気持ちよくなるの知っちゃったら、やっぱりそっちがいいって思っちゃうし……」

「わ、私も……せめて指をおちんちんと思うようにかけてください……そうすればもう天にも昇る気持ちになりますから……」

「私も出来れば……せっかく男性器を挿入してもらっているのだし、感度を上げてもらったほうが嬉しい」

「わかったよ、かけてやるよ。でもちゃんと最後は全員にチンポ挿入して中出ししてやるからな」

「さすが、わかってるわね♪」

「よし、じゃあ……お前たちはこれから体中が性感帯になった感じで、しかも最高の感度になる！」

　パン！　パン！　パン！

　また手を叩くと、三人ともびくくっと身体を反応させて催眠状態になる。そして間髪入れずにその叩いた手を、ルナとレティシアの股間に持ってゆき、手マンを再開させる。

「んふうっ！　いっ、ふぁっ、あ、んひゃああっ！　か、感じる、さっきより感じちゃうううっ！」

「ふぁっ、か、体中がぞくぞくしてっ……んっ、ふぁっ、腰が痺れてしまいますうっ！　もっと、もっとっ！」

　そして指に負けないように、腰のほうも休憩前より激しく抜き差しして、愛液の水音を奏でまくる。

「んふぁっ、ひゃうううっ！　す、すごくあ、あああっ、敏感になって、んふううっ！　おちんちんすごいいっ！」

　そのまま三人のおまんこをひたすら突き、擦り、掻き回し続ける。

「はあっ、あ、んっ、あうううっ！　こ、こんな気持ちいいの、はじめて……ひゃうううっ！」

「はああっ、あっ……どんどん身体がふわふわしてっ……んんっ！　おちんちんで昇天してしまいますうっ！」

「んひゃふうっ！　くううううっ！　ひゃふうううっ！」

　三人とも感じまくって大きくよがり、喘ぎまくる。

　ただ、肉棒を挿入しているリゼットが、一番身体をがくがくさせて、さらに膣内で俺の肉棒を締めつけてくる。

「もうイキそうだな、リゼット」

「う、うんっ！　もうガマンできないのおっ！　イクイクイクううううっ！　イッちゃいそうなのおっ！」

「よし、じゃあ俺もイッて精液、中に放出してやる」

「えっ、わ、私ももうすぐっ……んふううっ！　ひゃううっ！」

「安心しろ、お前にも注いでやるから」

　そう言っている間にもリゼットの身体は激しく痙攣する。

「もう、もうらめえええっ！　イクイクイクのおおおおっ！」

「じゃあ出すぞっ！　ううううっ！」

　どびゅううっ！　うびゅうううっ！

　リゼットが絶頂に達すると同時に、その膣内に精液を注ぎ込む。

「ひゃひいいいいいいっ！　んふうううううっ！」

　絶頂を迎えた直後にさらに俺の精液をおまんこに喰らい、もう一度大きく身体を震わせて絶叫する。

「ふぁひゃあわっ……んっ、ふぁああっ……はああっ……」

　そして叫び終わると、張り詰めていた力が完全に抜けるようにベッドにへたり込んでしまった。

「ふぁっ、んっ、も、もうっ……リゼットのえっちな声で、私ももうぞくぞくするの止まらないよおっ！」

「よし、じゃあお前の膣内にも出すぞ」

　リゼットのおまんこからずるっと抜けた肉棒を、そのままルナのぬるぬるの膣内にずぶっと挿入する。

「んふぃいいっ！　太いのいいっ！　くふうっ！　こ、このままいっぱい、あっ、あんっ！」

　挿入しただけで身体を激しく震わせ、少し動かしだけで指のときよりも激しく身体がよがりまくっている。

「ふぁっ、んふうっ！　ひゃふううっ！　も、もうイクイクううううっ！　とんじゃうううううっ！」

「もうガマン出来ないのか。仕方ないな、じゃあ膣内に出すぞ」

「あっ、あ……わ、私ももう耐え切れそうにないっ……んんっ！　ど、どうかっ……ひゃううっ！」

　横からはすがるような視線でレティシアがこちらを見てくる。

「よし、わかったから俺に任せて自由に感じていいぞ」

　言いつつさらに激しくルナのおまんこを突きまくると、それを離さないとばかりにぎゅうっと締めつけてきた。

「イクうううううううっ！　イッちゃううううううううううっ!!」

「よし、出すぞ、ううっ！」

「きゃふうううううううううううううううっ！」

　どびゅううっ、うびゅううっ！

「熱いのおおっ！　お腹に出てるうううっ！　ふぁああああっ……せいえき……いっぱいいいいっ……ひゃあっ……」

　俺の精液を一番奥で受けて悦びの絶叫を出したルナは、ひとしきり身体を震わせたあと、リゼットの隣にへたり込んだ。

「ふぁっ、私ももうっ……はあっ、も、持ちそうにありませんっ！　イッてしまいますっ！」

　どうやら本当に時間がなさそうだったので、ぬるぬるの肉棒を急いでレティシアに挿入する。

「んふぃいっ！　んふううっ！　い、いいのっ！　いっちゃうっ！　昇天しちゃいますっ！」

「おう、本当におまんこ痙攣してもうイキそうだな。よしならこのまま出すぞ！」

「出して出して出してえええっ！　精子いっぱい注いでタイチ様で染めちゃってえええっ！」

　そして俺が最後の精液を射出しようとするのとほとんど同時に、膣内も激しく締めつけてくる。

「んふうううううううっ！　イクイクイッちゃううううっ！　精液精液せいえ……き、いいっぱいいいいっ！」

「うううううっ！」

　びゅくううっ！　びゅびゅびゅうううっ！

「きゃふうううっ！　出てる出てるうっ！　きもちいいの子宮に出ちゃってるううっ!!」

　俺の熱い精液を思いっきり子宮で受けて、レティシアは顔をトロ顔にさせつつ大きな絶叫を放つ。

「ふぁひゃあっ……んふぁああっ……わらひっ……しあわせええっ……ひゃああっ……」

　おあずけを食らったぶん溜まっていたのか、レティシアは他のふたりよりもさらにイキ尽くしたようで、ばたっとベッドに倒れた。

「ふう……出した出した」

　俺も三発続けて出したことでちょっと疲れてはいたけど、それはとてつもなく心地の良い疲労だった。

「どうだったお前ら、今日は気持ちよかったか？」

「ふぁひゃあああっ……もちろん……気持ちよかったあっ……」

「んふぁああわあっ……身体が、もう至福に包まれて、とても……」

「ふあっ……っ…………すごく、いいいっ……」

　三人ともベッドで口やおまんこから液を垂らしまくるのも気にせず、寝転がりながら絶叫の余韻に浸っている。俺はそんな三人を眺めつつ、優越感に浸る。

「おいお前ら、今幸せか？　催眠術で操られて、俺の子どもを宿した今。これで良かったと思うか？」

「んふっ……当然のこと、聞かないでよっ……幸せに決まってるじゃない。それもこれ以上ないくらい♪」

「ああ……子ども、そして最高の快感も得られて、これが幸福でなくて何だろうか……」

「はああっ、はああっ……わ、私、これからももっとご奉仕いたしますっ……この身も心も捧げます」

「ああ、タイチが世界の王になるまで、いや、それからもずっと」

「うんっ！　だからタイチも気持ちいいの、これからもずっと、いっぱい。いっぱいちょうだいよね♪」

　三人とも、まだ惚け顔を残したままで、俺に微笑んできた。




　こんな感じでルナも、リゼットも、レティシアも、俺に普段のときも、そしてセックスのときも、全面的に尽くしてくれるようになっている。

　俺のほうもさすがに、そんなこいつらに愛着を抱いている。

　ま、これからも多くの女を催眠術で手に入れてゆく予定だけど、こいつらが望むなら、その中でもとくにかわいがって、子どもが何人も出来るくらいたっぷりと中出しセックスをしてやることにするか。





《ＥＮＤ》









あとがき




　メロンバロンです。はじめまして＆こんにちは。

　催眠ネタは、導入とか効果の出方で悩みますが、今回の世界はいいですね。素直な女性ばかりで、大助かりです。他のチート能力と比べると、やや準備が大変そうですが、もし現実世界でも使えたら、とっても素敵な場所を身近に作れそうです。欲しい！　やはり催眠能力が欲しいです！　従順な美少女こそが、人生の宝なのですから。




　挿絵を描いていただいた「宏式」様。ほんとうに、ありがとうございました。質感たっぷりの挿絵で、異世界の雰囲気を盛り上げていただけたように思います。メロンバロンは、姫たちの艶っぽいお肌に大満足いたしました！　またぜひ、よろしくお願いいたします。




　次はもっともっと、色んなシチュエーションがさらにエッチになるように、がんばります。広がる欲望とゲス思考に染まりつつ、次回を企画中です。

　それでは、またお会い出来ることを願って。


二○一五年 一二月　メロンバロン
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